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1. 概要 

 1 

1. 概要 
本ﾏﾆｭｱﾙは、日立ﾏﾙﾁﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ RAIDとﾊﾟｯｹｰｼﾞ製品であるFile Exchange ﾌｧﾝｸｼｮﾝ(FAL for AIX / FAL for 

Linux / FAL for Windows)を使用したｼｽﾃﾑにおいて、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑからUNIX/PC ｻｰﾊﾞへDB ﾃﾞｰﾀ等を移行する際、同

時に各種漢字のｺｰﾄﾞ変換など、ﾃﾞｰﾀの一部を変換･編集することを目的とする”ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ/ｻｰﾊﾞ間ﾃﾞｰﾀ移行支援

APP(Code Converter)”の機能について説明するものです。 

本APPは、上記File Exchange ﾌｧﾝｸｼｮﾝに属するﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨ（FCU：File Conversion Utility）が支援

しているﾕｰｻﾞｵｳﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ切口から呼ばれて動作する関数として、標準的な IBM 漢字ｺｰﾄﾞ変換などの機能を組

込み、作成したものです。 

本 APP を導入することによりﾕｰｻﾞは、IBM 漢字ｺｰﾄﾞ変換などの目的で当該業務専用 AP を個別開発すること

なくﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ/ｻｰﾊﾞ間ﾃﾞｰﾀ移行ｼｽﾃﾑを構築できるようになります。 
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2. システム構成 
2.1. 製品の位置付け 

Code Converter は、ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨから呼ばれて動作するＵＯＣ(ﾕｰｻﾞ･ｵｳﾝｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ)関数として機能しま

す。 

Code Converterの位置付けと動作の概要について、mto(ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ→ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ)方向の変換を図 2.1.1に、ま

た、otm(ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ→ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ)方向の変換を図 2.1.2に示します。 

 

 

ﾎｽﾄ側 

DB 

 

SAM 

ﾌｧｲﾙ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

定義ﾌｧｲﾙ 

UNIX/PC 

ﾌｧｲﾙ 

ｻｰﾊﾞ側 

DB 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

定義ﾌｧｲﾙ 

編集ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ﾌｧｲﾙ 

LAN 
 ﾚｺｰﾄﾞ抽出 

 ﾕﾃｨﾘﾃｨ 

  OJE  JP1 

DBMS 

 
 DBMS 

 ﾛｰﾀﾞ 

File 

Exchange 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 

(FAL) 

 

File Exchange ﾌｧﾝｸｼｮﾝ（FCU） 

                  

 

メインフレーム／サーバ間データ移行支援 

ＡＰＰ    （Code Converter） 

(ﾌｨｰﾙﾄﾞの抽出～変換を実行) 

① 

② ⑥ 

③④⑤ 

⑦ 

参照 参照 

SCSI/Fibre ﾁｬﾈﾙ 

参照 

ﾃﾞｰﾀ移行 

mto 編集切口 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ（日立､IBM､富士通） サーバ 

日立ﾏﾙﾁﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ RAID 

(注)・JP1及び OJE（Open Job Entry）は、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ／ｻｰﾊﾞ間でのﾃﾞｰﾀ移行するｼﾞｮﾌﾞの起動など運用支援に 

      必要となる(株)日立製作所提供のﾊﾟｯｹｰｼﾞ製品です。 

    ・ﾌｨｰﾙﾄﾞとは、ﾚｺｰﾄﾞを構成するﾚｺｰﾄﾞの一部または全体を示す用語で、Code Converterの基本処理単位 

      です。 

 ＜動作概要＞ 

① ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨがﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ中間ﾌｧｲﾙ(SAM)のﾃﾞｰﾀを読込みます。 

② ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨがﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ(事前にﾕｰｻﾞが作成)を参照し、mto編集切口の使用が宣言されていれ

ば、１ﾚｺｰﾄﾞ分のﾃﾞｰﾀを抽出し、Code Converterへﾚｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを渡します。 

    Code Converterの処理範囲 (枠内) 

③ Code Converter は、ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ（事前にﾕｰｻﾞが作成）を参照し、１ﾌｨｰﾙﾄﾞ分のﾃﾞｰﾀを抽出すると

共に指定された変換種別を認識します。 

④ ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙと編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ（標準提供）を参照して、漢字ｺｰﾄﾞなどの変換を実行します。 

⑤ １ﾚｺｰﾄﾞ分の全ﾌｨｰﾙﾄﾞに対して、③④の抽出処理～変換処理を繰り返します。 

⑥ Code Converter が、１ﾚｺｰﾄﾞ分の全ﾌｨｰﾙﾄﾞの変換処理を終了すると、変換後のﾃﾞｰﾀを File Exchange 

(FCU)に返します。 

 

⑦ ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨは、１ﾚｺｰﾄﾞ分のﾃﾞｰﾀをｻｰﾊﾞ側ﾌｧｲﾙ（UNIX等）に出力します。 

   (以下①から繰り返します。） 

 
 

図 2.1.1 Code Converterの位置付けと動作概要（ｍｔｏ方向） 
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DB 
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ﾌｧｲﾙ 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ（日立､IBM､富士通） 
LAN 

 ﾚｺｰﾄﾞ抽出 
 ﾕﾃｨﾘﾃｨ 

  OJE  JP1 

DBMS 

File 

Exchange 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 
(FAL) 

 

File Exchange ﾌｧﾝｸｼｮﾝ 

（FCU）         
                  
 

メインフレーム／サーバ間データ移行支援 

ＡＰＰ    （Code Converter） 

(ﾌｨｰﾙﾄﾞの抽出～変換を実行) 

⑦ 

⑥ ② 

⑤④③ 

① 

参照 参照 

SCSI/Fibre ﾁｬﾈﾙ 

参照 

ﾃﾞｰﾀ移行 

otm編集切口 

サーバ 

(注)・ JP1 及び OJE（Open Job Entry）は、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ／ｻｰﾊﾞ間でのﾃﾞｰﾀ移行するｼﾞｮﾌﾞの起動など運用支援に

必要となる(株)日立製作所提供のﾊﾟｯｹｰｼﾞ製品です。 

    ・ ﾌｨｰﾙﾄﾞとは、ﾚｺｰﾄﾞを構成するﾚｺｰﾄﾞの一部または全体を示す用語で Code Converter の基本処理単位

です。 

 ＜動作概要＞ 

① ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨがｻｰﾊﾞ側ﾌｧｲﾙ（UNIX 等）のﾃﾞｰﾀを読込みます。 

② ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨがﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ(事前にﾕｰｻﾞが作成)を参照し、otm編集切口の使用が宣言されていれば、

１ﾚｺｰﾄﾞ分のﾃﾞｰﾀを抽出し、Code Converter へﾚｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを渡します。 

    Code Converter の処理範囲 (枠内) 

③ Code Converter は、ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ（事前にﾕｰｻﾞが作成）を参照し、１ﾌｨｰﾙﾄﾞ分のﾃﾞｰﾀを抽出すると共に

指定された変換種別を認識します。 

④ ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙと編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ（標準提供）を参照して、漢字ｺｰﾄﾞなどの変換を実行します。 

⑤ １ﾚｺｰﾄﾞ分の全ﾌｨｰﾙﾄﾞに対して、③④の抽出処理～変換処理を繰り返します。 

⑥ Code Converter が、１ﾚｺｰﾄﾞ分の全ﾌｨｰﾙﾄﾞの変換処理を終了すると、変換後のﾃﾞｰﾀを File Exchange(FCU)

に返します。 

 

⑦ ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨは、１ﾚｺｰﾄﾞ分のﾃﾞｰﾀをﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ中間ﾌｧｲﾙ(SAM)に出力します。 

   (以下①から繰り返します。) 

日立ﾏﾙﾁﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ RAID 

 

図 2.1.2 Code Converterの位置付けと動作概要（ｏｔｍ方向） 

 

（注意）ﾃﾞﾘﾐﾀが付加されていないｻｰﾊﾞ側ﾌｧｲﾙを入力とする場合、FCU はﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側ﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀ長と同じ長さで当

該ﾌｧｲﾙが構成されているものと仮定して動作します。このため、otm 変換した結果、ﾚｺｰﾄﾞ長が変わるような場

合には必ず、ｻｰﾊﾞ側ﾌｧｲﾙのﾃﾞｰﾀにﾃﾞﾘﾐﾀを付加してください。 
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2.2. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構造 
Code Converterのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ構造概要を、図 2.2.1に示します。 

 

 File Exchenge ﾌｧﾝｸｼｮﾝ ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨ 

ﾚｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ編集関数 

 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀ 

抽出関数 

 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀ 

変換・編集関数群 
参照 参照 

Code Converter（点線枠内） 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

定義ﾌｧｲﾙ 

編集ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ﾌｧｲﾙ 

 

図 2.2.1 Code Converterのプログラム構造概要 

 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀ抽出関数が参照する「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」は、変換操作対象となるＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ毎に異なるﾚｺｰﾄﾞ

形式（ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成）に対応させて作成するもので、入力側ﾚｺｰﾄﾞに含まれる全ﾌｨｰﾙﾄﾞについて、その（位置／

長さ／変換操作方法／出力するときの長さ）を、一定の書式に従って、ﾕｰｻﾞがﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ形式で記述するもの

です。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀ変換・編集関数群が参照する「編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ」は、Code Converter で支援している変換様式

について詳細を定義するもので、ｵｰﾌﾟﾝ環境(UNIX/PC ｻｰﾊﾞ)のｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ上に格納して使います。 
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3. 機能 
Code Converterの機能概要を、表3.1に示します。 

 

表3.1 Code Converterの機能概要 

項番 機  能 概  要 備考 

１ 英数文字変換 

機能 

半角文字列のみから成るﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀに対して、ｺｰﾄﾞ変換を行

います。 

 

 ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側   → EBCDIC / EBCDIK (注1) 

 ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側 → JIS8 / ASCII (注2) , EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 0/2 , 

                Unicode 

の半角文字ｺｰﾄﾞを変換します。 

 

(注1) 通称EBCDICにはｶﾅ文字を含まないｺｰﾄﾞ体系と含むｺｰﾄﾞ

体系の 2種類があり、Code Converterでは両者を区別するた

め、前者(ｶﾅ文字を含まないｺｰﾄﾞ体系)を EBCDIC、後者(ｶﾅ文

字を含むｺｰﾄﾞ体系)をEBCDIKと表記し、使い分けています。 

(注 2) ASCII ｺｰﾄﾞは、ｶﾅ文字を含まないｺｰﾄﾞ体系であるた

め、EBCDIC ｺｰﾄﾞ体系のみを変換の対象としています。 

 また、EBCDIC⇔ASCII 変換ﾃｰﾌﾞﾙに対しては、若干のｶｽﾀﾏｲｽﾞ

が必要になる場合があります。(4.3.2項 表 4.3.7参照) 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 2はｼﾌﾄｺｰﾄﾞ

を付加して2ﾊﾞｲﾄになる

のでご注意願います。 

２ 漢字変換機能 全角文字列のみ、または全角文字と半角文字が混在する文字

列から成るﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀに対して、ｺｰﾄﾞ変換を行います。 

 

 ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側   → IBM漢字 , JEF漢字 , KEIS78 , KEIS83/90 

 ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側 → ｼﾌﾄ JIS , EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 0/1/2/3 , Unicode 

の全角文字ｺｰﾄﾞを変換します。 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 3はｼﾌﾄｺｰﾄﾞ

を付加して3ﾊﾞｲﾄになる

のでご注意願います。 

 

３ 無変換機能 

(=単純転送) 

入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ内のﾃﾞｰﾀに何も手を加えずに、そのまま出力しま

す。 

入力ﾃﾞｰﾀは文字に限定

しません。 

４ 出力抑止変換 

機能 

入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ内のﾃﾞｰﾀを読み捨てて出力しません。 出力ﾚｺｰﾄﾞ長がその分縮

まります。 

５ 数値変換機能 数値文字列のみから成るﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀに対して、ｺｰﾄﾞ変換を行

います。 

 

 ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側   → パック形式 , ゾーン形式 

 ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側 → 数値文字 

の数値文字ｺｰﾄﾞを変換します。 

 

６ ｴﾗｰﾛｸﾞ出力 

機能 

未定義文字やｼﾌﾄｺｰﾄﾞのﾍﾟｱﾁｪｯｸをし、ﾛｸﾞﾌｧｲﾙに出力を行いま

す。 

ｵﾌﾟｼｮﾝ製品(CODECHK)が

必要です。 

７ 外字登録機能 提供する標準変換ﾃｰﾌﾞﾙに外字ｺｰﾄﾞを設定することで変換ﾃｰﾌﾞ

ﾙのｶｽﾀﾏｲｽﾞを行います。 

標準ﾃｰﾌﾞﾙのｶｽﾀﾏｲｽﾞは、Code Converter が提供するﾕﾃｨﾘﾃｨ

(CCNV)を使用して行います。また、弊社ｻｰﾋﾞｽﾒﾆｭｰも提供して

おります。 

ｶｽﾀﾏｲｽﾞの詳細は、10章

を参照してください。 
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表3.1、項番1～6の各変換動作の概要を3.1節～3.6節に図で示します。 

更に、項番 1～2 の文字コード変換に関わる編集諸機能のうち、以下(1)～(6)の変換動作の概要を 3.7 節に図

で示します。 

［コード変換に関わる編集諸機能］ 

（１）未定義文字コード処理（半角） 

（２）未定義文字コード処理（全角） 

（３）シフトコード削除処理（全半角混在時） 

（４）シフトコード挿入処理（全半角混在時） 

（５）シフトコード挿入抑止処理（全半角混在時） 

（６）出力先フィールドの方が短い場合の処理 

また、オプション製品として、ＥＵＣコード変換処理を3.8節に、Unicode変換処理を3.9節に示します。 
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3.1. 英数文字変換機能  
半角文字列のみから成るﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀに対して、ｺｰﾄﾞ変換を行います。対象とするｺｰﾄﾞ体系は次の通りです。 

・ ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側ｺｰﾄﾞ体系   → EBCDIC(ｶﾅ文字を含まない) または EBCDIK(ｶﾅ文字を含む) 

・ ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側ｺｰﾄﾞ体系 → JIS8 または ASCII (注) , EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 0/2 , Unicode 

 
(注) ASCII ｺｰﾄﾞは、ｶﾅ文字を含まないｺｰﾄﾞ体系であるため、EBCDIC ｺｰﾄﾞ体系のみを変換の対象としています。また、 

    EBCDIC⇔ASCII変換ﾃｰﾌﾞﾙに対しては、若干のｶｽﾀﾏｲｽﾞが必要になる場合があります。(4.3.2項 表 4.3.7参照) 

 

 

 ﾃﾞ 

| 

ﾀ 

移

行 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

定義ﾌｧｲﾙ 

入力 

ﾌｧｲﾙ 

出力 

ﾌｧｲﾙ 

編集ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ﾌｧｲﾙ 

メインフレーム／ 

サーバ間データ 

移行支援ＡＰＰ    

（Code Converter） 

(ﾌｨｰﾙﾄﾞの抽出～ 

変換を実行) 

参照 

参照 

Code Converter が行なう英数文字変換 

 １ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙから読込む。 

抽出 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ単位に処理 

抽出 

変換 変換 

出力 出力 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に出力ﾌｧｲﾙへ書く。 

      漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ         漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・  PQ-\ｶﾅﾓｼﾞxyz   ・・・・・  ｱｲ12@%AB   ・・・・・・・ 

    半角文字ﾌｨｰﾙﾄﾞ     半角文字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・  PQ-\ｶﾅﾓｼﾞxyz   ・・・・・   ｱｲ12@%AB  ・・・・・・・ 

 

図 3.1.1 英数文字変換概要 

［説明］ 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを読込み、その中から変換対象となる半角文字ﾌｨｰﾙﾄﾞの部分を抽出し、指

定の英数文字変換を行います。変換は１ﾌｨｰﾙﾄﾞ毎に実施、結果は１ﾚｺｰﾄﾞ単位に編集し、出力ﾌｧｲﾙへ書き込み

ます。 

ﾚｺｰﾄﾞ内の半角文字ﾌｨｰﾙﾄﾞを抽出する位置や、出力するときのﾌｨｰﾙﾄﾞ長は、ﾕｰｻﾞ作成の「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」

中の指定値を参照することにより認識します。（詳細は、4.3.2項参照） 

また、英数文字変換方法の詳細（使用する変換ﾃｰﾌﾞﾙの種類等）の指定は、標準提供の「編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ」

中のﾃﾞﾌｫﾙﾄ指定ﾊﾟﾗﾒｰﾀにより制御しています。（詳細は、4.3.4項参照） 
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3.2. 漢字変換機能 
全角文字列のみ、または全角文字と半角文字が混在する文字列から成るﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀに対して、ｺｰﾄﾞ変換を

行います。対象とするｺｰﾄﾞ体系は、次の通りです。 

・ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側   → IBM漢字 , JEF漢字 , KEIS78 , KEIS83/90 

(半角文字が混在する場合は、EBCDIC(ｶﾅ文字を含まない) または EBCDIK(ｶﾅ文字を含む)) 

・ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側 → ｼﾌﾄ JIS , EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 0/1/2/3 , Unicode 

(半角文字が混在する場合は、JIS8 , EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 0/1/2/3 , Unicode) 

 

 

 ﾃﾞ 

| 

ﾀ 

移

行 

入力 

ﾌｧｲﾙ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

定義ﾌｧｲﾙ 

編集ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ﾌｧｲﾙ 

出力 

ﾌｧｲﾙ 

メインフレーム／ 

サーバ間データ 

移行支援ＡＰＰ    

（Code Converter） 

(ﾌｨｰﾙﾄﾞの抽出～ 

変換を実行) 

参照 

参照 

Code Converter が行なう漢字変換 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙから読込む。 

抽出 

処理はﾌｨｰﾙﾄﾞ単位 

抽出 

変換 変換 

出力 出力 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に出力ﾌｧｲﾙへ書く。 

       漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ             漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・  伊呂波仁保戸   ・・・・・  いろはに  ・・・・・・・ 

       漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ             漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・   伊呂波仁保戸   ・・・・・   いろはに   ・・・・・・・ 

 

図 3.2.1 漢字変換概要 

［説明］ 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを読込み、その中から変換対象となる漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ(半角文字混在可)の部分

を抽出し、指定の漢字変換を行います。 

変換の要領は、3.1節の英数文字変換 の場合と同じです。 
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3.3. 無変換機能（=単純転送） 
入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ内のﾃﾞｰﾀに何も手を加えずに、そのまま出力します。入力ﾃﾞｰﾀは文字ｺｰﾄﾞに限定しません。 

 

 

 ﾃﾞ 

| 

ﾀ 

移

行 

入力 

ﾌｧｲﾙ 

出力 

ﾌｧｲﾙ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

定義ﾌｧｲﾙ メインフレーム／ 

サーバ間データ 

移行支援ＡＰＰ    

（Code Converter） 

(ﾌｨｰﾙﾄﾞの抽出～ 

変換を実行) 

参照 

Code Converter が行なう無変換処理 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙから読込む。 

抽出 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ単位に 

単純転送(無加工) 

抽出 

出力 出力 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に出力ﾌｧｲﾙへ書く。 

     無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ       無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 ・・・ ？？？？？？？  ・・・・・ ？？？？？  ・・・・・・・ 

     無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ       無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 ・・・ ？？？？？？？  ・・・・・  ？？？？？  ・・・・・・・ 

 

図 3.3.1 無変換概要 

 

［説明］ 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを読込み、その中から変換対象となる無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ(無加工)の部分を抽出

し、単純転送を行います。 

ﾚｺｰﾄﾞ内の無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞを抽出する位置は、ﾕｰｻﾞ作成の「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」中の指定値を参照することによ

り認識します。（詳細は、4.3.2項参照） 

（注）無変換の場合、出力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長は、入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長と必ず同じにしてください。「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」の中で、

出力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長の記述を省略すると、入力ﾌｨｰﾙﾄﾞと同じ長さを指定したことになります。 

無変換の場合、単純転送すること以外に処理方法の詳細を必要としませんので、標準提供の「編集ｵﾌﾟｼｮ

ﾝﾌｧｲﾙ」を参照しません。 
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3.4. 出力抑止変換機能 
入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ内のﾃﾞｰﾀを読み捨てて出力しません。出力ﾚｺｰﾄﾞ長がその分、縮まります。 

 

 

 

 ﾃﾞ 

| 

ﾀ 

移

行 

入力 

ﾌｧｲﾙ 

出力 

ﾌｧｲﾙ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

定義ﾌｧｲﾙ メインフレーム／ 

サーバ間データ 

移行支援ＡＰＰ 

（Code Converter） 

(ﾌｨｰﾙﾄﾞの抽出～ 

変換を実行) 

Code Converterが行なう出力抑止処理 

参照 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙから読込む。 

抽出 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ単位に 

ﾃﾞｰﾀを読み捨てる。 

抽出 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に出力ﾌｧｲﾙへ書く。 

無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ           無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 ・・・ ？？？？？？？ ・・・・・  ？？？？？ ・・・・・・・ 

読み捨てた無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ

の長さ分だけ、出力ﾚｺｰﾄﾞ

の長さは縮まる。 

 

 

 ・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

図 3.4.1 出力抑止変換概要 

 

［説明］ 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを読込み、その中から出力抑止ﾌｨｰﾙﾄﾞの部分を抽出し、読み捨てを行いま

す。出力抑止ﾌｨｰﾙﾄﾞの場合、出力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長は、必ず 0 になります。 

ﾚｺｰﾄﾞ内の無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞを抽出する位置は、ﾕｰｻﾞ作成の「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」中の指定値を参照することによ

り認識します。（詳細は、4.3.2項参照） 

（注）出力抑止の場合、出力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長は指定しないでください。 

出力抑止の場合、読み捨てを行なうこと以外の処理をしませんので、標準提供の「編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ」を

参照しません。 
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3.5. 数値変換機能  
数値文字列のみから成るﾌｨｰﾙﾄﾞﾃﾞｰﾀに対して、ｺｰﾄﾞ変換を行います。対象とするｺｰﾄﾞ体系は、次の通りで

す。 

・ ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側ｺｰﾄﾞ体系   → パック形式 または ゾーン形式 

・ ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側ｺｰﾄﾞ体系 → 数値文字 

 

 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

定義ﾌｧｲﾙ 

 ﾃﾞ 

| 

ﾀ 

移

行 

編集ｵﾌﾟｼｮﾝ 

ﾌｧｲﾙ 

入力 

ﾌｧｲﾙ 

出力 

ﾌｧｲﾙ 

メインフレーム／ 

サーバ間データ 

移行支援ＡＰＰ    

（Code Converter） 

(ﾌｨｰﾙﾄﾞの抽出～ 

変換を実行) 

参照 

参照 

Code Converter が行なう数値変換 

 １ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙから読込む。 

抽出 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ単位に処理 

抽出 

変換 変換 

出力 出力 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に出力ﾌｧｲﾙへ書く。 

      数値ﾌｨｰﾙﾄﾞ         数値ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・ +0000123.456  ・・・・・   +123.456   ・・・・・・・ 

    数値文字ﾌｨｰﾙﾄﾞ     数値文字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・  F1F2F3F4F5C6   ・・・・・  0123456C  ・・・・・・・ 

 

図 3.5.1 数値文字変換概要 

 

［説明］ 

１ﾚｺｰﾄﾞ単位に入力ﾌｧｲﾙからﾃﾞｰﾀを読込み、その中から変換対象となる数値文字ﾌｨｰﾙﾄﾞの部分を抽出し、指

定の数値文字変換を行います。変換は１ﾌｨｰﾙﾄﾞ毎に実施、結果は１ﾚｺｰﾄﾞ単位に編集し、出力ﾌｧｲﾙへ書き込み

ます。 

ﾚｺｰﾄﾞ内の数値文字ﾌｨｰﾙﾄﾞを抽出する位置や、出力するときのﾌｨｰﾙﾄﾞ長は、ﾕｰｻﾞ作成の「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」

中の指定値を参照することにより認識します。（詳細は、4.3.2項参照） 

また、数値文字変換方法の詳細（符号位置や小数点桁数等）の指定は、標準提供の「編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ」中

のﾃﾞﾌｫﾙﾄ指定ﾊﾟﾗﾒｰﾀにより制御しています。（詳細は、4.3.4項参照） 
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3.6. エラーログ出力機能 
本機能を使用するには、ｵﾌﾟｼｮﾝ製品のCode Converter-CODECHKが必要です。 

 

（１）未定義文字ｺｰﾄﾞﾛｸﾞ出力処理 

ｺｰﾄﾞ変換する処理ﾃﾞｰﾀに未定義文字ｺｰﾄﾞがあった場合、編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙに指定した未定義置換ｺｰﾄﾞに変換

する機能です。その時に未定義文字ｺｰﾄﾞの置換とともに未定義文字ｺｰﾄﾞがあるﾚｺｰﾄﾞ番号、ﾚｺｰﾄﾞ中のｵﾌｾｯﾄ及

び未定義文字ｺｰﾄﾞの内容をﾛｸﾞﾌｧｲﾙに出力します。 

本機能は、編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定に TRAN_CODECHKあるいはTRAN_CODE_UNDEFCHKが指定された

時に動作します。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ出力内容 

 *** CODE CONVERT LIST ***  DATE:日付け及び時刻 
M/F DATASET=ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾃﾞｰﾀｾｯﾄ名 
RECORD LENGTH=ﾚｺｰﾄﾞ長 
      REC#    OFFSET    TYPE       ERR-CODE 
xxxxxxxxxx△△xxxxxx△△1B-CODE△△0Xxx 
                        
xxxxxxxxxx△△xxxxxx△△2B-CODE△△0Xxxxx 
 
*** TOTAL RECORD       : xxxxxxxxxx 
*** ERROR RECORD COUNT : xxxxxxxxxx 
*** ERROR CODE COUNT   : xxxxxxxxxx 

＜説明＞ 
 ①：処理対象データセット名 
 ②：レコード長 
 ③：未定義コードを検出したレコード番号 
 ④：未定義コードのレコードの先頭からのオフセット。レコード先頭を０とした値。 
 ⑤：未定義コードが半角の場合『1B-CODE』、全角の場合『2B-CODE』を表示します。 
 ⑥：未定義コードを表示します。 
 ⑦：処理したレコード件数を表示します。 
 ⑧：未定義コードがあったレコード数を表示します。 
 ⑨：未定義コード件数を表示します。 

 

① 
② 

③ ④ ⑤ ⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

… 

 
 

◆動作条件 

下記条件を全て満たす場合に動作します。 

・編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定に TRAN_CODECHK あるいは TRAN_CODE_UNDEFCHK が指定されてい

る。 

・ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙに漢字変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ（ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性が「KANJI」）が指定されている。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名 

ﾛ ｸ ﾞ ﾌ ｧ ｲ ﾙ 名は、環境変数『 CODE_CONV_ERR』で指定します。省略時は、 UNIX の場合

「/tmp/code_conv_err」、Windowsの場合ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの「code_conv_err」を仮定します。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ容量 

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ容量は１ＭＢ以内です。 
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（２）SO/SI ﾍﾟｱﾁｪｯｸﾛｸﾞ出力処理 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ環境からｵｰﾌﾟﾝ環境へ文字ｺｰﾄﾞ変換(mto)する場合、SO/SI のﾍﾟｱﾁｪｯｸを行ないﾍﾟｱになっていなけれ

ば、ﾛｸﾞﾌｧｲﾙにSO/SI ﾛｸﾞ情報を出力する機能です。 

本機能は、編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定に TRAN_SOSI_PAIRCHKが指定された時に動作します。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ出力内容 

 *** CODE CONVERT LIST ***  DATE:日付け及び時刻 

M/F DATASET=ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾃﾞｰﾀｾｯﾄ名 

RECORD LENGTH=ﾚｺｰﾄﾞ長 

REC# : xxxxxxxxxx SO/SI pair unmatch 

 

 

*** TOTAL RECORD       : xxxxxxxxxx 

*** ERROR RECORD COUNT : xxxxxxxxxx 

*** ERROR CODE COUNT   : xxxxxxxxxx 

＜説明＞ 

 ①：処理対象データセット名 

 ②：レコード長 

 ③：SOSI ﾍﾟｱ不一致を検出したレコード番号 

 ④：処理したレコード件数を表示します。 

 ⑤：SOSI ﾍﾟｱ不一致があったレコード数を表示します。 

 ⑥：SOSI ﾍﾟｱ不一致件数を表示します。 

 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

…
… 

① 

 
 

 

◆動作条件 

下記条件を全て満たす場合に動作します。 

・mto変換である。 

・編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定にTRAN_SOSI_PAIRCHKが指定されている。 

・ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙに漢字変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ（ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性が「KANJI」）が指定されている。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名 

ﾛ ｸ ﾞ ﾌ ｧ ｲ ﾙ 名は、環境変数『 CODE_CONV_ERR』で指定します。省略時は、 UNIX の場合

「/tmp/code_conv_err」、Windowsの場合ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの「code_conv_err」を仮定します。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ容量 

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ容量は１ＭＢ以内です。 
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（３）ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ切り捨てﾛｸﾞ出力処理 

ｵｰﾌﾟﾝ環境からﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ環境へ文字ｺｰﾄﾞ変換(otm)する場合、ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀの切り捨てﾁｪｯｸを行ないﾃﾞｰﾀの切り

捨てが発生していれば､ﾛｸﾞﾌｧｲﾙにﾃﾞｰﾀ切り捨てﾛｸﾞ情報を出力する機能です。 

本機能は、編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定に TRAN_DATA_SIZECHKが指定された時に動作します。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ出力内容 

*** KANJI CODE CONVERT LIST ***  DATE:日付け及び時刻 
M/F DATASET=ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾃﾞｰﾀｾｯﾄ名① 
RECORD LENGTH=ﾚｺｰﾄﾞ長② 
*** TOTAL RECORD       : xxxxxxxxxx 
*** ERROR RECORD COUNT : xxxxxxxxxx 
*** ERROR CODE COUNT   : xxxxxxxxxx 
REC# : xxxxxxxxxx  Data was omitted.(IN_field_size:xxxxxxByte,Omission_size:xxxxxxByte) 
 
＜説明＞ 
 ①：処理対象データセット名 
 ②：レコード長 
 ③：データ切捨てを検出したレコード番号 
 ④：処理したレコード件数を表示する。 
 ⑤：データ切捨てがあったレコード件数を表示する。 
 ⑥：データ切捨て件数を表示する。 
 
（注）⑤,⑥の件数には、未定義コードチェック（TRAN_CODE_UNDEFCHK）機能を同時に指定した 
  場合は、その件数も含まれます。 
 

 

◆動作条件 

下記条件を全て満たす場合に動作する。 

・otm変換である。 

・編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定にTRAN_DATA_SIZECHKが指定されている。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名 

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ名は、環境変数『CODE_CONV_ERR』で指定する。省略時は、UNIX の場合「/tmp/code_conv_err」、

Windowsの場合ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの「code_conv_err」を仮定する。 

 

◆ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ容量 

ﾛｸﾞﾌｧｲﾙ容量は１ＭＢ以内とする。 

 

④ 
⑤ 
⑥ 
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3.7. コード変換に関わる編集諸機能 
（１）未定義文字コード処理（半角） 

 未定義文字 

変換 

未定義文字置換 

未定義置換ｺｰﾄﾞ(半角) 

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄはｽﾍﾟｰｽ) 

英数文字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・ ア イ １ ?? Ａ Ｂ ・・・・・・・・・・・・・ 

・・・ ア イ １ (SP) Ａ Ｂ ・・・・・・・・・・・・・ 

 

図 3.7.1 未定義文字コード処理（半角）概要 

［説明］ 

英数文字変換の途中で現れた未定義文字(有効な変換先文字が定義されていない文字)は、未定義置換ｺｰﾄﾞ

(半角ｽﾍﾟｰｽ)で置換します。 

編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定で TRAN_MINIMUM を指定した場合、半角ｶﾀｶﾅｺｰﾄﾞ(EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 3)は未定

義置換ｺｰﾄﾞに置換されますのでご注意ください。 

 

（２）未定義文字コード処理（全角） 

 未定義文字 

変換 

未定義文字置換 

未定義置換ｺｰﾄﾞ(全角) 

(ﾃﾞﾌｫﾙﾄはｽﾍﾟｰｽ) 

漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・ 伊 呂 波 ?? 保 戸 ・・・・・・・・・・・・・ 

・・・ 伊 呂 波 (SP) 保 戸 ・・・・・・・・・・・・・ 

 

図 3.7.2 未定義文字コード処理（全角）概要 

［説明］ 

漢字変換の途中で現れた未定義文字（有効な変換先文字が定義されていない文字）は、未定義置換ｺｰﾄﾞ(全

角ｽﾍﾟｰｽ)で置換します。 

編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙのｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定でTRAN_MINIMUMを指定した場合、変換後ｺｰﾄﾞのEUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 3は未定義

置換ｺｰﾄﾞに置換されますのでご注意ください。 

なお、半角文字が混在する場合は、場所に応じて未定義置換ｺｰﾄﾞ(半角ｽﾍﾟｰｽ／全角ｽﾍﾟｰｽ)を使い分けます。 
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（３）シフトコード削除処理（全半角混在時） 

 

変換 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ末尾ｽﾍﾟｰｽ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ 

全半角混在ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

  ↓               ↓ 

 削除             削除 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ末尾ｽﾍﾟｰｽ 

呂 波 Ａ Ｂ (SP) (SP) 伊 イ ア (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) 

伊 呂 波 (S) Ａ Ｂ (S) イ ア (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ 

 

図 3.7.3 シフトコード削除処理（全半角混在時）概要 

［説明］ 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞのあるｺｰﾄﾞ体系からｼﾌﾄｺｰﾄﾞのないｺｰﾄﾞ体系へ漢字変換(全半角混在)する際に現れたｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(全角/

半角文字の境界を示す特殊ｺｰﾄﾞ)は削除し、前詰めで出力します。出力先の余ったｴﾘｱにはﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ(全

角/半角ｽﾍﾟｰｽ)を充填します。 

 

 

（４）シフトコード挿入処理（全半角混在時） 

 

 挿入             挿入 

  ↓               ↓ 

変換 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ ﾌｨｰﾙﾄﾞ末尾ｽﾍﾟｰｽ 

全半角混在ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ末尾ｽﾍﾟｰｽ 

呂 波 Ａ Ｂ (SP) (SP) 伊 イ ア (SP) (SP) (SP) 

伊 呂 波 (S) Ａ Ｂ (S) イ ア (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) 

 

図 3.7.4 シフトコード挿入処理（全半角混在時）概要 

 

［説明］ 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞのないｺｰﾄﾞ体系からｼﾌﾄｺｰﾄﾞのあるｺｰﾄﾞ体系へ漢字変換(全半角混在)する際には、必要に応じてｼﾌﾄ

ｺｰﾄﾞ(全角/半角文字の境界を示す特殊ｺｰﾄﾞ)を間に挿入しながら出力することができます。それでも出力先に

ｴﾘｱが余った場合には、ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ(全角/半角ｽﾍﾟｰｽ)を充填します。間にｼﾌﾄｺｰﾄﾞを挿入した結果、出力

先ｴﾘｱが不足した場合には、入力ﾃﾞｰﾀの末尾が切り捨てられますので、ご注意ください。 
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（５）シフトコード挿入抑止処理（全半角混在時） 

 

変換 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞを挿入しない ﾌｨｰﾙﾄﾞ末尾ｽﾍﾟｰｽ 

全半角混在ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ末尾ｽﾍﾟｰｽ 

呂 波 Ａ Ｂ (SP) (SP) 伊 イ ア (SP) (SP) (SP) 

呂 波 Ａ Ｂ (SP) (SP) 伊 イ ア (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) 

 

図 3.7.5 シフトコード挿入抑止処理（全半角混在時）概要 

［説明］ 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞのないｺｰﾄﾞ体系からｼﾌﾄｺｰﾄﾞのあるｺｰﾄﾞ体系へ漢字変換(全半角混在)する際でも、ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(全角/半

角文字の境界を示す特殊ｺｰﾄﾞ)を間に挿入せずに出力することが選択できます。 

（本指定は特殊処理にあたるため、「編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ」のｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定に”TRAN_SHIFT_NO”を追加指定す

る必要があります。通常は、ｼﾌﾄｺｰﾄﾞを間に挿入して運用ください。） 

 

 

（６）出力先フィールドの方が短い場合の処理 

 

変換 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ末尾ｽﾍﾟｰｽ 

全半角混在ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

        ↓ 

  切り捨てられる 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ末尾ｽﾍﾟｰｽ 

呂 波 Ａ Ｂ (SP) (SP) 伊 イ ア (SP)

) 

(SP)

) 

(SP)

) 

呂 波 Ａ Ｂ (SP) (SP) 伊 イ ア (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) 

 

図 3.7.6 出力先フィールドの方が短い場合の処理概要 

［説明］ 

「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」で出力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長を短く指定した場合や、間にｼﾌﾄｺｰﾄﾞを挿入した結果、出力先ｴﾘｱが不

足するようになった場合には、入力ﾃﾞｰﾀの末尾が切り捨てられますので、ご注意ください。 
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3.8. ＥＵＣコード変換処理 
本機能を使用するには、ｵﾌﾟｼｮﾝ製品のCode Converter-EUCが必要です。 

 

ＥＵＣコード（JIS X0208-1990：注1）のコード体系を図 3.8.1に示します。 

 

第１バイト 第２バイト 

 X’A1’--------------------------X’FE’ 

X’A1’ 

 

JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 

X’AF’ 

 

JIS X0208-1990  第１水準（漢字） 

X’D0’ 

 

JIS X0208-1990  第 2水準（漢字） 

X’F5’ 

X’FE’ 

ユーザ定義文字 

 EUCコードセット１ 

第１バイト 第２バイト 第３バイト 

X’8F’ 
 X’A1’--------------------------X’FE’ 

X’A1’  

| ユーザ定義文字 

|  

|  

|  

X’FE’  

 EUCコードセット３ 
 

図 3.8.1 ＥＵＣコード体系 

 

注 1：ＥＵＣコードは、様々なＵＮＩＸワークステーションに搭載されていますが、メーカや装置により対

応している規格年度の違いや、メーカーが独自に搭載した文字があり必ずしも統一されていません。 

 

Solaris2.6の日本語ＥＵＣコードの定義を表 3.8.1に示します。 

 

表 3.8.1 日本語ＥＵＣコードの定義 

文字セット ｺｰﾄﾞｾｯﾄ EUCコード表現 文字コード長 

JIS X 0201ローマ字 ０ (0xxxxxxx)２ １バイト 

JIS X 0208-1990漢字/外字 １ (1xxxxxxx 1xxxxxxx)２ ２バイト 

JIS X 0201片仮名 ２ (SS2 1xxxxxxx)２ ２バイト 

JIS X 0212-1990補助漢字/外字 ３ (SS3 1xxxxxxx 1xxxxxxx)２ ３バイト 

ＳＳ２：シングルシフト２=(10001110)２=(8E)１６ 

ＳＳ３：シングルシフト３=(10001111)２=(8F)１６ 

 

Solaris2.6の日本語ＥＵＣコードには、JIS X 0201ローマ字、JIS X 0201片仮名、JIS X 0208-1990 

漢字、JIS X 0212補助漢字が搭載されており、それぞれコードセット０～３と呼んでいます。 

コードセット０～３の文字コード長はそれぞれ異なります。 
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（１）ＥＵＣコード変換処理（半角） 

 

 

変換 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ（ＳＳ2） 

英数文字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

・・・ ｱ A 1 ｲ B C ・・・・・・・・・・・・・ 

・・・ (S) ｱ A 1 (S) ｲ ・・・・・・・・ B C 

 

図 3.8.2 ＥＵＣコード変換処理（半角）概要 

［説明］ 

IBMﾒｲﾝﾌﾚｰﾑｺｰﾄﾞからEUCｺｰﾄﾞへの変換時、英数文字ﾌｨｰﾙﾄﾞに半角ｶﾀｶﾅｺｰﾄﾞ(EUCｺｰﾄﾞｾｯﾄ1)が存在する場合、

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(SS2)を付加して出力します。ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(SS2)を付加した結果、出力先ｴﾘｱが不足した場合には、入力ﾃﾞ

ｰﾀの末尾が切り捨てられますので、ご注意ください。 

逆に、EUC ｺｰﾄﾞから IBM ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑｺｰﾄﾞへの変換時、ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(SS2)を削除して前詰めで出力します。出力先の

余ったｴﾘｱにはﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ(半角ｽﾍﾟｰｽ)を充填します。 

 

（２）ＥＵＣコード変換処理（全角） 

 

 

変換 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ 

       漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ         

・・・ 伊 呂 波 (S) ｃ 保 ・・・・・・・・・・・ 戸 

・・・ 伊 呂 波 ｃ 保 戸 ・・・・・・・・・・・・・ 

 

図 3.8.3 ＥＵＣコード変換処理（全角）概要 

［説明］ 

IBM ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑｺｰﾄﾞから EUC ｺｰﾄﾞへの変換時、漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞに EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 3が存在する場合、ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(SS3)を付

加して出力します。ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(SS3)を付加した結果、出力先ｴﾘｱが不足した場合には、入力ﾃﾞｰﾀの末尾が切り捨

てられますので、ご注意ください。 

逆に、EUC ｺｰﾄﾞから IBM ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑｺｰﾄﾞへの変換時、ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(SS3)を削除して前詰めで出力します。出力先の

余ったｴﾘｱにはﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ(全角ｽﾍﾟｰｽ)を充填します。 
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3.9. Unicodeコード変換処理 
本機能を使用するには、ｵﾌﾟｼｮﾝ製品のCode Converter-UNICODEが必要です。 

 

国際標準化機構(ISO)は、世界中の主要な文字を一括して扱う多重言語文字ｾｯﾄ規格 UCS (Universal 

multi-octet coded Character Set)を1993年に制定しました。これがISO10646と呼ばれるもので、4 ﾊﾞｲﾄ

による方式と2 ﾊﾞｲﾄによる方式の2通りがあります。 

Unicodeは、ISO10646である UCSのｻﾌﾞｾｯﾄで、UCSの群番号、面番号が 0の面、すなわち上位 2 ﾊﾞｲﾄが 0

である文字からなる面は、Basic  Multilingual  Plane(BMP)と呼ばれ、UCSのうちBMPだけを使用するの

であれば、1文字を2 ﾊﾞｲﾄで表現することができ、このようなｻﾌﾞｾｯﾄがUnicodeです。 

コード変換テーブルとして標準提供するUnicodeは、UCS-2（２バイト方式Unicode、Windows Unicode）

を対象としています。 

サポートするJIS規格年度は、JIS X 0208-1990です。図 3.9.1にUnicodeの位置付けを示します。 

 

  

 

 

Unicode 

列 

行 

群、面 

最初の 1 面

が Unicode 

 

図 3.9.1 Unicodeの位置付け 

 

 

漢字は、この中に中国語、日本語、韓国語を合わせて配置しています。このため、JIS コードとの規則的な

変換ルールはありません。 
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（１）Ｕｎｉｃｏｄｅ変換処理（半角） 

 

 英数字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 ｱ A 1 ｲ B C ････････････････ 

  

 

 

 

 

 

       

0xFFFE ｱ A 1 ｲ B C ････････････ 

 

変換 

先頭ﾚｺｰﾄﾞのみ BOM(Byte 

Order Mark)が追加されて

出力される 
 

図 3.9.2 Unicodeコード変換処理（半角）概要 

 

［説明］ 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑｺｰﾄﾞからUnicodeへの変換時、先頭ﾚｺｰﾄﾞのみにBOM(Byte Order Mark)の0xFFFEが追加されて出力

されます。出力先ｴﾘｱが不足した場合には、入力ﾃﾞｰﾀの末尾が切り捨てられますので、ご注意ください。 

逆に、Unicodeからﾒｲﾝﾌﾚｰﾑｺｰﾄﾞへの変換時、BOMを削除して前詰めで出力します。出力先の余ったｴﾘｱにはﾌ

ｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ(半角ｽﾍﾟｰｽ)を充填します。 

 

（２）Ｕｎｉｃｏｄｅコード変換処理（全角） 

 

 漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

 伊 呂 波 c 保 戸 ････････････････ 

  

 

 

 

 

 

       

0xFFFE 伊 呂 波 c 保 戸 ････････････ 

 

変換 

先頭ﾚｺｰﾄﾞのみ BOM(Byte 

Order Mark)が追加されて

出力される 

 

図 3.9.3 Unicodeコード変換処理（全角）概要 

 

［説明］ 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑｺｰﾄﾞからUnicodeへの変換時、先頭ﾚｺｰﾄﾞのみにBOM(Byte Order Mark)の0xFFFEが追加されて出力

されます。出力先ｴﾘｱが不足した場合には、入力ﾃﾞｰﾀの末尾が切り捨てられますので、ご注意ください。 

逆に、Unicodeからﾒｲﾝﾌﾚｰﾑｺｰﾄﾞへの変換時、BOMを削除して前詰めで出力します。出力先の余ったｴﾘｱにはﾌ

ｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ(全角ｽﾍﾟｰｽ)を充填します。 
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4. Code Converterの使い方 
4.1. 提供媒体およびインストール方法概説 

Code Converter をお使い頂くためには、まずﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨを先にｲﾝｽﾄｰﾙしておき、その後で Code 

Converter及びCode Converter ｵﾌﾟｼｮﾝ製品を追加ｲﾝｽﾄｰﾙして頂くという手順が必要です。 

 

 

ｵｰﾌﾟﾝ環境 

作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 

Code Converter 

のインストール 

ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨ (ＦＣＵ) 

のインストール 

ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨを使う 

(4.1.1 項参照) 

(4.1.2 項参照) 

(4.2 節参照)  

(ＣＤ) 

Code Converter 

ｵﾌﾟｼｮﾝ製品のインストール 

(4.1.3～4.1.6項参照) 

CD 

(ＣＤまたはＤＡＴ) 

 

 

 

ＤＡＴ 

 

CD 

ﾗｲｾﾝｽｷｰの設定 

 

図 4.1.1 インストール方法概説 

 



4. Code Converter の使い方 

 23 

4.1.1. ＦＣＵのインストール及びアンインストール方法 
FCUのｲﾝｽﾄｰﾙ及びｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ方法については、｢Cross-OS File Exchange Function ﾕｰｻﾞｰｽﾞｶﾞｲﾄﾞ｣ を参照して

ください。 

 

4.1.2. Code Converterのインストール/アンインストール 
(1) UNIX系の場合 

 

[インストール方法] 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② Code ConverterのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてﾏｳﾝﾄしてください。 

③ ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘをｲﾝｽﾄｰﾙ先の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに移動し、次の tar ｺﾏﾝﾄﾞを使って提供媒体に入っている全ての

ﾌｧｲﾙを、提供媒体から作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへ複写してください。 

4.1.6項(2)で示したCode Converter用のﾌｧｲﾙが、ｵｰﾌﾟﾝ環境の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへ格納されます。 

 

 
#tar xvf xxxxxx/libuoc.tar … こうｷｰｲﾝしてください。 

CD のﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名：表 4.1.1に示す CD のﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名を指定してください。 

表 4.1.1 CDのﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名 

項番 ＯＳ 媒体 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名 

１ AIX 5.2以降 ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/MAIN/AIX/ 

２ Red Hat Linux AS3.0以降 

SuSE Linux ES9以降 

ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/MAIN/LINUX/ 

３ RHEL (IA-64) 

・AS3.0以降 

・AS4.0(Update5)以降 

・AS5.1以降 

SuSE Linux (IA-64) 

 ・SLES9以降 

ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/MAIN64/LINUX/ 

４ AIX 5.2以降(64Bit) ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/MAIN64/AIX/ 

 対応OSの詳細については、弊社へ個別にご相談ください。 

 

注：CDのﾏｳﾝﾄの仕方によりﾌｧｲﾙ名/ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名の大文字/小文字の見え方が異なり、またﾌｧｲﾙ名に ';1' 等が付加

される場合（この場合は、ﾌｧｲﾙ名をｼﾝｸﾞﾙｺｰﾃｲｼｮﾝ（' '）で囲む必要あり）があります。必ず、ls ｺﾏﾝﾄﾞにて確

認してください。 

④ Code ConverterのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞから取り出してください。 

⑤ /user/libにあるlibuoc.*を別名で保存してください。 

（注：拡張子は表 4.1.4を見て、機種により変えてください。） 

⑥ 共有ﾗｲﾌﾞﾗﾘの移動。 ( /usr/lib/ に置く。これを行わないとfcuが動きません。) 

 # mv -f libuoc.* /usr/lib … こうｷｰｲﾝしてください。 

(注：拡張子は表 4.1.5 を見て､機種により変えてください｡) 
 

RHEL(IA-64)対応の64ビットライブラリを使用する場合は、以下のコマンドを実行してください。 

 # mv -f libuoc64.so.1 /usr/lib/ 

 

… こうｷｰｲﾝしてください。 

  
⑦ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙの移動。( /usr/lib/ に置く。 これを行わないとfcuが動きません。) 

 
# mv -f libuoc.ver /usr/lib … こうｷｰｲﾝしてください。 

 
⑧ ﾗｲｾﾝｽｷｰ入力ﾌｧｲﾙの移動。（/user/bin/に置く。） 
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# mv -f ppkeyset /usr/bin … こうｷｰｲﾝしてください。 

 
 64ビットライブラリを使用の場合は、以下のコマンドを実行してください。 

 
# mv -f ppkeyset64 /usr/bin … こうｷｰｲﾝしてください。 

 
⑨ 一度ﾛｸﾞｱｳﾄし、ﾛｸﾞｲﾝし直してください。 

⑩ 以上でCode Converterのｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 

 

[アンインストール方法] 

Code Converter製品のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは、FAL/FCU製品をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする前に実施します。 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② 4.1.6項(2)の内容で記載されているﾌｧｲﾙを全て手動で削除してください。 

特に/usr/lib ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに入れたlibuocの実行ﾌｧｲﾙとﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙは、必ず削除してください。 

以下にその例を示します。 

 # cd  /usr/lib 

# rm  libuoc.*  libuoc.ver 注）拡張子は表4.1.4を見て機種により変えてください。 
 

③ ｲﾝｽﾄｰﾙ手順⑤で保存したﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名を、元のlibuoc.*に戻してください。 

（これを行わないとfcuが動きません。拡張子は表 4.1.4を見て機種により変えてください。） 

 

[バージョンアップ／ダウン方法] 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② Code Converter提供の関連ﾌｧｲﾙをﾕｰｻﾞが変更したﾌｧｲﾙがあれば退避します。 

・ 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ（EditOpFile） 

③ Code Converterをｲﾝｽﾄｰﾙします。 

④ ②で退避した関連ﾌｧｲﾙを回復します。 

⑤ ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを再入力します。 

⑥ 一度ﾛｸﾞｱｳﾄし、ﾛｸﾞｲﾝし直してください。 

⑦ 以上でCode Converterのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝは完了です。 
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(2)Windows系の場合 

 

[インストール方法] 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② Code ConverterのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてください。 

③ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗｰ等でCode ConverterのCD中下記ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内の ”setup.exe” をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすると、ｾｯﾄｱｯﾌﾟが始

まります。 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ：（CD ﾄﾞﾗｲﾌﾞ）\PROGRAM\CONVERT\MAIN\WIN\DISK1 

画面の案内に従って、ﾕｰｻﾞｰの情報／ｲﾝｽﾄｰﾙ先／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｫﾙﾀﾞ 等を指定・選択する操作を行なってくだ

さい。ｲﾝｽﾄｰﾙ先は、FCUと同じﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを指定してください。 

④ 最後に「InstallShield ｳｨｻﾞｰﾄﾞの完了」画面が表示されたら、「完了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてCode Converter

のｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 

 

[アンインストール方法] 

Code Converter製品のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは、FAL/FCU製品をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする前に実施します。 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② 「スタート」をクリックし、「設定」→「コントロールパネル」をｸﾘｯｸしてください。 

③ 「アプリケーションの追加と削除」をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、「プログラムの変更と削除」のｿﾌﾄｳｪｱ一覧より

「Code Converter」をｸﾘｯｸし、「変更/削除」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙが開始します。 

以降は画面の案内に従って、操作してください。 

④ 最後に「メンテナンスの完了」画面が表示されたら、「完了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして Code Converterのｱﾝｲﾝｽ

ﾄｰﾙは完了です。 

 

[バージョンアップ／ダウン方法] 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② Code Converter提供の関連ﾌｧｲﾙをﾕｰｻﾞが変更したﾌｧｲﾙがあれば退避します。 

・ 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ（EditOpFile） 

③ Code Converterを提供媒体からｲﾝｽﾄｰﾙします。 

④ ②で退避した関連ﾌｧｲﾙを回復します。 

⑤ ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを再入力します。 

⑥ 以上でCode Converterのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝは完了です。 

 

4.1.3. Code Converter-EUCのインストール/アンインストール 

(1)UNIX系の場合 

 

[インストール方法] 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② Code Converter-EUCのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてﾏｳﾝﾄしてください。 

③ 次に、ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘをｲﾝｽﾄｰﾙ先の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに移動し、次の tar ｺﾏﾝﾄﾞを使って提供媒体に入っている

全てのﾌｧｲﾙを、提供媒体から作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへ複写してください。 

すると、4.1.6項(3)で示したCode Converter-EUCのﾌｧｲﾙが、ｵｰﾌﾟﾝ環境の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへ格納されます。 

 #tar xvf xxxxxx/uoceuc.tar … こうｷｰｲﾝしてください。 

CD のﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名：表 4.1.2 に示す CD のﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名を指定してください。 
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表 4.1.2 CDのﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名 

項番 ＯＳ 媒体 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名 

１ AIX 5.2以降 ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/EUC/AIX/ 

２ Red Hat Linux 7.2以降 

SuSE Linux ES9以降 

ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/EUC/LINUX/ 

３ RHEL (IA-64) 

・AS3.0以降 

・AS4.0(Update5)以降 

・AS5.1以降 

SuSE Linux (IA-64) 

 ・SLES9以降 

ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/EUC64/LINUX/ 

４ AIX 5.2以降(64Bit) ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/EUC64/AIX/ 

 対応OSの詳細については、弊社へ個別にご相談ください。 

 

注：CDのﾏｳﾝﾄの仕方によりﾌｧｲﾙ名/ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名の大文字/小文字の見え方が異なり、またﾌｧｲﾙ名に ';1' 等が付加

される場合（この場合は、ﾌｧｲﾙ名をｼﾝｸﾞﾙｺｰﾃｲｼｮﾝ（' '）で囲む必要あり）があります。必ず、ls ｺﾏﾝﾄﾞにて確

認してください。 

 

④ Code Converter-EUCのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞから取り出してください。 

⑤ 一度ﾛｸﾞｱｳﾄし、ﾛｸﾞｲﾝし直してください。 

⑥ 以上でCode Converter-EUCのｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 

 

[アンインストール方法] 

Code Converter製品のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは、FAL/FCU製品をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする前に実施します。 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② 4.1.6項(3)の内容で記載されているﾌｧｲﾙを全て手動で削除してください。 

 

[バージョンアップ／ダウン方法] 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② Code Converter-EUC提供の関連ﾌｧｲﾙをﾕｰｻﾞが変更したﾌｧｲﾙがあれば退避します。 

・ 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ（EditOpEUC） 

③ Code Converter-EUCをｲﾝｽﾄｰﾙします。 

④ ②で退避した関連ﾌｧｲﾙを回復します。 

⑤ 一度ﾛｸﾞｱｳﾄし、ﾛｸﾞｲﾝし直してください。 

⑥ 以上でCode Converter-EUCのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝは完了です。 

 

(2)Windows系の場合 

 

[インストール方法] 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② Code Converter-EUCのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてください。 

③ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗｰ等でCode Converter-EUCのCD中下記ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの ”setup.exe” をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすると、ｾｯﾄｱｯﾌﾟが

始まります。 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ:（CDドライブ）\PROGRAM\CONVERT\EUC\WIN\DISK1 

画面の案内に従って、ﾕｰｻﾞｰの情報／ｲﾝｽﾄｰﾙ先／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｫﾙﾀﾞ 等を指定・選択する操作を行なってくだ

さい。ｲﾝｽﾄｰﾙ先は、Code Converterと同じﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを指定してください。 

④ 最後に「InstallShield ｳｨｻﾞｰﾄﾞの完了」画面が表示されたら、「完了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして Code 

Converter-EUCのｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 
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[アンインストール方法] 

Code Converter製品のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは、FAL/FCU製品をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする前に実施します。 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② 「スタート」をクリックし、「設定」→「コントロールパネル」をｸﾘｯｸしてください。 

③ 「アプリケーションの追加と削除」をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、「プログラムの変更と削除」のｿﾌﾄｳｪｱ一覧より

「Code Converter-EUC」をｸﾘｯｸし、「変更/削除」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙが開始します。 

以降は画面の案内に従って、操作してください。 

④ 最後に「メンテナンスの完了」画面が表示されたら、「完了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして Code Converter-EUCのｱ

ﾝｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 

 

[バージョンアップ／ダウン方法] 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② Code Converter-EUC提供の関連ﾌｧｲﾙをﾕｰｻﾞが変更したﾌｧｲﾙがあれば退避します。 

・ 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ（EditOpEUC） 

③ Code Converter-EUCを提供媒体からｲﾝｽﾄｰﾙします。 

④ ②で退避した関連ﾌｧｲﾙを回復します。 

⑤ 以上でCode Converter-EUCのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝは完了です。 

 

4.1.4. Code Converter-CODECHKのインストール/アンインストール 

(1)UNIX系の場合 

 

[インストール方法] 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② Code Converter-CODECHKのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてﾏｳﾝﾄしてください。 

③ 次に、ｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘをｲﾝｽﾄｰﾙ先の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに移動し、次の tar ｺﾏﾝﾄﾞを使って提供媒体に入っている

全てのﾌｧｲﾙを、提供媒体から作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへ複写してください。 

すると、4.1.6 項(4)で示した Code Converter-CODECHK のﾌｧｲﾙが、ｵｰﾌﾟﾝ環境の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘへ格納され

ます。 

 #tar xvf xxxxxx/uocchk.tar … こうｷｰｲﾝしてください。 

CD のﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名：表 4.1.3 に示す CD のﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名を指定してください。 
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表 4.1.3 CDのﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名 

項番 ＯＳ 媒体 ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧｲﾙ名 

１ AIX 5.2以降 ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/CODECHK/AIX/ 

２ Red Hat Linux 7.2以降 

SuSE Linux ES9以降 

ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/CODECHK/LINUX/ 

３ RHEL (IA-64) 

・AS3.0以降 

・AS4.0(Update5)以降 

・AS5.1以降 

SuSE Linux (IA-64) 

 ・SLES9以降 

ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/CODECHK64/LINUX/ 

４ AIX 5.2以降(64Bit) ＣＤ (ﾏｳﾝﾄﾎﾟｲﾝﾄ)/PROGRAM/CONVERT/CODECHK64/AIX/ 

 対応OSの詳細については、弊社へ個別にご相談ください。 

 

注：CDのﾏｳﾝﾄの仕方によりﾌｧｲﾙ名/ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名の大文字/小文字の見え方が異なり、またﾌｧｲﾙ名に ';1' 等

が付加される場合（この場合は、ﾌｧｲﾙ名をｼﾝｸﾞﾙｺｰﾃｲｼｮﾝ（' '）で囲む必要あり）があります。必ず、ls

ｺﾏﾝﾄﾞにて確認してください。 

 

④ Code Converter-CODECHKのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞから取り出してください。 

⑤ ｵﾌﾟｼｮﾝ機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄの移動（/usr/lib に置きます。これを行わないと CODECHK ｵﾌﾟｼｮﾝ機能が動きませ

ん）。 

 #mv -f libuoc.sb1 /usr/lib … こうｷｰｲﾝしてください。 

 
⑥ 一度ﾛｸﾞｱｳﾄし、ﾛｸﾞｲﾝし直してください。 

⑦ 以上でCode Converter-CODECHKのｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 

 

[アンインストール方法] 

Code Converter製品のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは、FAL/FCU製品をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする前に実施します。 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② 4.1.6項(4)の内容で記載されているﾌｧｲﾙを全て手動で削除してください。 

 

[バージョンアップ／ダウン方法] 

① ｵｰﾌﾟﾝ環境の端末(UNIX ｻｰﾊﾞ)にrootでﾛｸﾞｲﾝしてください。 

② Code Converter-CODECHKをｲﾝｽﾄｰﾙします。 

③ 一度ﾛｸﾞｱｳﾄし、ﾛｸﾞｲﾝし直してください。 

④ 以上でCode Converter-CODECHKのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝは完了です。 

 

(2)Windows系の場合 

 

[インストール方法] 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② Code Converter-CODECHKのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてください。 

③ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗｰ等でCode Converter-CODECHKのCD中下記ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの ”setup.exe” をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすると、ｾｯﾄｱｯ

ﾌﾟが始まります。 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ:（CDドライブ）\PROGRAM\CONVERT\CODECHK\WIN\DISK1 

画面の案内に従って、ﾕｰｻﾞｰの情報／ｲﾝｽﾄｰﾙ先／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｫﾙﾀﾞ 等を指定・選択する操作を行なってくだ

さい。ｲﾝｽﾄｰﾙ先は、Code Converterと同じﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを指定してください。 

④ 最後に「InstallShield ｳｨｻﾞｰﾄﾞの完了」画面が表示されたら、「完了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして Code 

Converter-CODECHKのｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 
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[アンインストール方法] 

Code Converter製品のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは、FAL/FCU製品をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする前に実施します。 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② 「スタート」をクリックし、「設定」→「コントロールパネル」をｸﾘｯｸしてください。 

③ 「アプリケーションの追加と削除」をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、「プログラムの変更と削除」のｿﾌﾄｳｪｱ一覧より

「Code Converter-CODECHK」をｸﾘｯｸし、「変更/削除」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙが開始します。 

以降は画面の案内に従って、操作してください。 

④ 最後に「メンテナンスの完了」画面が表示されたら、「完了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてCode Converter-CODECHK

のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 

 

[バージョンアップ／ダウン方法] 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② Code Converter-CODECHKを提供媒体からｲﾝｽﾄｰﾙします。 

③ 以上でCode Converter-CODECHKのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝは完了です。 

 

4.1.5. Code Converter-UNICODEのインストール/アンインストール 
(1)Windows系の場合 

 

[インストール方法] 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② 次に、Code Converter-UNICODEのCDをﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてください。 

③ ｴｸｽﾌﾟﾛｰﾗｰ等でCode Converter-UNICODEのCD中下記ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの ”setup.exe” をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸすると、ｾｯﾄｱｯ

ﾌﾟが始まります。 

ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ:（CDドライブ）\PROGRAM\CONVERT\UNICODE\WIN\DISK1 

画面の案内に従って、ﾕｰｻﾞｰの情報／ｲﾝｽﾄｰﾙ先／ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾌｫﾙﾀﾞ 等を指定・選択する操作を行なってくだ

さい。ｲﾝｽﾄｰﾙ先は、Code Converterと同じﾃﾞｨﾚｸﾄﾘを指定してください。 

④ 最後に「InstallShield ｳｨｻﾞｰﾄﾞの完了」画面が表示されたら、「完了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸして Code 

Converter-UNICODEのｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 

 

[アンインストール方法] 

Code Converter製品のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは、FAL/FCU製品をｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする前に実施します。 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② 「スタート」をクリックし、「設定」→「コントロールパネル」をｸﾘｯｸしてください。 

③ 「アプリケーションの追加と削除」をﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸし、「プログラムの変更と削除」のｿﾌﾄｳｪｱ一覧より

「Code Converter-UNICODE」をｸﾘｯｸし、「変更/削除」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸするとｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙが開始します。 

以降は画面の案内に従って、操作してください。 

④ 最後に「メンテナンスの完了」画面が表示されたら、「完了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてCode Converter-UNICODE

のｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙは完了です。 

 

[バージョンアップ／ダウン方法] 

① PCのWindowsを立ち上げて、administratorでﾛｸﾞｵﾝしてください。 

② Code Converter-UNICODE提供の関連ﾌｧｲﾙをﾕｰｻﾞが変更したﾌｧｲﾙがあれば退避します。 

・ 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ（EditOpUNI） 

③ Code Converter-UNICODEを提供媒体からｲﾝｽﾄｰﾙします。 

④ ②で退避した関連ﾌｧｲﾙを回復します。 

⑤ 以上でCode Converter-UNICODEのﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝは完了です。 
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4.1.6. 提供媒体 
[UNIX系の場合] 

（１）ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨ (FCU)の提供媒体 

ＦＣＵの提供媒体については、｢Cross-OS File Exchange Function ﾕｰｻﾞｰｽﾞｶﾞｲﾄﾞ｣ を参照してください。 

（２）Code Converterの提供媒体 

Code Converterは、CDにtar形式で次のﾌｧｲﾙ群を格納してご提供致します。 

［提供媒体の内容］ 

■３２ビット対応の提供媒体 

項番 ﾌｧｲﾙ名 内  容 ｲﾝｽﾄｰﾙ場所 

１ libuoc.* （注1） 

 

UOC漢字変換機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ 

（FAL/FCU提供ﾀﾞﾐｰｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと置換する） /usr/lib 

２ libuoc.ver(注6) ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ 

３ ppkeyset ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力する実行ﾌｧｲﾙ /usr/bin 

４ codetran.ini 漢字変換ﾙｰﾁﾝが使用するｉｎｉﾌｧｲﾙ 

FAL/FCU起動ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 

５ EBCASCII.tbl EBCDIC→ASCII変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

mto方向標準変換 

ﾃｰﾌﾞﾙ 

６ IBMSJIS.tbl IBM→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

７ JEFSJIS.tbl JEF→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

８ KS78SJIS.tbl KEIS78→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

９ KS90SJIS.tbl KEIS83/90→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

10 ASCIIEBC.tbl ASCII→EBCDIC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

otm方向標準変換 

ﾃｰﾌﾞﾙ 

11 SJISIBM.tbl ｼﾌﾄ JIS→IBM変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

12 SJISJEF.tbl ｼﾌﾄ JIS→JEF変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

13 SJISKS78.tbl ｼﾌﾄ JIS→KEIS78変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

14 SJISKS90.tbl ｼﾌﾄ JIS→KEIS83/90変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

15 EditOpFile 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ 

16 ccnv   (注2) ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞするccnv ｺﾏﾝﾄﾞの実行ﾌｧｲﾙ 

17 libuocccnv.ver ccnvのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ 

18 uoc.c (注3) 標準提供ｿｰｽ 

Code Converterを使わず

ﾕｰｻﾞ独自のUOC関数を作

成するためのﾌｧｲﾙ 

19 uocerror.h (注3) 標準提供ﾍｯﾀﾞｰﾌｧｲﾙ 

20 libuoc.mak (注3) 

 

ﾒｰｸﾌｧｲﾙ 

 

21 uoc.exp 

(注3)(注4） 

ﾓｼﾞｭｰﾙ定義ﾌｧｲﾙ 

（注1） 拡張子 ”.* ” は、使用するマシンによって表 4.1.4に示すように異なります。 

（注２） 項番17 のccnvは、EBCDIC/EBCDIKにあってJIS8にない文字や、外字を追加登録したい場合 

など、変換ﾃｰﾌﾞﾙのｶｽﾀﾏｲｽﾞが必要なときにご使用ください。 

（注３） 項番18～21の4つのﾌｧｲﾙは、Code Converterをご使用頂く際には、必要ありません。 

（注４） uoc.expはAIX版のみ提供されています。 

（注５） 対応OSの詳細については弊社へ個別にご相談ください。 

（注６） libuoc.verは、/usr/lib/に置いてください。 
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■６４ビット対応の提供媒体 

項番 ﾌｧｲﾙ名 内  容 ｲﾝｽﾄｰﾙ場所 

１ Libuoc64.* (注1) 

 

UOC漢字変換機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ 

（FAL/FCU提供ﾀﾞﾐｰｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと置換する） 
/usr/lib（注７） 

２ libuoc.ver (注6) ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ /usr/lib 

３ ppkeyset64 ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力する実行ﾌｧｲﾙ /usr/bin 

４ codetran.ini 漢字変換ﾙｰﾁﾝが使用するｉｎｉﾌｧｲﾙ 

FAL/FCU起動ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 

５ EBCASCII.tbl EBCDIC→ASCII変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

mto方向標準変換 

ﾃｰﾌﾞﾙ 

６ IBMSJIS.tbl IBM→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

７ JEFSJIS.tbl JEF→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

８ KS78SJIS.tbl KEIS78→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

９ KS90SJIS.tbl KEIS83/90→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

10 ASCIIEBC.tbl ASCII→EBCDIC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

otm方向標準変換 

ﾃｰﾌﾞﾙ 

11 SJISIBM.tbl ｼﾌﾄ JIS→IBM変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

12 SJISJEF.tbl ｼﾌﾄ JIS→JEF変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

13 SJISKS78.tbl ｼﾌﾄ JIS→KEIS78変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

14 SJISKS90.tbl ｼﾌﾄ JIS→KEIS83/90変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

15 EditOpFile 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ 

16 ccnv64  (注2) ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞするccnv ｺﾏﾝﾄﾞの実行ﾌｧｲﾙ 

17 libuocccnv.ver ccnv64のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ 

18 uoc.c (注3) 標準提供ｿｰｽ 

Code Converterを使わずﾕｰ

ｻﾞ独自のUOC関数を作成す

るためのﾌｧｲﾙ 

19 uocerror.h (注3) 標準提供ﾍｯﾀﾞｰﾌｧｲﾙ 

20 libuoc64.mak 

(注3) 

ﾒｰｸﾌｧｲﾙ 

 

21 uoc.exp 

(注3)(注4） 

ﾓｼﾞｭｰﾙ定義ﾌｧｲﾙ 

（注1） 拡張子 ”.* ” は、使用するマシンによって表 4.1.4に示すように異なります。 

（注２） 項番17 のccnv64は、EBCDIC/EBCDIKにあってJIS8にない文字や、外字を追加登録したい場合 

など、変換ﾃｰﾌﾞﾙのｶｽﾀﾏｲｽﾞが必要なときにご使用ください。 

（注３） 項番18～21の4つのﾌｧｲﾙは、Code Converterをご使用頂く際には、必要ありません。 

（注４） uoc.expはAIX版のみ提供されています。 

（注５） 対応OSの詳細については弊社へ個別にご相談ください。 

（注６） libuoc.verは、/usr/lib/に置いてください。 

（注７） 64 ﾋﾞｯﾄﾗｲﾌﾞﾗﾘのｲﾝｽﾄｰﾙ場所は、以下の通りです。 

    ・AIX    ：/usr/lib 

    ・Linux   ：/usr/lib 

    ・Linux(RHEL9)：/usr/lib64 

 



4. Code Converter の使い方 

 32 

表 4.1.4 使用するマシンによる拡張子の違い 

項番 区分 メーカ ＯＳ 拡張子 

１ UNIX IBM AIX 5.2以降 .a 

２ サーバ Red Hat Linux AS3.0以降 .so.1 

３  SuSE Linux ES9以降 .so.1 

 

（３）Code Converter-EUCの提供媒体 

Code Converter-EUCは、CDにtar形式で次のﾌｧｲﾙ群を格納してご提供致します。 

［提供媒体の内容］ 

項番 ﾌｧｲﾙ名 内  容 ｲﾝｽﾄｰﾙ場所 

１ IBMEUC.tbl IBM→EUC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

mto方向標準変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

FAL/FCU起動ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 

２ KS78EUC.tbl KEIS78→EUC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

３ KS90EUC.tbl KEIS83/90→EUC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

４ EUCIBM.tbl EUC→IBM変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

otm方向標準変換ﾃｰﾌﾞﾙ ５ EUCKS78.tbl EUC→KEIS78変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

６ EUCKS90.tbl EUC→KEIS83/90変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

７ EditOpEUC EUC用編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ 

８ libuoceuc.ver ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ 

 

 

（４）Code Converter-CODECHKの提供媒体 

Code Converter-CODECHKは、CDにtar形式で次のﾌｧｲﾙ群を格納してご提供致します。 

［提供媒体の内容］ 

項番 ﾌｧｲﾙ名 内  容 ｲﾝｽﾄｰﾙ場所 

１ libuoc.sb1 ｴﾗｰﾛｸﾞ出力機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ /usr/lib (ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ固定) 

２ libuocchk.ver ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ FAL/FCU起動ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 
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[Windows の場合] 

（１）ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨ (FCU)の提供媒体 

ＦＣＵの提供媒体については、｢Cross-OS File Exchange Function ﾕｰｻﾞｰｽﾞｶﾞｲﾄﾞ｣ を参照してください。 

（２）Code Converterの提供媒体 

Code Converterは、CDに Windows用のｲﾝｽﾄｰﾙ専用形式（Install Shield形式）で､次のﾌｧｲﾙ群を格納して

ご提供致します。 

［提供媒体の内容］ 

項番 ﾌｧｲﾙ名 内  容 ｲﾝｽﾄｰﾙ場所 

１ uoc.dll 
UOC漢字変換機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ 

（FAL/FCU提供ﾀﾞﾐｰｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄと置換する） 

FAL/FCU起動ﾌｫﾙﾀﾞｰ 

(C:\FCU) 

２ codetran.ini 漢字変換ﾙｰﾁﾝが使用するｉｎｉﾌｧｲﾙ 

３ EBCASCII.tbl EBCDIC→ASCII変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

mto 方向標準変換

ﾃｰﾌﾞﾙ 

４ IBMSJIS.tbl IBM→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

５ JEFSJIS.tbl JEF→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

６ KS78SJIS.tbl KEIS78→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

７ KS90SJIS.tbl KEIS83/90→ｼﾌﾄ JIS変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

８ ASCIIEBC.tbl ASCII→EBCDIC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

otm 方向標準変換

ﾃｰﾌﾞﾙ 

９ SJISIBM.tbl ｼﾌﾄ JIS→IBM変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

10 SJISJEF.tbl ｼﾌﾄ JIS→JEF変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

11 SJISKS78.tbl ｼﾌﾄ JIS→KEIS78変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

12 SJISKS90.tbl ｼﾌﾄ JIS→KEIS83/90変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

13 EditOpFile 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ 

14 ccnv.exe (注1) ｺｰﾄﾞ変換ﾌｧｲﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞするccnv ｺﾏﾝﾄﾞの実行ﾌｧｲﾙ 

15 ppkeyset.exe ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力する実行ﾌｧｲﾙ 

16 libuocccnv.ver ccnv.exeのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ 

17 libuoc.ver (注3) ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ  
  

Windows ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 

（通常C:\WINDOWS） 

18 uoc.c (注2) 標準提供ｿｰｽ 

Code Converterを使わず

ﾕｰｻﾞ独自の UOC 関数を作

成するためのﾌｧｲﾙ 

FAL/FCU ﾌｫﾙﾀﾞｰ\UOC ﾌｫﾙﾀﾞ

ｰ 

(C:\FCU\UOC) 

19 uocerror.h (注2) 標準提供ﾍｯﾀﾞｰﾌｧｲﾙ 

20 Uoc.mak (注2) ﾒｰｸﾌｧｲﾙ 

21 Uoc.dsp (注2) ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾌｧｲﾙ 

22 Uoc.def (注2) def ﾌｧｲﾙ 

(注1) 項番14のccnvは、EBCDIC/EBCDIKにあってJIS8にない文字や、外字を追加登録したい場合など、 

変換ﾃｰﾌﾞﾙのｶｽﾀﾏｲｽﾞが必要なときにご使用ください。 

(注2) 項番18～22の5つのﾌｧｲﾙは、Code Converterをご使用頂く際には、必要ありません。これらのﾌｧｲﾙ 

は、ｲﾝｽﾄｰﾙ先の作業ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの下にできる”Uoc”というｻﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに、まとまって格納されます。 

(注3) Windows ｼｽﾃﾑﾃﾞｲﾚｸﾄﾘに格納されます。(例)C:\WINDOWS。 
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（３）Code Converter-EUCの提供媒体 

Code Converter-EUCは、CDにWindows用のｲﾝｽﾄｰﾙ専用形式（Install Shield形式）で､次のﾌｧｲﾙ群を格

納してご提供致します。 

［提供媒体の内容］ 

項番 ﾌｧｲﾙ名 内  容 ｲﾝｽﾄｰﾙ場所 

１ IBMEUC.tbl IBM→EUC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

mto方向標準変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

FAL/FCU起動ﾌｫﾙﾀﾞｰ 

(C:\FCU) 

２ KS78EUC.tbl KEIS78→EUC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

３ KS90EUC.tbl KEIS83/90→EUC変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

４ EUCIBM.tbl EUC→IBM変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

otm方向標準変換ﾃｰﾌﾞﾙ ５ EUCKS78.tbl EUC→KEIS78変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

６ EUCKS90.tbl EUC→KEIS83/90変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

７ EditOpEUC EUC用編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ 

８ libuoceuc.ver ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ 

 

（４）Code Converter-CODECHKの提供媒体 

Code Converter-CODECHKは、CDにWindows用のｲﾝｽﾄｰﾙ専用形式（Install Shield形式）で､次のﾌｧｲﾙ群

を格納してご提供致します。 

［提供媒体の内容］ 

項番 ﾌｧｲﾙ名 内  容 ｲﾝｽﾄｰﾙ場所 

１ libuoc.sb1 ｴﾗｰﾛｸﾞ出力機能ｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ FAL/FCU起動ﾌｫﾙﾀﾞｰ 

(C:\FCU) ２ libuocchk.ver ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ 

 

 

（５）Code Converter-UNICODEの提供媒体 

Code Converter-UNICODEは､CDにWindows用のｲﾝｽﾄｰﾙ専用形式（Install Shield形式）で､次のﾌｧｲﾙ群を

格納してご提供致します。 

［提供媒体の内容］ 

項番 ﾌｧｲﾙ名 内  容 ｲﾝｽﾄｰﾙ場所 

１ IBMUNI.tbl IBM→UNICODE変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

mto方向標準変換 

ﾃｰﾌﾞﾙ 

FAL/FCU起動ﾌｫﾙﾀﾞｰ 

(C:\FCU) 

２ KS78UNI.tbl KEIS78→UNICODE変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

３ KS90UNI.tbl KEIS83/90→UNICODE変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

４ JEFUNI.tbl JEF→UNICODE変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

５ UNIIBM.tbl UNICODE→IBM変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

otm方向標準変換 

ﾃｰﾌﾞﾙ 

６ UNIKS78.tbl UNICODE→KEIS78変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

７ UNIKS90.tbl UNICODE→KEIS83/90変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

８ UNIJEF.tbl UNICODE→JEF変換ﾃｰﾌﾞﾙ 

９ EditOpUNI UNICODE用編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ 

１０ libuocuni.ver ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ情報ﾌｧｲﾙ 
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4.2. ライセンスキーコードの入力 
 

Code Converter、Code Converter-EUC、Code Converter-CODECHK、Code Converter-UNICODEを動作させるに

はﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力する必要があります。ppkeyset ｺﾏﾝﾄﾞを用いて、ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力してください。 

  ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞの入力は、新規ｲﾝｽﾄｰﾙ及びﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ/ﾀﾞｳﾝ時に必要となります。 

 

（注）１．AIX の時、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ動作後、ppkeyset を行うとｴﾗｰとなることがあります。slibclean ｺﾏﾝﾄﾞ発行

後再度ppkeysetの操作を行ってください。 

   ２．Code Converter のﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞは、File Exchange(FAL/FCU)と同じ以下のﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力し

てください。 

・Hitachi Cross-OS File Exchange software（P-012R-JDS1K） 

３．Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝ（Code Converter-EUC、CODECHK、UNICODE）のﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞは、以下のﾗｲ

ｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力してください。 

・Hitachi Cross-OS File Exchange software Code Converter option set（P-F012R-JE12SK） 

このﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力すると、上記の３つのｵﾌﾟｼｮﾝ製品が動作できます。 

 

(1)ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ設定方法 

ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝより、下記に示す通りにppkeyset(32 ﾋﾞｯﾄ用)ｺﾏﾝﾄﾞまたはppkeyset64(64 ﾋﾞｯﾄ用)ｺﾏﾝﾄﾞを起動して

ください。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝより、下記に示す通りにppkeyset ｺﾏﾝﾄﾞを起動してください。 

 

[UNIX系の場合] 

① AIXの場合 

ppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc.a 

ppkeyset64 <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc64.a 

② Linuxの場合 

ppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc.so.1 

ppkeyset64 <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc64.so.1 

(RHEL9) 

ppkeyset64 <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib64/libuoc64.so.1 

③ FAL/FCUが提供しているautoppkeysetコマンドを使用する場合 

autoppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰﾌｧｲﾙ> 

autoppkeyset64 <ﾗｲｾﾝｽｷｰﾌｧｲﾙ> 

 

[Windows系の場合] 

① FAL/FCU ｲﾝｽﾄｰﾙ先ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内の、ppkeyset.exeをﾀﾞﾌﾞﾙｸﾘｯｸします。 

② MS-DOS ﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ画面が表示され、以下のﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

Please enter <License key> [Installed Directory or File]... or <quit> for exit. 

③<ﾗｲｾﾝｽｷｰ> <Code Converter ｲﾝｽﾄｰﾙ先ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ> と入力してEnter ｷｰを押下してください。但しﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ名

にｽﾍﾟｰｽを含む場合、直接ﾌｧｲﾙ名を指定してください。（<ﾗｲｾﾝｽｷｰ> uoc.dll） 

④再度Please enter <License key> [Installed Directory or File]... or <quit> for exit.が表示され

ますので、”quit”を入力してEnter ｷｰを押下してください。 

 

ﾗｲｾﾝｽｷｰﾌｧｲﾙを使用する場合は、ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ（DOS 窓）を開き、下記の示す通りに FAL/FCU が提供してい

るautoppkeyset.exe ｺﾏﾝﾄﾞを起動してください。 

autoppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰﾌｧｲﾙ> 

 

（2）ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力例 

   Code Converter及びCode Converter ｵﾌﾟｼｮﾝのﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力の例を示します。また、Code Conveterの

PP ｺｰﾄﾞを下表に示します。 



4. Code Converter の使い方 

 36 

 ［Code ConverterのPP ｺｰﾄﾞ］ 

項番 製品 PP ｺｰﾄﾞ 

１ Code Converter  ０８０１ 

２ Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝ  ０８０４ 

 

[UNIXの場合] 

 AIXを例にppkeyset ｺﾏﾝﾄﾞによるﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力例を示します。 

 

 ①Code Converterのﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力例 

 

■ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力が正常終了した場合 

 

 

 

 

 

■ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力後に再度ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力した場合 

 

 

 

 

 

②Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝのﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力例 

 

■ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力が正常終了した場合 

 

 

 

 
 
■ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力後に再度ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力した場合 

 

 

 

 

 

 ③Code Converter以外のﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力した場合 

 

 

 

 

 

# ppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc.a 
[/usr/lib/libuoc.sl] skipped for inequality to PP_CODE[0804]. ･･･ Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝｽｷｯﾌﾟ 
[/usr/lib/libuoc.sl] set in available for all days.      ･･･ ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力完了 
# 
 

# ppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc.a 
[/usr/lib/libuoc.sl] skipped for inequality to PP_CODE[0804]. ･･･ Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝｽｷｯﾌﾟ 
[/usr/lib/libuoc.sl][0801] available for all days on vhdlda01 on Ser# 12345. ･･･ ２重入力 
# 
 

# ppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc.a 
[/usr/lib/libuoc.sl] skipped for inequality to PP_CODE[0804]. ･･･ Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝｽｷｯﾌﾟ 
[/usr/lib/libuoc.sl] skipped for inequality to PP_CODE[0801]. ･･･ Code Converter ｽｷｯﾌﾟ 
# 
 

# ppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc.a 
[/usr/lib/libuoc.sl] set in available for all days.      ･･･ ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力完了 
[/usr/lib/libuoc.sl] skipped for inequality to PP_CODE[0801]. ･･･ Code Converter ｽｷｯﾌﾟ 
# 
 

# ppkeyset <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> /usr/lib/libuoc.a 
[/usr/lib/libuoc.sl][0804] available for all days on vhdlda01 on Ser# 12345.  ･･･ ２重入力 
[/usr/lib/libuoc.sl] skipped for inequality to PP_CODE[0801].  ･･･ Code Converter ｽｷｯﾌﾟ 
# 
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[Windows系場合] 

 ｺﾏﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾝﾌﾟﾄ（DOS窓）でppkeyset.exe ｺﾏﾝﾄﾞによるﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力例を示します。 

 

 ①Code Convertertのﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力例 
 
■ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力が正常終了した場合 

 

 

 

 

 

■ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力後に再度ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力した場合 

 

 

 

 

 

②Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝのﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力例 
 
■ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力が正常終了した場合 

 

 

 

 

 

■ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力後に再度ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力した場合 

 

 

 

 

 

 ③Code Converter以外のﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞを入力した場合 

 

 

 

 

 

C:\FCU> ppkeyset.exe <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> uoc.dll 
[uoc.dll] set in available for all days.      ･･･ ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力完了 
[uoc.dll] skipped for inequality to PP_CODE[0804]. ･･･ Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝｽｷｯﾌﾟ 
C:\FCU> 
 

C:\FCU> ppkeyset.exe <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> uoc.dll 
[uoc.dll] skipped for inequality to PP_CODE[0801]. ･･･ Code Converter ｽｷｯﾌﾟ 
[uoc.dll] set in available for all days.      ･･･ ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力完了 
C:\FCU> 
 

C:\FCU> ppkeyset.exe <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> uoc.dll 
[uoc.dll] skipped for inequality to PP_CODE[0801]. ･･･ Code Converter ｽｷｯﾌﾟ 
[uoc.dll] skipped for inequality to PP_CODE[0804]. ･･･ Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝｽｷｯﾌﾟ 
C:\FCU> 
 

C:\FCU> ppkeyset.exe <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> uoc.dll 
[uoc.dll][0801] available for all days on vhdlda01 on Ser# 12345. ･･･ ２重入力 
[uoc.dll] skipped for inequality to PP_CODE[0804]. ･･･ Code Converter ｵﾌﾟｼｮﾝｽｷｯﾌﾟ 
C:\FCU> 
 

C:\FCU> ppkeyset.exe <ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ> uoc.dll 
[uoc.dll] skipped for inequality to PP_CODE[0801]. ･･･ Code Converter ｽｷｯﾌﾟ 
[uoc.dll][0804] available for all days on vhdlda01 on Ser# 12345. ･･･ ２重入力 
C:\FCU> 
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4.3. 使い方概説 

 ﾚｺｰﾄﾞ形式が固定長or可変長ﾚｺ

ｰﾄﾞ,またﾚｺｰﾄﾞ内ﾌｨｰﾙﾄﾞ位置が

各々固定化されていることを

確認する。 

              

←ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側ﾌｧｲﾙとｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側 

ﾌｧｲﾙの 位置/長さ/変換操作 

方法/出力するときの長さを、 

ﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ形式で記述する。 

←ﾕｰｻﾞｰ編集切口処理（Code Converter 

 処理）を施すことの宣言および 

「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」等のCode Converter 

 関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀを追記する。 

変換操作対象となるＤＢﾃﾞｰﾀ 

ﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞ形式 

入力側/出力側ﾚｺｰﾄﾞ内ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成 

および 変換方法の具体的指定 

「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」の作成 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙを使った 

「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」との関連付け 

ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨを実行する 

(4.2.1 節参照)    

          

(4.2.2 節参照)    

          

(4.2.3 節参照)    

          

ＦＣＵ 

実行 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ 

ﾌｧｲﾙ 

ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ 

ﾌｧｲﾙ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

定義ﾌｧｲﾙ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

定義ﾌｧｲﾙ 

CodeConverter 提供の初期(codetran.ini)ファイルは、FCU を実行するディレクトリ 

に置かなければなりません。 

注意 

 

図 4.3.1 使い方概説 

 

（１）変換操作対象となるＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞ形式 

Code Converterを使って漢字変換などの変換操作を施す場合、ＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは、固定長ﾚｺｰﾄﾞ及び可変長

ﾚｺｰﾄﾞの順編成ﾌｧｲﾙ(SAM)を対象にしています。 

また、ﾚｺｰﾄﾞ内ﾌｨｰﾙﾄﾞ位置が各々固定化されている必要があります。 

まず、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側ﾌｧｲﾙとｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側ﾌｧｲﾙの各々のﾚｺｰﾄﾞ形式を確認してください。 

 

（２）入力側/出力側ﾚｺｰﾄﾞ内ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成および変換方法の具体的指定（「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」の作成） 

次に、入力側ﾚｺｰﾄﾞのどの位置にどんな変換操作を必要とするﾌｨｰﾙﾄﾞがあるのか、また、その変換結果を

出力側ﾚｺｰﾄﾞにどんな長さのﾌｨｰﾙﾄﾞとして編集出力すれば良いのかを具体的に指定します。 

本指定のために作成するのが「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」です。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙは、変換操作対象となるＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ毎に異なるﾚｺｰﾄﾞ形式（ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成）に対応させて

作成するもので、入力側ﾚｺｰﾄﾞに含まれる全ﾌｨｰﾙﾄﾞについて、その（位置／長さ／変換操作方法／出力する

ときの長さ）を、一定の書式に従って、ﾕｰｻﾞがﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ形式で記述するものです。 

 

（３）ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙを使った「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」との関連付け 

変換操作対象となるＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙと「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」を関連付けるため、ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨがmto変換ま

たは otm変換するＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ(ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側 SAM ﾌｧｲﾙ と ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側 UNIX/PC ﾌｧｲﾙ の 1 ｾｯﾄ）を指定するの

に用いている「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ」を使います。 

「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ」に対しては、ﾕｰｻﾞｰ編集切口処理（Code Converter処理）を施すことの宣言、および、

「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」等のCode Converter関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀを追記します。 

（「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ」も、一定の書式に従って、ﾕｰｻﾞがﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ形式で記述するものです。） 

 

（４）以上で準備完了です。あとは、ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨを実行してください。 
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4.3.1. 変換操作対象となるＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙのﾚｺｰﾄﾞ形式 
Code Converterを使って漢字変換などの変換操作を施す場合、ＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙは、固定長ﾚｺｰﾄﾞ及び可変長ﾚｺ

ｰﾄﾞの順編成ﾌｧｲﾙ(SAM)を対象にしています。 

また、ﾚｺｰﾄﾞ内ﾌｨｰﾙﾄﾞ位置は各々固定化されている必要があります。 

まず、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側ﾌｧｲﾙとｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側ﾌｧｲﾙの各々のﾚｺｰﾄﾞ形式を確認してください。 

 

Code Converter が対象とする SAM ﾚｺｰﾄﾞ形式は、各ﾚｺｰﾄﾞの固定位置から入力ﾃﾞｰﾀを切り出してくるため、

図 4.3.2及び図 4.3.3に示すように、各ﾌｨｰﾙﾄﾞの始まるﾚｺｰﾄﾞ内相対ﾊﾞｲﾄ位置とﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長が、全ﾚｺｰﾄﾞ統

一されていることが必要です。（例：DB2のREORG ﾕﾃｨﾘﾃｨが出力したSAM ﾌｧｲﾙなど） 
                                                ﾚｺｰﾄﾞ長       

         位置 0                    6              10              18                    58          78 

 制御情報(6B) ﾊﾞｲﾅﾘ(4B) ｿﾞｰﾝﾃﾞｰﾀ(8B) 英数文字(40B) 漢字(20B) ﾊﾟｯｸ 10 進(6B) 

ﾚｺｰﾄﾞ 1 X’00006B000301’ X’80000001’ 00000001 ABCDEFG･･ 日立･･ X’F00000000001’ 

ﾚｺｰﾄﾞ 2 X’00006B000302’ X’80000002’ 00000002 BCDEFGH･･ 亜阿･･ X’F00000000002’ 

ﾚｺｰﾄﾞ 3 X’00006B000303’ X’80000003’ 00000003 CDEFGHI･･ 伊医･･ X’F00000000003’ 

ﾚｺｰﾄﾞ 4 X’00006B000304’ X’80000004’ 00000004 DEFGHIJ･･ ＡＢＣ･･ X’F00000000004’ 

 

図 4.3.2 入力対象ＳＡＭﾚｺｰﾄﾞ形式（固定長ﾚｺｰﾄﾞの場合） 

 

 
                                                 ﾚｺｰﾄﾞ長       

        位置 0                    6               10              18                    58          78 

 制御情報(6B) ﾊﾞｲﾅﾘ(4B) ｿﾞｰﾝﾃﾞｰﾀ(8B) 英数文字(40B) 漢字(20B) ﾊﾟｯｸ 10 進(6B) 

ﾚｺｰﾄﾞ 1 X’00006B000301’ X’80000001’ 00000001 ABCDEFG･･ 日立･･ 

ﾚｺｰﾄﾞ 2 X’00006B000302’ X’80000002’ 

ﾚｺｰﾄﾞ 3 X’00006B000303’ X’80000003’ 00000003 CDEFGHI･･ 伊医･･ X’F00000000003’ 

ﾚｺｰﾄﾞ 4 X’00006B000304’ X’80000004’ 00000004 

 

図 4.3.3 入力対象ＳＡＭﾚｺｰﾄﾞ形式（可変長ﾚｺｰﾄﾞの場合） 

 

 

Code Converterで提供しているﾚｺｰﾄﾞ形式とｺｰﾄﾞ変換形態を表 4.3.1に示します。 

 

表 4.3.1 ﾚｺｰﾄﾞ形式とｺｰﾄﾞ変換形態 

変換 ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞ                          UNIX/PC ﾚｺｰﾄﾞ 参照 

mto 固定長ﾚｺｰﾄﾞ              (変換)            固定長ﾚｺｰﾄﾞ 

可変長ﾚｺｰﾄﾞ              (変換)            可変長ﾚｺｰﾄﾞ 

(1) 

(2)(a) 

otm 固定長ﾚｺｰﾄﾞ              (変換)            固定長ﾚｺｰﾄﾞ 

可変長ﾚｺｰﾄﾞ              (変換)            可変長ﾚｺｰﾄﾞ 

固定長ﾚｺｰﾄﾞ              (変換)            可変長ﾚｺｰﾄﾞ 

(1) 

(2)(b) 

(2)(c) 
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（１）固定長レコード形式のコード変換 

メインフレームレコード及び UNIX/PCレコードが共に固定長レコードである場合、mto方向及び otm方向の

コード変換を図 4.3.4に示します。 

mto 方向でのコード変換時、デリミタ付加指定があれば、UNIX/PC 側各レコードの最終フィールドの後ろに

デリミタを付加して出力します。コード変換により、UNIX/PC レコード長が、メインフレームレコード長と異

なる場合、必ずデリミタを付加してください。デリミタを付加しないとotm変換ができなくなります。 

また、各フィールドの入力フィールド長の合計が、メインフレームレコード長と一致するように、フイー

ルド定義をしてください。 

otm方向でのコード変換時、デリミタ付加指定があれば、デリミタを検索して UNIX/PCレコードを入力し、

各フィールド単位にコード変換後メインフレームレコードへ出力します。なお、デリミタはメインフレーム

レコードに出力しません。 

デリミタ付加指定がなければ、メインフレームレコード長と同じ長さでコード変換します。 

また、各フィールドの出力フィールド長の合計が、メインフレームレコード長と一致するように、フィー

ルド定義をしてください。 

   ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞ        UNIX/PC ﾚｺｰﾄﾞ      

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3     ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3    

               
                     
                     
  ← 固定長 →     ← 固定長 →    

                     
   ﾚｺｰﾄﾞ 1          ﾚｺｰﾄﾞ 1        

          変換           

   ﾚｺｰﾄﾞ 2       ⇔   ﾚｺｰﾄﾞ 2        

                     

   ﾚｺｰﾄﾞ 3          ﾚｺｰﾄﾞ 3        

                     

                     
                 :ﾃﾞﾘﾐﾀ    

                     
 

図 4.3.4 固定長レコードのコード変換概要 
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（２）可変長レコード形式のコード変換 

可変長レコードのコード変換時は、下記の注意が必要です。 

• 必ずデリミタ指定をしてください。 

• フィールド定義文で指定する各フィールド長の合計は、メインフレームの最大レコード長－４と一致

するように指定してください。 

• フィールド定義文で指定する各フィールドは、メインフレームの各レコード内で完結するように指定

してください。 

• 最終フィールドが可変長の場合（入力フィールド長として end を指定した場合）当該フィールドに数

値変換指定はできません。数値コード（パック形式／ゾーン形式データ）は固定フィールドとして扱

っています。 

（ａ）メインフレームの可変長レコードをUNIX/PCの可変長レコードへコード変換（ｍｔｏ） 

メインフレームの可変長レコードをフィールド毎にコード変換し、UNIX/PCの可変長レコードとして

出力します。この場合、フィールド定義のend文にて、必ずデリミタを指定してください。 

①フィールド長が固定の場合 

フィールド定義文で指定する各フィールドが固定の長さである場合(入力フィールド長として endを

指定しない場合）mto方向のコード変換を図 4.3.5に示します。 

メインフレームの可変長は、最大レコード長－４以内の長さです。 

［説明］ 

・ﾚｺｰﾄﾞ 1：ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1のみｺｰﾄﾞ変換します。ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2～3は処理しません。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 2：ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1～3に対してｺｰﾄﾞ変換します。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 3：ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1～2に対してｺｰﾄﾞ変換し、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3は処理しません。 

   ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞ        UNIX/PC ﾚｺｰﾄﾞ      

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3     ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3    

               
                     
                     
  ← 可変長 →     ← 可変長 →    

                     
   ﾚｺｰﾄﾞ 1          ﾚｺｰﾄﾞ 1        

          変換           

   ﾚｺｰﾄﾞ 2       ⇒   ﾚｺｰﾄﾞ 2        

                     

   ﾚｺｰﾄﾞ 3          ﾚｺｰﾄﾞ 3        

                     

                     
                 :ﾃﾞﾘﾐﾀ    

                      

図 4.3.5 可変長レコード（end指定なし）のコード変換概要 

 

②最終フィールド長が可変の場合 

フィールド定義文で指定する最終フィールドが可変の長さである場合（入力フィールド長としてend

を指定した場合）mto方向のコード変換を図 4.3.6に示します。 

メインフレームの可変長は、最大レコード長－４以内の長さです。 

［説明］ 

レコード中の最終フィールドに対してのみ、フィールド定義文にて end 指定ができます。この場

合、最終フィールドはフィールドの開始位置からレコードの終端までがコード変換対象データと

なります。  で示すフィールド２がend指定です。 
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   ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞ        UNIX/PC ﾚｺｰﾄﾞ      

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2(end指定)     ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2(end指定)    

               
                     
                     
  ← 可変長 →     ← 可変長 →    

                     
   ﾚｺｰﾄﾞ 1          ﾚｺｰﾄﾞ 1        

          変換           

   ﾚｺｰﾄﾞ 2       ⇒   ﾚｺｰﾄﾞ 2        

                     

   ﾚｺｰﾄﾞ 3          ﾚｺｰﾄﾞ 3        

                     

                     
         : end指定をしたﾌｨｰﾙﾄﾞ    :ﾃﾞﾘﾐﾀ    

                      

図 4.3.6 可変長レコード（end指定あり）のコード変換概要 

 

（ｂ）UNIX/PCの可変長レコードをメインフレームの可変長レコードへコード変換（ｏｔｍ） 

UNIX/PCの可変長レコードのデリミタを削除しフィールド毎にコード変換後、可変長レコードとして

メインフレームに出力します。この場合、フィールド定義の end 文にて必ずデリミタを指定してくだ

さい。また、コード変換後のレコード長はメインフレームで定義した最大レコード長－４以内の長さ

にしてください。 

①フィールド長が固定の場合 

フィールド定義文で指定する各フィールドが固定の長さである場合(入力フィールド長として endを

指定しない場合）otm 方向のコード変換を図 4.3.7 に示します。デリミタは、メインフレームレコ

ードへは出力しません。メインフレームの可変長は、最大レコード長－４以内の長さです。 

［説明］ 

・ﾚｺｰﾄﾞ 1：ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1のみｺｰﾄﾞ変換します。ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2～3は処理しません。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 2：ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1～3に対してｺｰﾄﾞ変換します。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 3：ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1～2に対してｺｰﾄﾞ変換し、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3は処理しません。 

 

   UNIX/PC ﾚｺｰﾄﾞ        ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞ      

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3     ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3    

               
                     
                     
  ← 可変長 →     ← 可変長 →    

                     
   ﾚｺｰﾄﾞ 1          ﾚｺｰﾄﾞ 1        

          変換           

   ﾚｺｰﾄﾞ 2       ⇒   ﾚｺｰﾄﾞ 2        

                     

   ﾚｺｰﾄﾞ 3          ﾚｺｰﾄﾞ 3        

                     

                     
                 :ﾃﾞﾘﾐﾀ    

                      

図 4.3.7 可変長レコード（end指定なし）のコード変換概要 
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②最終フィールド長が可変の場合 

フィールド定義文で指定する最終フィールドが可変の長さである場合（入力フィールド長としてend

を指定した場合）otm方向のコード変換を図 4.3.8に示します。 

［説明］ 

レコード中の最終フィールドに対してのみ、フィールド定義文にて end 指定ができます。この場

合、最終フィールドはフィールドの開始位置からレコードの終端までがコード変換対象データと

なります。  で示すフィールド２がend指定です。 

 

   UNIX/PC ﾚｺｰﾄﾞ        ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞ      

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2(end指定)     ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2(end指定)    

               
                     
                     
  ← 可変長 →     ← 可変長 →    

                     
   ﾚｺｰﾄﾞ 1          ﾚｺｰﾄﾞ 1        

          変換           

   ﾚｺｰﾄﾞ 2       ⇒   ﾚｺｰﾄﾞ 2        

                     

   ﾚｺｰﾄﾞ 3          ﾚｺｰﾄﾞ 3        

                     

                     
         : end指定をしたﾌｨｰﾙﾄﾞ    :ﾃﾞﾘﾐﾀ    

                      

図 4.3.8 可変長レコード（end指定あり）のコード変換 

 

（ｃ）UNIX/PCの可変長レコードをメインフレームの固定長レコードへコード変換（ｏｔｍ） 

UNIX/PCの可変長レコードのデリミタを削除し、フィールド毎にコード変換後、固定長レコードとし

てメインフレームに出力します。この場合、フィールド定義の end 文にて、必ずパディングとデリミ

タを指定してください。コード変換後、メインフレームレコードで余ったエリアには、パディング指

定コードを設定します。なお、フィールド単位で余ったエリアには、編集オプションファイルのフィ

ールド充填コードを充填します。 

また、各フィールドの出力フィールド長の合計が、メインフレームの固定長以内になるようにフィ

ールド定義をしてください。 

（注）パディングされたメインフレームレコードを、mto 変換にて、UNIX/PC レコードに戻すことはでき

ません。 

①フィールド長が固定の場合 

フィールド定義文で指定する各フィールドが固定の長さである場合(入力フィールド長として endを

指定しない場合）otm方向のコード変換を図 4.3.9に示します。 

デリミタは、メインフレームレコードへは出力されません。 

［説明］ 

・ﾚｺｰﾄﾞ 1： ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1のみｺｰﾄﾞ変換し、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞの終端まで、ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞｺｰﾄﾞを充填します。 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2～3は処理しません。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 2： ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1～3に対してｺｰﾄﾞ変換します。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 3： ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1～2 に対してｺｰﾄﾞ変換し、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞの終端まで、ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞｺｰﾄﾞを充填し

ます。ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3は処理しません。 
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   UNIX/PC ﾚｺｰﾄﾞ        ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞ      

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3     ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3    

               
                     
                     
  ← 可変長 →     ← 固定長 →    

                     
   ﾚｺｰﾄﾞ 1          ﾚｺｰﾄﾞ 1        

          変換           

   ﾚｺｰﾄﾞ 2       ⇒   ﾚｺｰﾄﾞ 2        

                     

   ﾚｺｰﾄﾞ 3          ﾚｺｰﾄﾞ 3        

                     

                     
             :ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ  :ﾃﾞﾘﾐﾀ    

                      

図 4.3.9 可変長レコード（end指定なし）のコード変換 

 

②最終フィールド長が可変の場合 

フィールド定義文で指定する最終フィールドが可変の長さである場合（入力フィールド長として 

endを指定した場合）otm方向のコード変換を図 4.3.10に示します。 

［説明］ 

レコード中の最終フィールドに対してのみ、フィールド定義文にて end指定ができます。この 

場合、最終フィールドはフィールドの開始位置からレコードの終端までがコード変換対象 

データとなります。  で示すフィールド２がend指定です。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 1： ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1のみｺｰﾄﾞ変換し、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞの終端まで、ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞｺｰﾄﾞを充填します。 

 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2は処理しません。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 2： ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1～2に対してｺｰﾄﾞ変換します。 

・ﾚｺｰﾄﾞ 3： ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1～2に対してｺｰﾄﾞ変換し、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞの終端まで、ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞｺｰﾄﾞを充填 

します。 

   UNIX/PC ﾚｺｰﾄﾞ        ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑﾚｺｰﾄﾞ      

  ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2(end指定)     ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2(end指定)    

               
                     
                     
  ← 可変長 →     ← 固定長 →    

                     
   ﾚｺｰﾄﾞ 1          ﾚｺｰﾄﾞ 1        

          変換           

   ﾚｺｰﾄﾞ 2       ⇒   ﾚｺｰﾄﾞ 2        

                     

   ﾚｺｰﾄﾞ 3          ﾚｺｰﾄﾞ 3        

                     

                     
       : end指定をしたﾌｨｰﾙﾄﾞ   :ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ  :ﾃﾞﾘﾐﾀ    

                      

図 4.3.10 可変長レコード（end指定あり）のコード変換 
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4.3.2. フィールド定義ファイルの作成 
入力側ﾚｺｰﾄﾞのどの位置にどんな変換操作を必要とするﾌｨｰﾙﾄﾞがあるのか、また、その変換結果を出力側ﾚｺ

ｰﾄﾞにどんな長さのﾌｨｰﾙﾄﾞとして編集出力すれば良いのかを、具体的に指定します。 

本指定のために作成するのが「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」です。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙは、変換操作対象となるＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ毎に異なるﾚｺｰﾄﾞ形式（ﾌｨｰﾙﾄﾞ構成）に対応させて作

成するもので、入力側ﾚｺｰﾄﾞに含まれる全ﾌｨｰﾙﾄﾞについて、その（位置／長さ／変換操作方法／出力するとき

の長さ）を、以下に示す書式に従って記述します。 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙは、vi などのｴﾃﾞｨﾀを使いﾃｷｽﾄ形式のﾌｧｲﾙとして作成し、ｺﾒﾝﾄも含め最大 1000 行まで記述

できるようになっています。作成したﾌｧｲﾙは、ｵｰﾌﾟﾝ環境(UNIX/PC ｻｰﾊﾞ)のｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに格納して使用します。 

 

［書式］ 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙは、ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文,end文,および ｺﾒﾝﾄ の３つの要素から構成されます。 

１行1文で127カラム、1000行まで(ｺﾒﾝﾄ含む)記述できます。 

 

（１）ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文は、入力ﾚｺｰﾄﾞ中の全ﾌｨｰﾙﾄﾞについて、先頭ﾌｨｰﾙﾄﾞから順に1行／1 ﾌｨｰﾙﾄﾞずつ記述します。 

  fld △ ﾚｺｰﾄﾞ内相対ﾊﾞｲﾄ位置 △ 入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長 △ ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性 △ [出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長] 

△：半角 1 ﾊﾞｲﾄ以上の空白を示す。 [] で囲ったﾊﾟﾗﾒｰﾀは省略可能であることを示す。  
① fld … この行がﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文であることを示すｷｰﾜｰﾄﾞ(予約語)です。 

② ﾚｺｰﾄﾞ内相対ﾊﾞｲﾄ位置 … 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞのﾚｺｰﾄﾞ内相対開始ﾊﾞｲﾄ位置を0 ｽﾀｰﾄの十進数で記述します。 

③ 入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長 … 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞの入力側（変換元）ﾊﾞｲﾄ長を十進数で記述します。 

④ ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性 … 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞに対する変換操作方法を、次のように指定します。 

・出力抑止ﾌｨｰﾙﾄﾞの場合 → SKIP 

・無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞの場合 → NOP 

・英数文字変換ﾌｨｰﾙﾄﾞの場合 → CHAR：OPnn 

(OPnnは、表 4.3.3～表 4.3.6、表 4.3.9～表 4.3.15を参照願います) 

・漢字変換ﾌｨｰﾙﾄﾞの場合 → KANJI：OPnn 

(OPnnは、表 4.3.3～表 4.3.6、表 4.3.9～表 4.3.15を参照願います) 

・数値変換ﾌｨｰﾙﾄﾞの場合 → NUM：OPnn 

(OPnnは、表 4.3.8、表4.3.15-1を参照願います) 

数値変換ﾌｨｰﾙﾄﾞは、必ず出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長を記述してください。 

⑤ 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長 … 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞの出力先（変換先）ｴﾘｱのﾊﾞｲﾄ長を十進数で記述します。 

  本指定は、入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長と同じ長さにする場合、省略できます。 

 （注意）無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ(NOP)と出力抑止ﾌｨｰﾙﾄﾞ(SKIP)では、出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長の指定を必ず省略してくだ

さい。 

 

なお、当該ﾌｨｰﾙﾄﾞがﾚｺｰﾄﾞ内最終かつ、その位置より後ろ全てを入力ﾌｨｰﾙﾄﾞとして良い場合に限り、次のよ

うに入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長を ”end” と省略して書くことができます。 

（具体的な値を書かずに済むので、最終ﾌｨｰﾙﾄﾞだけ長さが異なる複数のﾃﾞｰﾀｾｯﾄ･ﾚｺｰﾄﾞに対して、共通に使用

可能なﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文（ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ）を作成することができます。） 

  fld △ ﾚｺｰﾄﾞ内相対ﾊﾞｲﾄ位置 △ end △ ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性 △ [出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長] 

 
△：半角 1 ﾊﾞｲﾄ以上の空白を示す。 [] で囲ったﾊﾟﾗﾒｰﾀは省略可能であることを示す。 
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 ① fld,② ﾚｺｰﾄﾞ内相対ﾊﾞｲﾄ位置,④ ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性,⑤ 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長 … 非省略形の場合と同じです。 

 ③ end … 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞより後ろ全てを入力ﾌｨｰﾙﾄﾞとして定義します。 

  また、ﾚｺｰﾄﾞ形式により下記のように相違します。 

  ・固定長ﾚｺｰﾄﾞの場合：（入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長）=（入力ﾚｺｰﾄﾞ長）-（ﾚｺｰﾄﾞ内相対ﾊﾞｲﾄ位置） 

  ・可変長ﾚｺｰﾄﾞの場合：（入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長）=（ｺｰﾄﾞ変換後の長さ） 

 (注意) 可変長ﾚｺｰﾄﾞの場合、end指定をしたﾌｨｰﾙﾄﾞに対して、数値変換指定はできません。 

 数値変換は固定長ﾚｺｰﾄﾞとして扱っています。 

 

各ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性に対する変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀを表 4.3.2に示します。 

 

表 4.3.2 フィールド種別・フィールド属性対応一覧 

項

番 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ種別 ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性 OPnn参照表 

ｼﾌﾄ JIS/JIS8 EUC ｺｰﾄﾞ Unicode 

１ 英数文字変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ CHAR：OPnn 表 4.3.3～ 表 4.3.9～ 表 4.3.12～ 

２ 漢字変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ KANJI：OPnn 表 4.3.6 表 4.3.11 表 4.3.15 

３ 数値変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ NUM：OPnn 表 4.3.8 表 4.3.15-1 

４ 無変換ﾌｨｰﾙﾄﾞ NOP － 

５ 出力抑止ﾌｨｰﾙﾄﾞ SKIP － 

 

 

（２）end文 

end文は、入力ﾚｺｰﾄﾞ中の全ﾌｨｰﾙﾄﾞについてﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文を記述し終わった後、最後に1行記述します。 

  end △ [Delimiter=ﾃﾞﾘﾐﾀ指定ｺｰﾄﾞ][,Padding=ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ指定ｺｰﾄﾞ] 

△：半角 1 ﾊﾞｲﾄ以上の空白を示す。 [] で囲ったﾊﾟﾗﾒｰﾀは省略可能であることを示す。 
 

① end … 全てのﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文記述が終了したことを示すｷｰﾜｰﾄﾞ(予約語)です。 

② Delimiter=ﾃﾞﾘﾐﾀ指定ｺｰﾄﾞ … ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙ側ﾚｺｰﾄﾞの末尾にﾃﾞﾘﾐﾀを付加する場合、ﾃﾞﾘﾐﾀ指定ｺｰﾄﾞを次

のように指定します。可変長ﾃﾞｰﾀｾｯﾄの変換の場合は、必ずﾃﾞﾘﾐﾀ指定をつ

けてください。 

・CR=(0D) を付加する場合 → Delimiter=CR 

・LF=(0A) を付加する場合 → Delimiter=LF 

・CRLF=(0D0A) を付加する場合 → Delimiter=CRLF (＊1) 

・UNICODEの CR=(0D00) を付加する場合  → Delimiter=UNICR 

・UNICODEの LF=(0A00) を付加する場合  → Delimiter=UNILF 

・UNICODEの CRLF=(0D000A00) を付加する場合 → Delimiter=UNICRLF (＊1) 

 

 (＊1)Windows の場合のみです。 

③ Padding=ﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ指定ｺｰﾄﾞ … ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側の可変長ﾚｺｰﾄﾞを、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側の固定長ﾚｺｰﾄﾞへｺｰﾄﾞ変換する場

合、変換後の最終ﾌｲｰﾙﾄﾞの終端から、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側ﾚｺｰﾄﾞの終端までの領域が

余った時の充填ｺｰﾄﾞを、2桁の16進文字で指定します。 

固定長ﾃﾞｰﾀｾｯﾄの OTM 変換の場合は、必ずﾊﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ指定ｺｰﾄﾞを付けてくだ

さい。 

 

 (注意) ﾃﾞﾘﾐﾀを付加した場合、出力ﾚｺｰﾄﾞ長が増減しますので、出力先容量確保の際、十分ご注意ください。 

  また、編集ﾚｺｰﾄﾞに半角/全角文字以外のﾊﾞｲﾅﾘﾃﾞｰﾀを含む場合は、そのﾊﾞｲﾅﾘ部分にﾃﾞﾘﾐﾀと一致する 

ﾃﾞｰﾀを含む危険性があるため、特にご注意ください。ﾃﾞﾘﾐﾀ によるﾚｺｰﾄﾞ切り出しができない場合 

があります。 

 



4. Code Converter の使い方 

 47 

（３）ｺﾒﾝﾄ 

ｺﾒﾝﾄは、ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文と同一行内（ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文より後方）または、独立したｺﾒﾝﾄ行として適宜付加でき

るようになっています。 

･ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文と同一行内では、ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義文必要項目数(5 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ)より後方がｺﾒﾝﾄ記述可能ｴﾘｱです。 

･出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長を省略した場合は、’#’を記述して以後をｺﾒﾝﾄ記述ｴﾘｱとして使用できます。 

･行の先頭に’#’を記述すると、行全体がｺﾒﾝﾄになります。 

･また、空白行もｺﾒﾝﾄとして扱います。 

 

  

    (空白行) 

# XXXXXXXXXX     X    XXXXXXX 

XXXXXXX  XXXXX XX XX XXX XXXX XX  

 ｺﾒﾝﾄ 

XXX XXXX X  XX X  

  # XXXXXXX  XXXXX XXX XX XX XXX  

例） 

 

図 4.3.11 フィールド定義ファイル内のコメント記述 
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［記述例］ 

 fld    0  294  CHAR:OP45   588 

 

                                                      # 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長 

                                                   # ﾌｨｰﾙﾄﾞ属性 

                                                 # 入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長 

                                               # ﾚｺｰﾄﾞ内相対ﾊﾞｲﾄ位置（0 ｽﾀｰﾄ） 

                                             # ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義識別子 

 

 fld  294   16  NOP # ﾚｺｰﾄﾞ内の全ﾌｨｰﾙﾄﾞについて記述を繰り返します。 

 # 相対ﾊﾞｲﾄ位置に入力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長を加算して次ﾌｨｰﾙﾄﾞの 

 # 相対ﾊﾞｲﾄ位置にします。 

 fld  310  756  CHAR:OP45  1512 # (注)NOP,SKIP,CHAR(同じﾌｨｰﾙﾄﾞ属性)のﾌｨｰﾙﾄﾞが連続する場合､ 

 fld 1066   40  KANJI:OP41   80 # それらの長さを合わせて一個のﾌｨｰﾙﾄﾞとして定義すると､ 

 fld 1106  130  CHAR:OP45   260 # ﾌｨｰﾙﾄﾞ単位処理のｵｰﾊﾞﾍｯﾄﾞが削減でき､性能が向上します。 

 end Delimiter=CR # ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑﾌｧｲﾙ側ﾚｺｰﾄﾞの末尾にﾃﾞﾘﾐﾀ(CR=(0D)の 1 ﾊﾞｲﾄｺｰﾄﾞ)を付加する。 

 

 

 

+ 

 
図 4.3.12 フィールド定義ファイル記述例 

 

 

＜説明＞ 

この例では、 入力ﾚｺｰﾄﾞ長は、294+16+756+40+130 = 1236 ﾊﾞｲﾄ 

 出力ﾚｺｰﾄﾞ長は、588+16+1512+80+260 = 2456 に、ﾃﾞﾘﾐﾀ 1 ﾊﾞｲﾄを加えて2457 ﾊﾞｲﾄ です。 

 

・ 第一ﾌｨｰﾙﾄﾞは、先頭から294 ﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀであり、半角の英数文字変換をして出力します。 

 変換は、編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの［CHAR：OP45］で指示されたﾓｰﾄﾞ指示情報に従います。 

 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長は、588 ﾊﾞｲﾄです。 

・ 第二ﾌｨｰﾙﾄﾞは、後続16 ﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀであり、そのまま無変換で出力します。 

 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長は、16 ﾊﾞｲﾄです。 

・ 第三ﾌｨｰﾙﾄﾞは、後続756 ﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀであり、半角の英数文字変換をして出力します。 

 変換は、編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの［CHAR：OP45］で指示されたﾓｰﾄﾞ指示情報に従います。 

 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長は、1512 ﾊﾞｲﾄです。 

・ 第四ﾌｨｰﾙﾄﾞは、後続40 ﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀであり、全角のみの漢字変換をして出力します。 

 変換は、編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの［KANJI：OP41］で指示されたﾓｰﾄﾞ指示情報に従います。 

 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長は、80 ﾊﾞｲﾄです。 

・ 第五ﾌｨｰﾙﾄﾞは、後続130 ﾊﾞｲﾄのﾃﾞｰﾀであり、半角の英数文字変換をして出力します。 

 変換は、編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの［CHAR：OP45］で指示されたﾓｰﾄﾞ指示情報に従います。 

 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞﾊﾞｲﾄ長は、260 ﾊﾞｲﾄです。 

 

１行1文で127カラム、1000行まで(ｺﾒﾝﾄ含む)記述できます。 
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[フィールド属性一覧] 

（１）ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑが「ｼﾌﾄ JIS / JIS8」の場合の変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

表 4.3.3 IBM漢字ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                    ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：ｼﾌﾄJIS） 

                                 (半角ｺｰﾄﾞ：JIS8  ) 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：IBM漢字） 

           (半角ｺｰﾄﾞ：EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ  OP11 OP16 

半角に英小文字含む OP12 OP17 

漢字変換 

全/半角混在 

      〟   含まない OP13 OP18 

半角に英小文字含む OP14 OP19 英数文字変換 半角のみ 

     〟   含まない OP15 OP1A  
 

表 4.3.4 KEIS78 ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                    ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：ｼﾌﾄJIS） 

                                 (半角ｺｰﾄﾞ：JIS8  ) 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：KEIS78) 

             (半角ｺｰﾄﾞ：EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ  OP21 OP26 

半角にｶﾅ文字含まない OP22 OP27 

漢字変換 

全/半角混在 

   〟   含む OP23 OP28 

半角にｶﾅ文字含まない OP24 OP29 英数文字変換 半角のみ 

   〟   含む OP25 OP2A  
 

表 4.3.5 KEIS83/90 ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 
変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                    ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：ｼﾌﾄJIS） 

                                 (半角ｺｰﾄﾞ：JIS8  ) 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：KEIS83/90） 

             (半角ｺｰﾄﾞ：EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ  OP31 OP36 

半角にｶﾅ文字含まない OP32 OP37 

漢字変換 

全/半角混在 

   〟   含む OP33 OP38 

半角にｶﾅ文字含まない OP34 OP39 英数文字変換 半角のみ 

   〟   含む OP35 OP3A  
 

表 4.3.6 JEF漢字ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                    ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：ｼﾌﾄJIS） 

                                 (半角ｺｰﾄﾞ：JIS8  ) 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：JEF漢字） 

             (半角ｺｰﾄﾞ：EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ  OP41 OP46 

半角にｶﾅ文字含まない OP42 OP47 

漢字変換 

全/半角混在 

   〟   含む OP43 OP48 

半角にｶﾅ文字含まない OP44 OP49 英数文字変換 半角のみ 

   〟   含む OP45 OP4A  
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さらに Code Converter では、ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨ(FCU)が EBCDIC(ｶﾅ文字含まない)と ASCII ｺｰﾄﾞとの間で行な

っているのと同一のASCIIｺｰﾄﾞ変換機能を用意しています。使用する場合は、次のﾌｨｰﾙﾄﾞ属性を指定してくだ

さい。 

・mto変換用 → CHAR:OP1 

・otm変換用 → CHAR:OP6 

 

このとき適用されるEBCDIC⇔ASCII ｺｰﾄﾞ変換表を次に示します。この変換ﾃｰﾌﾞﾙをさらにｶｽﾀﾏｲｽﾞして使用す

る場合には、ccnv ｺﾏﾝﾄﾞをお使いください。（ ccnv ｺﾏﾝﾄﾞの使い方は、10章を参照ください。） 

 

表 4.3.7 ＥＢＣＤＩＣ ⇔ ＡＳＣＩＩコード変換表 

EBCDICｺｰﾄﾞ ＋０ ＋１ ＋２ ＋３ ＋４ ＋５ ＋６ ＋７ ＋８ ＋９ ＋Ａ ＋Ｂ ＋Ｃ ＋Ｄ ＋Ｅ ＋Ｆ 

                  

００ ASCII 00 01 02 03 9C 09 86 7F 97 8D 8E 0B 0C 0D 0E 0F 

 文字 NUL SOH STX ETX PF HT LC DEL GE RLF SMM VT FF CR SO SI 

１０ ASCII 10 11 12 13 9D 85 08 87 18 19 92 8F 1C 1D 1E 1F 

 文字 DLE DC1 DC2 DC3 TM   BS IL CAN EM CC CUI IFS IGS IRS IUS 

２０ ASCII 80 81 82 83 84 0A 17 1B 88 89 8A 8B 8C 05 06 07 

 文字 DS SOS FS  BYP NL ETB ESC     SW CUI  ENQ ACK BEL 

３０ ASCII 90 91 16 93 94 95 96 04 98 99 9A 9B 14 15 9E 1A 

 文字   SYN  PN RS UC EOT     CU3 DC4 NAK  SUB 

４０ ASCII 20 A0 A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 D5 2E 3C 28 2B 7C 

 文字 SP            . < ( + | 

５０ ASCII 26 A9 AA AB AC AD AE AF B0 B1 21 24 2A 29 3B 7E 

 文字 &          ! $ * ) ; ~ 

６０ ASCII 2D 2F B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8 B9 CB 2C 25 5F 3E 3F 

 文字 - /           , % _ > ? 

７０ ASCII BA BB BC BD BE BF C0 C1 C2 60 3A 23 40 27 3D 22 

 文字          ` : # @ ' = " 

８０ ASCII C3 61 62 63 64 65 66 67 68 69 C4 C5 C6 C7 C8 C9 

 文字  a b c d e f g h i       

９０ ASCII CA 6A 6B 6C 6D 6E 6F 70 71 72 5E CC CD CE CF D0 

 文字  j k l m n o p q r ^      

Ａ０ ASCII D1 E5 73 74 75 76 77 78 79 7A D2 D3 D4 5B D6 D7 

 文字    s t u v w x y z    [   

Ｂ０ ASCII D8 D9 DA DB DC DD DE DF E0 E1 E2 E3 E4 5D E6 E7 

 文字              ]   

Ｃ０ ASCII 7B 41 42 43 44 45 46 47 48 49 E8 E9 EA EB EC ED 

 文字 { A B C D E F G H I       

Ｄ０ ASCII 7D 4A 4B 4C 4D 4E 4F 50 51 52 EE EF F0 F1 F2 F3 

 文字 } J K L M N O P Q R       

Ｅ０ ASCII 5C 9F 53 54 55 56 57 58 59 5A F4 F5 F6 F7 F8 F9 

 文字 \  S T U V W X Y Z       

Ｆ０ ASCII 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 FA FB FC FD FE FF 

 文字 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9       
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表 4.3.8 数値ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                                ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  

                                (文字形式データ） 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (パック形式データ） 

             (ゾーン形式データ) 

mto変換用 otm変換用 

 パック形式変換 OPA1 OPA6 数値変換 

 ゾーン形式変換 OPA2 OPA7 
 

 

 

（２）ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑが「EUC ｺｰﾄﾞ」の場合の変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

表 4.3.9 IBM漢字ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                    ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  (EUCｺｰﾄﾞ） 

 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：IBM漢字） 

           (半角ｺｰﾄﾞ：EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ  OPC1 OPC6 

半角に英小文字含む OPC2 OPC7 

漢字変換 

全/半角混在 

     〟   含まない OPC3 OPC8 

半角に英小文字含む OPC4 OPC9 英数文字変換 半角のみ 

     〟   含まない OPC5 OPCA  
 

表 4.3.10 KEIS78漢字ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                    ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  (EUCｺｰﾄﾞ) 

 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：KEIS78漢字） 

           (半角ｺｰﾄﾞ：EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ  OPD1 OPD6 

半角にｶﾅ文字含まない OPD2 OPD7 

漢字変換 

全/半角混在 

   〟   含む OPD3 OPD8 

半角にｶﾅ文字含まない OPD4 OPD9 英数文字変換 半角のみ 

   〟   含む OPD5 OPDA  
 

表 4.3.11 KEIS83/90漢字ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                    ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  (EUCｺｰﾄﾞ) 

 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (全角ｺｰﾄﾞ：KEIS83/90漢字） 

           (半角ｺｰﾄﾞ：EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ  OPE1 OPE6 

半角にｶﾅ文字含まない OPE2 OPE7 

漢字変換 

全/半角混在 

   〟   含む OPE3 OPE8 

半角にｶﾅ文字含まない OPE4 OPE9 英数文字変換 半角のみ 

   〟   含む OPE5 OPEA  
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（３）ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑが「Unicode」の場合の変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

表 4.3.12 IBM漢字ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒﾀ                      ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側(UNICODE) 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側(全角ｺｰﾄﾞ:IBM漢字)  

         (半角ｺｰﾄﾞ:EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ OP61 OP66 

半角英小文字含む OP62 OP67 

漢字変換 

 

 
全/半角混在 

 半角英小文字含まない OP63 OP68 

半角英小文字含む OP64 OP69 英数文字変換 半角のみ 

半角英小文字含まない OP65 OP6A 
 

 

表 4.3.13 KEIS78 ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒﾀ                      ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側(UNICODE) 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側(全角ｺｰﾄﾞ:KEIS78)  

         (半角ｺｰﾄﾞ:EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 

 

otm変換用 

 

全角のみ OP71 OP76 

半角ｶﾅ文字含まない OP72 OP77 

漢字変換 

全/半角混在 

半角ｶﾅ文字含む OP73 OP78 

半角ｶﾅ文字含まない OP74 OP79 英数文字変換 半角のみ 

半角ｶﾅ文字含む OP75 OP7A 

 
 

表 4.3.14 KEIS83/90 ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒﾀ                      ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側(UNICODE) 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側(全角ｺｰﾄﾞ:KEIS83/90)  

         (半角ｺｰﾄﾞ:EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ OP81 OP86 

半角ｶﾅ文字含まない OP82 OP87 

漢字変換 

全/半角混在 

半角ｶﾅ文字含む OP83 OP88 

半角ｶﾅ文字含まない OP84 OP89 英数文字変換 半角のみ 

半角ｶﾅ文字含む OP85 OP8A 
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表 4.3.15 JEF漢字ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒﾀ              ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側(UNICODE) 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側(全角ｺｰﾄﾞ:JEF漢字)  

         (半角ｺｰﾄﾞ:EBCDIC/EBCDIK) 

mto変換用 otm変換用 

全角のみ OP91 OP96 

半角ｶﾅ文字含まない OP92 OP97 

漢字変換 

全/半角混在 

半角ｶﾅ文字含む OP93 OP98 

半角ｶﾅ文字含まない OP94 OP99 英数文字変換 半角のみ 

半角ｶﾅ文字含む OP95 OP9A 
 

 

表 4.3.15-1 数値ｺｰﾄﾞ体系を基調とするフィールド属性一覧 

変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

 

                                ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側  

                                (文字形式データ） 

 

ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側  (パック形式データ） 

             (ゾーン形式データ) 

mto変換用 otm変換用 

 パック形式変換 OPB1 OPB6 数値変換 

 ゾーン形式変換 OPB2 OPB7 
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4.3.3. ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙを使った「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」との関連付け 
 

変換操作対象となるＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙと「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」を関連付けるため、ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨが mto変換また

はotm変換するＤＢﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ（ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側SAM ﾌｧｲﾙ と ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側UNIX/PC ﾌｧｲﾙ の1 ｾｯﾄ）を指定するのに用

いている「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ」を使います。 

「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ」に対しては、ﾕｰｻﾞｰ編集切口処理（Code Converter 処理）を施すことの宣言、および

「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」等のCode Converter関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀを追記します。 

（「ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙ」も、一定の書式に従って、ﾕｰｻﾞがﾃｷｽﾄﾌｧｲﾙ形式で記述するものです。） 

 

［追記要領］ 

次の２つのﾊﾟﾗﾒｰﾀを追加記述してください。 

① USER-EDIT 記述 → ﾕｰｻﾞｰ編集切口処理(Code Converter処理)を施すことを宣言する予約語ｷｰﾜｰﾄﾞです。 

 既存のﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨ用ﾊﾟﾗﾒｰﾀの後方に、1個以上の半角ｽﾍﾟｰｽを空けてこの通り記述してください。 

② ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ名称 および 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ名 の記述 → Code Converter関連ﾊﾟﾗﾒｰﾀです。 

 4.3.2節の説明に従って作成したﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙの名称、および編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの名称(EditOpFile/ 

EditOpEUC)に各 ”々./”（当該ﾌｧｲﾙがｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ上に格納されていることを示すﾊﾟｽ記述）を付加し、 

さらに両者を”,”(ｺﾝﾏ)で連結したものを ①のUSER-EDITの後に1個以上の半角ｽﾍﾟｰｽを空けて記述して 

ください。(”./” ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ名称 ”,” 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ名 ”./” の間にｽﾍﾟｰｽを入れないでください） 

 

［追記例］   （△：半角1 ﾊﾞｲﾄ以上の空白を示す。） 

 

 mto VSNaaa:DSNccc OPENFILE2 No No No  △ USER-EDIT △ ./FldDefFile,./EditOpFile   

（｢Hitachi RapidXchange Function 

ﾕｰｻﾞｰｽﾞｶﾞｲﾄﾞ｣ 参照） 

間にｽﾍﾟｰｽ挿入不可 

この部分を記述追加します。 

ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨ用ﾊﾟﾗﾒｰﾀ UOC 使用の宣言   ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ名  編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ名 

 

図 4.3.13 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ定義ﾌｧｲﾙを使った「ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ」との関連付け 
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4.3.4. 編集オプションファイル 
編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙは、Code Converterで支援している変換様式(表 4.3.3～表 4.3.6、表 4.3.9～表 4.3.15

に示したﾌｨｰﾙﾄﾞ属性）の全種類について詳細を定義するもので、ｵｰﾌﾟﾝ環境(UNIX/PC ｻｰﾊﾞ)のｶﾚﾝﾄﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ内に

格納して使います。 

編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙは、ｵｰﾌﾟﾝｼｽﾃﾑ側の文字ｺｰﾄﾞによって、ファイルが異なります。 

・ｼﾌﾄ JIS / JIS8 ：EditOpFile 

・EUC ｺｰﾄﾞ ：EditOpEUC 

・Unicode ：EditOpUNI 

 

未定義ｺｰﾄﾞの置換に使用するｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞを独自の特殊ｺｰﾄﾞに変更したい等の状況も考えられますので、この

編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙで定義している内容について簡単な説明をしておきます。 

 

 

 パラメータ定義ファイル 

 [KANJI:OP41] #･･･変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI：OP41 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ     

 JEFtoSJIS       #･･･JEF漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する                         変換ﾓｰﾄﾞ指示 =KANJI：OP41 

 ./               #･･･ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する                        …JEF漢字→ｼﾌﾄ JIS漢字変換 

 JEFSJIS         #･･･JEFSJIS.tblというｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する                                   (全角のみ) 

 TRAN_DBLSPACE   #･･･当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に半角文字ｺｰﾄﾞがあるなら EBCDIK ｺｰﾄﾞ               の場合の指定例 

                 #    (ｶﾅ文字を含む)であり､ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

 20              #･･･半角未定義文字は X’20’に置換する                         

 8140            #･･･全角未定義文字は X’8140’に置換する 

 20              #･･･半角/全角混在時、変換先領域が余れば X’20’で充填する 

 8140            #･･･全角のみの時、変換先領域が余れば X’8140’で充填する 

 TRAN_DOUBLE     #･･･当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 [CHAR:OP45]   #･･･変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR：OP45 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

 EBKJEFtoJIS8    #･･･JEF版 EBCDIKから JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する (ｶﾅ文字を含む)           変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR：OP45 

 ./               #･･･ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する                        …EBCDIK→JIS8英数文字変換 

 JEFSJIS         #･･･ JEFSJIS.tblというｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する                    (ｶﾅ文字を含む半角のみ) 

 20              #･･･未定義文字は X’20’に置換する                                    の場合の指定例 

 20              #･･･変換先領域が余ればX’20’で充填する 

 []           #･･･終了記述子 

 mto VSNaaa:DSNccc OPENFILE2 No No No  USER-EDIT      ./FldDefFile,./EditOpFile   

編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ名 

./EditOpFile（編集オプションファイル）… ｺﾒﾝﾄも含め、最大 999行のﾃｷｽﾄ形式ﾌｧｲﾙです｡ 

 

図 4.3.14 編集オプションファイルによる変換ﾓｰﾄﾞ指示の記述様式 概念図 
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編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの中では、各行単位に必要項目数(1 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ)より後方および ’#’文字以降をｺﾒﾝﾄとして扱っ

ています。また、空白行もｺﾒﾝﾄ扱いです。 

 

 

 ｺﾒﾝﾄ 

 

    (空白行) 

XXXXXXXXXX #XX XXXXXXXX 

# XXXXXXXXXX  X    XXXXXXX  XX 

XXXXXXX  XXX  XXXXX XXXXXXX 

XXXXXXXXXX 

例） 

 

図 4.3.15 編集オプションファイル内のコメント記述 

 

［変換ﾓｰﾄﾞ指示の記述書式・概要］ 

① このﾌｧｲﾙには、英数文字変換や漢字変換に係るﾓｰﾄﾞ指定などの情報を、ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙの中で使用して

いる変換ﾓｰﾄﾞ指示(OPnn)の種類数分だけ、順不同で全て記述してあります。 

② 各種の変換ﾓｰﾄﾞ指示の記述情報は”[CHAR：OPnn]””[KANJI：OPnn]” ”[NUM：OPnn]”を記述した定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ

行で始まり、次の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ ”[xxxx：OPnn]”が現れるまでの間に定義されます。 

（最後は、終了記述子(”[]”の２文字)で終わります。） 

③ 後に示す表 4.3.16～表 4.3.18で決められた個数（=行数）のﾓｰﾄﾞ指定ﾊﾟﾗﾒｰﾀを１ﾊﾟﾗﾒｰﾀ／１行ずつ、表

項番と同じ順番で定義しています。 

(この時、行数はﾊﾟﾗﾒｰﾀを含む有効行のみで数え、ｺﾒﾝﾄのみの行は数えていません。) 

④ 最終行には、終了記述子(”[]”の２文字)があり、これをもって編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの終了と識別しています。 

⑤ 1行1文で127カラム、999行まで(ｺﾒﾝﾄ含む)記述できます。 

 

[編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙの編集方法] 

標準提供の変換指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀを変更するか、ｺﾋﾟｰして新たな変換指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀを作成し、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの変更を行って

ください。 
 

[KANJI:OP41]    #･･･変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI：OP41 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

 JEFtoSJIS       #･･･JEF漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する 

 ./              #･･･ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

 JEFSJIS         #･･･JEFSJIS.tblというｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

 TRAN_DBLSPACE   #･･･当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に半角文字ｺｰﾄﾞがあるなら EBCDIK ｺｰﾄﾞ 

                 #    (ｶﾅ文字を含む)であり､ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

 20              #･･･半角未定義文字は X’20’に置換する  

 8140            #･･･全角未定義文字は X’8140’に置換する 

 20              #･･･半角/全角混在時、変換先領域が余れば X’20’で充填する 

 8140            #･･･全角のみの時、変換先領域が余れば X’8140’で充填する 

 TRAN_DOUBLE     #･･･当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

 

[KANJI:USR41]    #･･･変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI：USR41 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

 JEFtoSJIS       #･･･JEF漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する 

 ./              #･･･ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

 JEFSJIS         #･･･JEFSJIS.tblというｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

 TRAN_DBLSPACE|TRAN_SHIFT_28|TRAN_NOREC 

                 #･･･当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内に半角文字ｺｰﾄﾞがあるなら EBCDIK 

                 #    (ｶﾅ文字を含む)であり､ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

 20              #･･･半角未定義文字は X’20’に置換する  

 8140            #･･･全角未定義文字は X’8140’に置換する 

 20              #･･･半角/全角混在時、変換先領域が余れば X’20’で充填する 

 8140            #･･･全角のみの時、変換先領域が余れば X’8140’で充填する 

 TRAN_DOUBLE     #･･･当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 []           #･･･終了記述子 

ｺﾋﾟｰして[KANJI:USR41] 

を作成 

追加したいﾊﾟﾗﾒﾀを追記 

 
 

表 4.3.16～表 4.3.18 に、Code Converterが使用している変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀの一覧を示します。 
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表 4.3.16 英数文字変換”[CHAR：OPnn]”用 変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ一覧（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ数：６個） 

指定行 指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記述内容 意味 ｶﾅ文字 

１行目 ｺｰﾄﾞ変換種別 ｍ

ｔ

ｏ

方

向 

EBCIBMtoJIS8 IBM版EBCDIC→JIS8ｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBKIBMtoJIS8 IBM版EBCDIK→JIS8ｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBCKS78toJIS8 KEIS78版EBCDIC→JIS8ｺｰﾄﾞ変換を指示 含まない 

EBKKS78toJIS8 KEIS78版EBCDIK→JIS8ｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBCKS90toJIS8 KEIS90版EBCDIC→JIS8ｺｰﾄﾞ変換を指示 含まない 

EBKKS90toJIS8 KEIS90版EBCDIK→JIS8ｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBCJEFtoJIS8 JEF版EBCDIC→JIS8ｺｰﾄﾞ変換を指示  含まない 

EBKJEFtoJIS8 JEF版EBCDIK→JIS8ｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBCIBMtoEUC IBM版EBCDIC→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBKIBMtoEUC IBM版EBCDIK→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBCKS78toEUC  KEIS78版EBCDIC→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 含まない 

EBKKS78toEUC KEIS78版EBCDIK→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBCKS90toEUC KEIS90版EBCDIC→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 含まない 

EBKKS90toEUC KEIS90版EBCDIK→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBCIBMtoUNI IBM版EBCDIC→Unicodeｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

EBKIBMtoUNI IBM版EBCDIK→Unicdeｺｰﾄﾞ変換を指示 含む 

ｏ

ｔ

ｍ

方

向 

JIS8toEBCIBM JIS8ｺｰﾄﾞ→IBM版EBCDIC変換を指示 含む 

JIS8toEBKIBM JIS8ｺｰﾄﾞ→IBM版EBCDIK変換を指示 含む 

JIS8toEBCKS78 JIS8ｺｰﾄﾞ→KEIS78版EBCDIC変換を指示 含まない 

JIS8toEBKKS78 JIS8ｺｰﾄﾞ→KEIS78版EBCDIK変換を指示 含む 

JIS8toEBCKS90 JIS8ｺｰﾄﾞ→KEIS90版EBCDIC変換を指示  含まない 

JIS8toEBKKS90 JIS8ｺｰﾄﾞ→KEIS90版EBCDIK変換を指示 含む 

JIS8toEBCJEF JIS8ｺｰﾄﾞ→JEF版EBCDIC変換を指示  含まない 

JIS8toEBKJEF JIS8ｺｰﾄﾞ→JEF版EBCDIK変換を指示 含む 

EUCtoEBCIBM EUCｺｰﾄﾞ→IBM版EBCDIC変換を指示 含む 

EUCtoEBKIBM EUCｺｰﾄﾞ→IBM版EBCDIK変換を指示 含む 

EUCtoEBCKS78  EUCｺｰﾄﾞ→KEIS78版EBCDIC変換を指示 含まない 

EUCtoEBKKS78 EUCｺｰﾄﾞ→KEIS78版EBCDIK変換を指示 含む 

EUCtoEBCKS90 EUCｺｰﾄﾞ→KEIS90版EBCDIC変換を指示  含まない 

EUCtoEBKKS90 EUCｺｰﾄﾞ→KEIS90版EBCDIK変換を指示 含む 

UNItoEBCIBM Unicodeｺｰﾄﾞ→IBM版EBCDIC変換を指示 含む 

UNItoEBKIBM Unicodeｺｰﾄﾞ→IBM版EBCDIK変換を指示 含む 

２行目 ﾃｰﾌﾞﾙ格納ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 英数文字列 ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙ格納ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの名称を指示 

３行目 変換ﾃｰﾌﾞﾙ名称 英数文字列 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞで使用するｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙの名称を指示 



4. Code Converter の使い方 

 58 

指定行 指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記述内容 意味 ｶﾅ文字 

４行目 未定義置換ｺｰﾄﾞ ２桁の１６進文字 未定義文字はこのｺｰﾄﾞで置換することを指示 

UNICODE変換の場合：未定義置換ｺｰﾄﾞの前に、0x00を付加した 

ｺｰﾄﾞにて置換します。また、半角ｶﾅｺｰﾄﾞは指定出来ません。 

UNICODE以外の場合：指定された未定義置換ｺｰﾄﾞにて、置換します 

 

５行目 ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ ２桁の１６進文字 変換先領域が余ればこのｺｰﾄﾞで充填することを指示 

UNICODE変換の場合： ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞの前に、0x00を付加したｺｰﾄﾞ

にて置換します。また、半角ｶﾅｺｰﾄﾞは指定出来ません 

UNICODE以外の場合：指定されたﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞにて、置換します 

 

６行目 ｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定 TRAN_NOREC 固定長ﾃﾞｰﾀｾｯﾄで、otm方向の変換時に0ﾊﾞｲﾄ長のﾃﾞｰﾀを許可すること

を指示。 

なお、TRAN_NORECを指定しない場合は6行目は必要ありません。 

  TRAN_CODECHK 未定義ｺｰﾄﾞのﾛｸﾞ出力を指示(省略時は､ﾛｸﾞを出力しない)(*3)(*4) 

  TRAN_CODE_UNDEFCHK 未定義ｺｰﾄﾞのﾛｸﾞ出力を指示(省略時は､ﾛｸﾞを出力しない)(*3)(*4) 

  TRAN_DATA_SIZECHK OPEN側ﾃﾞｰﾀの切り捨て情報のﾛｸﾞ出力を指示 (*2)(*4) 

  TRAN_MAXIMUM ｺｰﾄﾞ変換対象を全てのｺｰﾄﾞ範囲にする。 (*1) 

  TRAN_MINIMUM ｺｰﾄﾞ変換対象を、EBCDIC（TRAN_EBCDICの場合）or EBCDIK 

（TRAN_EBCDIKの場合）とJIS第１水準／第２水準の範囲に 

限定して変換する。それ以外のｺｰﾄﾞは、未定義ｺｰﾄﾞに置換 

する。TRAN_MAXIMUMに比較して変換性能が良い。 (*1) 

(*1)EUCｺｰﾄﾞ変換のときのみ有効 

(*2)表 4.3.17の(*6)を参照してください。 

(*3)表 4.3.17の(*4)を参照してください。 

(*4)指定するにはｵﾌﾟｼｮﾝ製品Code Converter-CODECHKが必要です。 
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表 4.3.17 漢字変換”[KANJI：OPnn]”用 変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ一覧（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ数：９個） 

指定行 指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記述内容 意味 

１行目 ｺｰﾄﾞ変換種別 ｍ

ｔ

ｏ

方

向 

IBMtoSJIS 全角文字はIBM漢字→ｼﾌﾄJISｺｰﾄﾞ変換を指示 

JEFtoSJIS 全角文字はJEF漢字→ｼﾌﾄJISｺｰﾄﾞ変換を指示 

KS78toSJIS 全角文字はKEIS78漢字→ｼﾌﾄJISｺｰﾄﾞ変換を指示 

KS90toSJIS 全角文字はKEIS83/90漢字→ｼﾌﾄJISｺｰﾄﾞ変換を指示 

IBMtoEUC 全角文字はIBM漢字→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 

KS78toEUC 全角文字はKEIS78漢字→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 

KS90toEUC 全角文字はKEIS83/90漢字→EUCｺｰﾄﾞ変換を指示 

IBMtoUNI 全角文字はIBM漢字→Unicode変換を指示 

JEFtoUNI 全角文字はJEF漢字→Unicode変換を指示 

KS78toUNI 全角文字はKEIS78漢字→Unicode変換を指示 

KS90toUNI 全角文字はKEIS83/90漢字→Unicode変換を指示 

ｏ

ｔ

ｍ

方

向 

SJIStoIBM 全角文字はｼﾌﾄJISｺｰﾄﾞ→IBM漢字変換を指示 

SJIStoJEF 全角文字はｼﾌﾄJISｺｰﾄﾞ→JEF漢字変換を指示 

SJIStoKS78 全角文字はｼﾌﾄJISｺｰﾄﾞ→KEIS78漢字変換を指示 

SJIStoKS90 全角文字はｼﾌﾄJISｺｰﾄﾞ→KEIS83/90漢字変換を指示 

EUCtoIBM 全角文字はEUCｺｰﾄﾞ→IBM漢字変換を指示 

EUCtoKS78 全角文字はEUCｺｰﾄﾞ→KEIS78漢字変換を指示 

EUCtoKS90 全角文字はEUCｺｰﾄﾞ→KEIS83/90漢字変換を指示 

UNItoIBM 全角文字はUnicode→IBM漢字変換を指示 

UNItoJEF 全角文字はUnicode→JEF漢字変換を指示 

UNItoKS78 全角文字はUnicode→KEIS78漢字変換を指示 

UNItoKS90 全角文字はUnicode→KEIS83/90漢字変換を指示 

２行目 ﾃｰﾌﾞﾙ格納ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ 英数文字列 ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙ格納ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘの名称を指示 

３行目 変換ﾃｰﾌﾞﾙ名称 英数文字列 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞで使用するｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙの名称を指示 

４行目 ｺｰﾄﾞ変換ﾓｰﾄﾞ指定 TRAN_EBCDIC 半角文字があるならｶﾅ文字を含まないことを指示 

  TRAN_EBCDIK 半角文字があるならｶﾅ文字を含むことを指示 

  TRAN_SGLSPACE ｽﾍﾟｰｽは半角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換することを指示 

TRAN_DBLSPACEと共に指定できない 

  TRAN_DBLSPACE ｽﾍﾟｰｽは全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換することを指示 

TRAN_SGLSPACEと共に指定できない 

  TRAN_MIXED_SPACE ｽﾍﾟｰｽは半角/全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換することを指示 

TRAN_SGLSPACE,TRANDBLSPACEと指定時は当指定が優先する 

(KEISSJISｺｰﾄﾞ変換でのみ有効) 

  TRAN_START_SINGLE 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは半角文字から開始することを指示(*1) 

  TRAN_START_DOUBLE 当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは全角文字から開始することを指示(*1) 

  TRAN_SHIFT_NO ｼﾌﾄｺｰﾄﾞを挿入しないことを指示 

  TRAN_SHIFT_28 ｼﾌﾄｺｰﾄﾞを0x28にすることを指示(JEFｺｰﾄﾞでのみ有効) 

  TRAN_SHIFT_38 ｼﾌﾄｺｰﾄﾞを0x38にすることを指示(JEFｺｰﾄﾞでのみ有効) 

  TRAN_SHIFT_SPACE  全角文字列中の半角ｽﾍﾟｰｽに対してもｼﾌﾄｺｰﾄﾞを付けることを指

示(*2) 
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指定行 指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記述内容 意味 

  TRAN_SHIFT_DBLCHAR OTM 変換時にｺｰﾄﾞ変換ﾌｨｰﾙﾄﾞに全角文字列がある場合、

その全角文字列の前後にシフトコードを付けることを指

示（全/半角混在の漢字変換を指示したときのみ有効）

(*2)(*3) 

  TRAN_NOREC 固定長ﾃﾞｰﾀｾｯﾄで、otm方向の変換時に0ﾊﾞｲﾄ長のﾃﾞｰﾀを許可する

ことを指示。 

  TRAN_NOPAD SO/SI削除分ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞを充填しないことを指示 

  TRAN_SOSI_PAIRCHK SO/SIのﾍﾟｱﾁｪｯｸ結果をﾛｸﾞﾌｧｲﾙに出力を指示(*7) 

  TRAN_CODECHK 未定義ｺｰﾄﾞのﾛｸﾞ出力を指示(省略時は、ﾛｸﾞを出力しない) 

(*4)(*7) 

  TRAN_CODE_UNDEFCHK 未定義ｺｰﾄﾞのﾛｸﾞ出力を指示(省略時は、ﾛｸﾞを出力しない) 

(*4)(*7) 

  TRAN_DATA_SIZECHK  OPEN側ﾃﾞｰﾀの切り捨て情報のﾛｸﾞ出力を指示(*6)(*7) 

  TRAN_MAXIMUM ｺｰﾄﾞ変換対象を全てのｺｰﾄﾞ範囲にする。 (*5) 

  TRAN_MINIMUM ｺｰﾄﾞ変換対象を、EBCDIC（TRAN_EBCDICの場合）or 

EBCDIK（TRAN_EBCDIKの場合）とJIS第１水準／第２ 

水準の範囲に限定して変換する。それ以外のｺｰﾄﾞは、 

未定義ｺｰﾄﾞに置換する。TRAN_MAXIMUMに比較して変換 

性能が良い。 (*5) 

５行目 未定義置換ｺｰﾄﾞ半角 ２桁の１６進文字 半角の未定義文字はこのｺｰﾄﾞで置換することを指示 

UNICODE変換の場合：未定義置換ｺｰﾄﾞの前に、0x00を付加したｺｰ

ﾄﾞにて置換します。また、半角ｶﾅｺｰﾄﾞは指定出来ません。 

UNICODE以外の場合：指定された未定義置換ｺｰﾄﾞにて、置換しま

す。 

６行目 未定義置換ｺｰﾄﾞ全角 ４桁の１６進文字 全角の未定義文字はこのｺｰﾄﾞで置換することを指示 

７行目 ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ半角 ２桁の１６進文字 半角/全角混在時、変換先領域が余ればこのｺｰﾄﾞで充填すること

を指示 

UNICODE変換の場合： ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞの前に、0x00を付加したｺ

ｰﾄﾞにて置換します。また、半角ｶﾅｺｰﾄﾞは指定出来ません 

UNICODE以外の場合：指定されたﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞにて、置換しま

す。 

８行目 ﾌｨｰﾙﾄﾞ充填ｺｰﾄﾞ全角 ４桁の１６進文字 全角のみの時、変換先領域が余ればこのｺｰﾄﾞで充填することを

指示 

９行目 半角/全角混在有無 TRAN_DOUBLE 全角(2Byteｺｰﾄﾞ)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞであることを指示 

TRAN_MIX 半角/全角が混在するﾌｨｰﾙﾄﾞであることを指示 

(*1)ﾌｨｰﾙﾄﾞ先頭がｼﾌﾄｲﾝ／ｼﾌﾄｱｳﾄｺｰﾄﾞから始まる場合には、本指示は無視され、ｼﾌﾄｺｰﾄﾞが優先されます。 
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(*2)TRAN_SHIFT_SPACEとTRAN_SHIFT_DBLCHARの相違を以下に示す。 

レコード形式 TRAN_SHIFT_SPACE TRAN_SHIFT_DBLCHAR 

固定長 OTM 変換時に全角文字列中の半角ｽﾍﾟｰｽに対し

てもｼﾌﾄｺｰﾄﾞを付ける。 

固定長/可変長で OTM 変換時に全角文字列の前

後にｼﾌﾄｺｰﾄﾞを付ける。 

可変長 OTM 変換時に全角文字列中の半角ｽﾍﾟｰｽに対し

てもｼﾌﾄｺｰﾄﾞを付ける。 

注）可変長レコードを OTM 変換時に変換フィ

ールド終端の文字列が全角文字列に対してｼﾌﾄ

IN ｺｰﾄﾞ(X’0F’)が付加されない。 

また、TRAN_SHIFT_SPACEとTRAN_SHIFT_DBLCHARを共に指定した場合は、TRAN_SHIFT_DBLCHARが有効となリ

ます。 

 

(*3)出力ﾌｨｰﾙﾄﾞの後端に全角文字列をｺｰﾄﾞ変換したとき、出力ﾌｨｰﾙﾄﾞの最後が漢字文字列の途中で終わる場合

はｼﾌﾄｺｰﾄﾞ(X’0F’)が付加されません（下の表を参照）。したがって、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ側の出力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長を以下の計算

値を超える十分な長さにしてください。 

・OPEN側の入力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長＋入力ﾌｨｰﾙﾄﾞに含まれる漢字ﾌｨｰﾙﾄﾞ数×ｎ 

ｎ：ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ分（IBM,JEFの場合は２、KEISの場合は４） 

 

全角文字で終わるケース 全角文字の中間で終わるケース 

       1--------8-------15 Byte 

OPEN ﾃﾞｰﾀ： abcあい deうえお 

       1--------8-------15 Byte 

OPEN ﾃﾞｰﾀ： abcあい deうえお 

16Byteへ変換： 

「え」で終わり、ｼﾌﾄｺｰﾄﾞは付加されない。 

17Byteへ変換： 

「お」の中間で終わると、ｼﾌﾄｺｰﾄﾞが付加される。 

       1--------9--------16 Byte 

M/F ﾃﾞｰﾀ：  abc▲あい▼de▲うえ 

       1--------9---------17 Byte 

M/F ﾃﾞｰﾀ：  abc▲あい▼de▲うえ▼  
凡例．▲：シフトOUT(X’0E’)、▼：シフトIN(X’0F’) 

① 左の例では、「え」が出力フィールドの終端で終わるため、「お」が切り捨てられてシフト INコードが付

加されない。 

② 右の例では「お」の中間で終わるため、「お」が切り捨てられて「お」の右１バイト分にシフト INコード

が付加される。 

 

 

(*4) TRAN_CODECHKとTRAN_CODE_UNDEFCHKの相違を以下に示す。 

項  目 TRAN_CODECHK TRAN_CODE_UNDEFCHK 

未定義コードの検出がなかった ログファイルを作成する ログファイルを作成しない 

ログファイルが１ＭＢを超えた 処理は異常終了する。 ログ出力を停止して処理を継続する。 

ログ出力形式 相違点なし 相違点なし 

  （注）ログファイルは、上書きモードで作成する。 

 

(*5)EUC ｺｰﾄﾞ変換のときのみ有効 
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(*6) OTM変換の出力ﾌｨｰﾙﾄﾞが全角文字列で終わる変換の場合は、以下に示す変換状態になります。 

① 全角文字の最終文字で終わるケース ② 全角文字の中間で終わるケース 

            1-------8-------15 Byte 

    OPENﾃﾞｰﾀ：  abcあいdeうえお 
             1-------8-------15 Byte 
    OPENﾃﾞｰﾀ：   abcあいdeうえお 

18Byteへ変換： 
 ”お”で終わるｹｰｽ 

17Byteへ変換： 
 ”お”の中間で終わるｹｰｽ 

              1---------9----------18 Byte 

    M/Fﾃﾞｰﾀ：   abc▲あい▼de▲うえお 
               1---------9---------17 Byte 
     M/Fﾃﾞｰﾀ：   abc▲あい▼de▲うえ△ 

【説明】 

①のケースでは、”お”が出力フィールドの終端で終わるため、シフトIN(X’0F’)コードは付加されない。 

②のケースでは、”お”の中間で終わるため、１バイト空白を付加して”お”は切り捨てられる。 

【TRAN_SHIFT_DBLCHARとの関連】 

TRAN_DATA_SIZECHKとTRAN_SHIFT_DBLCHARとの関連を以下に示す。 

項 目 ｹｰｽ TRAN_SHIFT_DBLCHARなし TRAN_SHIFT_DBLCHARあり 

ｼﾌﾄｺｰﾄﾞ 
① 付加しない 付加しない 

② 付加しない 付加する 

“お”の1ﾊﾞｲﾄ部分 ② 
空白を付加する ｼﾌﾄIN(X’0F’)ｺｰﾄﾞを付加する 

 “abc▲あい▼de▲うえ△”  “abc▲あい▼de▲うえ▼” 

ﾃﾞｰﾀ切捨てﾛｸﾞ情報 
① 出力しない 出力する 

② 出力する 出力する 

切り捨てた長さ 
①  ―  ０(**1) 

②  ２(**2)  ２(**2) 

(**1) シフトコードだけが付加されなかった状態を示す長さである。 

(**2) “お”を切り捨てた長さである。 

凡例．▲：シフトOUT(X’0E’)、▼：シフトIN(X’0F’)、△：空白 

本オプションを用いてOTMコード変換したときにデータの切り捨てが発生した場合、全レコードのコード変

換が終了したときにエラーメッセージ（－７６７）を出力し異常終了する。 

（注）当エラーメッセージは、Cross-OS File Exchange Function Ver.01-04-60/21より適用され、それ以

前のバージョンでは正常終了しますのでご注意願います。 

 

(*7)指定するにはｵﾌﾟｼｮﾝ製品Code Converter-CODECHKが必要です。 
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表 4.3.18 数値変換”[NUM：OPnn]”用 変換ﾓｰﾄﾞ指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ一覧（ﾊﾟﾗﾒｰﾀ数：７個） 

指定行 指示ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 記述内容 意味 

１行目 ｺｰﾄﾞ変換 

種別 

mto方向 PACKtoCHAR パック形式→文字形式に変換を指示 

ZONEtoCHAR ゾーン形式→文字形式に変換を指示 

 PACKtoUNI パック形式→Unicode文字形式に変換を指示 

 ZONEtoUNI ゾーン形式→Unicode文字形式に変換を指示 

otm方向 CHARtoPACK 文字形式→パック形式に変換を指示 

CHARtoZONE 文字形式→ゾーン形式に変換を指示 

UNItoPACK Unicode文字形式→パック形式に変換を指示 

UNItoZONE Unicode文字形式→ゾーン形式に変換を指示 

２行目 符号位置 TRAN_SIGN_F 先頭に符号を付ける 

  TRAN_SIGN_E 終端に符号を付ける 

  TRAN_SIGN_V 有効桁の前に符号を付ける(0サプレスでのみ有効) 

  TRAN_SIGN_NON 符号なし (*1) 

３行目 小数点桁数 １桁の１０進文字 小数点桁数０～９を指示 

４行目 0サプレスの処置 TRAN_NON_SUPPRESS 0サプレスしないことを指示 

TRAN_ZERO_SUPPRESS 0サプレスすることを指示 

５行目 プラス符号種別(*) TRAN_SIGN_PLUS_C プラス符号をＣにすることを指示(otmでのみ有効) 

  TRAN_SIGN_PLUS_A プラス符号をＡにすることを指示(otmでのみ有効) 

  TRAN_SIGN_PLUS_E プラス符号をＥにすることを指示(otmでのみ有効) 

  TRAN_SIGN_PLUS_F プラス符号をＦにすることを指示(otmでのみ有効) 

６行目 マイナス符号種別(*) TRAN_SIGN_MINUS_D マイナス符号をＤにすることを指示(otmでのみ有効) 

  TRAN_SIGN_MINUS_B マイナス符号をＢにすることを指示(otmでのみ有効) 

７行目 オールスペースの 

処置 

TRAN_ALLSPACE_NORMAL otmの場合、オールスペースはエラー(-758)とする 

mtoの場合、オール０はそのまま０に変換する 

  TRAN_ALLSPACE_ZERO otmの場合、オールスペースは０に変換する 

mtoの場合、オール０はオールスペースに変換する 

８行目 パックデータの符号 

処置 

TRAN_PACK_SIGN_NON 符号なしパックデータを変換する (*2) 

当指示パラメータを指定しない場合は省略可能です。 

（＊）ｏｔｍの場合、有効なパラメータ。ｍｔｏの場合、符号は自動判別します。 

(*1)TRAN_SIGN_NONは、パック形式データに符号があり、文字形式データに符号を付けない時に指定します。 

(*2)TRAN_PACK_SIGN_NONは、パック形式データに符号を付けない時に指定します。 

  このパラメタは、パック形式データの数値変換のみ有効で、オープン側の符号は、「符号位置」の指定に 

  従って処理します。 
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5. 制限事項・その他 
Code Converterが動作可能な、ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑとｻｰﾊﾞの一覧を次に示します。 

(１) 対象メインフレームとサーバ 

日立ﾏﾙﾁﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ RAID及びﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨがｻﾎﾟｰﾄしている機種＆ＯＳのうち、Code Converterは、表5.1

に示す機種＆ＯＳをｻﾎﾟｰﾄ対象とします。 

 

表5.1 Code Converter対象ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑとｻｰﾊﾞ/PC 一覧 

項番 区分  メーカ 機種 （ＯＳ） 備考 

１ ﾒｲﾝﾌﾚｰﾑ 日立 ＶＯＳ３／ＦＳ，ＶＯＳ３／ＡＳ  

２  ＩＢＭ ＭＶＳ／ＥＳＡ，ＭＶＳ／ＸＡ  

３  富士通 ＭＳＰ／ＥＸ  

４ UNIX IBM AIX 5.2以降  

５ サーバ Red Hat Linux AS3.0以降  

６   Linux RHEL AS3.0以降、AS4.0(Update5)以降 

      AS5.1以降 

*1 

７ SuSE Linux ES9以降  

８ ＰＣ Microsoft Windows Server 2003/2008/2008 R2  

対応OSの詳細については弊社へ個別にご相談ください。 

*1 64 ﾋﾞｯﾄ版はItanium(IA64)対応です。 

 

なお、Code Converterを使用する場合には、ﾌｧｲﾙ変換ﾕﾃｨﾘﾃｨが必要です。 

 

(２) 使用上の注意 

ﾗｲｾﾝｽｷｰｺｰﾄﾞ入力前にmtoを行うと0 ﾊﾞｲﾄのﾌｧｲﾙが作成されます。その場合、ﾗｲｾﾝｽｷｰを入力後に再度mtoを

行なってください。 

 

 

 

Code Converter 提供の初期(codetran.ini)ファイルは、FCU を実行するディレクトリ 

に置かなければなりません。 

注意 
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6. Code Converterエラー情報 
6.1. Code Converterエラーコード／エラーメッセージ 

表 6.1.1 Code Converterのエラーコード・エラーメッセージ 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ エラーメッセージ 

-603 ･”Parameter : CODE_CONV select error(USER-EDIT)” 

 Uoc機能使用時に使えない、CODE_CONVの指定があります。  

 ⇒ CODE_CONVの指定をしないでください。 

-604 ･”Parameter : DELIMITER select error(USER-EDIT)” 

 Uoc機能使用時に使えない、DELIMITER の指定があります。  

 ⇒ DELIMITER の指定をしないでください。 

-605 ･"Parameter : EMPTY select error(USER-EDIT)" 

 Uoc機能使用時に使えない、Empty の指定があります。 

 ⇒EMPTY指定をしないでください。 

-606 ･"Parameter : RDW select error(USER-EDIT)" 

 Uoc機能使用時に使えない、RDW の指定があります。 

 ⇒RDW指定をしないでください。 

-607 ･"Parameter : DELIMITER(No) select error(USER-EDIT)" 

 Uoc機能使用(otm)時にデリミタ指定がありません。 

 ⇒フィールド定義ファイルでデリミタを指定してください。 

-615 ･”Uoc information buf : Allocation error” 

 Uoc制御情報ﾃｰﾌﾞﾙ用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-616 ･”Edit log buf : Allocation error” 

 Uoc編集切口用ﾛｷﾞﾝｸﾞﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-617 ･”Output log buf : Allocation error” 

 Uoc出力切口/ﾊﾟｲﾌﾟ出力切口用ﾛｷﾞﾝｸﾞﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-640 ･"Null pointer (fcuuocRCedit) error" 

 fcuからNULLポインタが渡されました。 

 ⇒ fcuのﾒｰｸが正しくできているか確認してください。 

-641 ･”Field definition file open error” 

 フィールド定義ファイルのｵｰﾌﾟﾝに失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-642 ･”Edit option file open error” 

 編集オプションファイルのｵｰﾌﾟﾝに失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-643 ･”Field definition file read error” 

 フィールド定義ファイルのﾘｰﾄﾞに失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-644 ･”Edit option file read error” 

 編集オプションファイルのﾘｰﾄﾞに失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-645 ･"Field definition file : Top point/field length over flow error" 

 フィールド定義ファイルパラメータで、先頭開始位置またはフィールドサイズが編集元バッファ長よりも大きくな

っています。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 

-646 ･"Field definition file : Output field size over flow" 

 出力ﾌｨｰﾙﾄﾞ長が1 ﾚｺｰﾄﾞ最大長(32KB)をｵｰﾊﾞｰしています。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 

-647 ･"Edited size error" 

 編集後のﾄｰﾀﾙﾚｺｰﾄﾞｻｲｽﾞが0バイトです。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 
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-648 ･"Memory allocate error" 

 トレース用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-649 ･"Record format error" 

 データセットが固定長になっていません。 

 ⇒ データセットの指定をﾁｪｯｸしてください。 

-650 ･"Field definition file : Top point error" 

 フィールド定義ファイルパラメータの先頭開始位置の値が不正です。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 

-651 ･"Field definition file : Field size error" 

 フィールド定義ファイルパラメータのフィールドサイズが不正です。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 

-652 ･"Field definition file : Item count error" 

 フィールド定義ファイルパラメータのfld情報の項目数が不足しています。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 

-653 ･"Field definition file : Edit kind error" 

 フィールド定義ファイルパラメータの属性定義値が不正です。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 

-655 ･"Memorry allocate error" 

 フィールド情報読み込み用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-656 ･"Field definition file : Character is not  #/fld/end error" 

 フィールド定義ファイルパラメータで fld/end/#以外を指定しています。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 

-657 ･"Memorry allocate error" 

 フィールド定義ファイル読み込み用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-659 ･"Memorry allocate error" 

 編集オプションファイル読み込み用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-660 ･"Edit option file : Invalid format error" 

 編集オプションファイルの変換モード指示ラベルまたは終了記述子が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。(‘]’で閉じられていない。) 

-661 ･"Edit option file : Information over flow" 

 編集オプションファイルの情報量が多すぎるか’[]’がありません。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-662 ･"Edit option file : Invalid format error" 

 編集オプションファイルの変換モード指示ラベルが不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-663 ･"Edit option file : Information count error" 

 編集オプションファイルのパラメータ数が不足しています。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-664 ･"Field definition file : Non end mark or non fld area error" 

 フィールド定義ファイルに"end"マークが存在しないか"fld"からはじまるフィールドがありません。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。 

-665 ･"Edit option file : Edit table option error" 

 フィールド定義ファイルで指示された変換モードが編集オプションファイルで定義されていません。 

 ⇒ 編集オプションファイル、または、フィールド定義ファイルを見直してください。 

-666 ･"Edit option file : Edit kind or end mark error" 

 編集Blockが存在しないかまたは"end"マークがありません。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 
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-667 ･"Memory allocate error" 

 フィールド情報取得用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-668 ･"Memory allocate error" 

 フィールド定義ファイル名取得用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-669 ･"Memory allocate error" 

 フィールド情報取得用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-670 ･"Memory allocate error" 

 編集オプションファイル名取得用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-671 ･"Edit option file : Code exchange kind (Zenkaku) error" 

 編集オプションファイルの全角変換処理でコード変換種別値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-672 ･"Edit option file : 1byte code (Zenkaku) error" 

 編集オプションファイルの全角変換処理で1バイト未定義置換コードの値が 

 不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-673 ･"Edit option file : 2byte code (Zenkaku) error" 

 編集オプションファイルの全角変換処理で2バイト未定義置換コードの値が 

 不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-674 ･"Edit option file : Code exchange option kind (Zenkaku) error" 

 編集オプションファイルの 全角変換処理でコード変換モード指定の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-675 ･"Edit option file : Data string type kind (Zenkaku) error" 

 編集オプションファイルの 全角変換処理で半角／全角混在有無の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-676 ･"Kanji exchange : Parameter error" 

 全角変換処理または、半角変換処理でパラメータが不正です。 

 ⇒ fcuのﾒｰｸが正しくできているか確認してください。 

-677 ･"Kanji exchange : NOT COpen error" 

 全角変換処理または、半角変換処理が Copen（前処理）で不正になりました。 

 ⇒ 編集オプションファイルの格納ディレクトリを見直してください。 

-678 ･"Kanji exchange : Can not find exchange table error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換テーブルが存在しません。 

 ⇒ 変換テーブルを確認してください。 

-679 ･"Kanji exchange : Interface area error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換ルーチンのインタフェース不正になりました。 

 ⇒ fcuのﾒｰｸが正しくできているか確認してください。 

-680 ･"Kanji exchange : Invalid exchange table error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換テーブルが不正です。 

 ⇒ 変換テーブルを確認してください。 

-681 ･"Kanji exchange : Can not Area get for exchange table error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換テーブルを読み込む領域の確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-682 ･"Kanji exchange : Exchange table read error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換テーブルのﾘｰﾄﾞがエラーになりました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-683 ･"Kanji exchange : Exchange table I/O error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換テーブル入出力に失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 
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-684 ･"Kanji exchange : Unmatched exchange kind and exchange table error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換種別と変換テーブルがあっていません。 

 ⇒ 変換テーブルを確認してください。 

-685 ･"Kanji exchange : Broken exchange table error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換テーブルの領域が壊れています。 

 ⇒ ｃｃｎｖを使って変換テーブルの内容を表示し確認してください。 

-686 ･"Kanji exchange : Memory allocate error" 

 全角変換処理または、半角変換処理でメモリの確保に失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-687 ･"Kanji exchange : Broken environment area error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で環境設定してある領域が壊れています。 

 ⇒ fcuのﾒｰｸが正しくできているか確認してください。 

-688 ･"Kanji exchange : Exchange length error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換長が不正のためにエラーになりました。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してください。(変換を行なうフィールドサイズが０のため。) 

-689 ･"Kanji exchange : Exchange code read/set non area error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で変換するコードを参照/設定する領域が指定されていないため、 

 エラーになりました。 

 ⇒ fcuのﾒｰｸが正しくできているか確認してください。 

-690 ･"Kanji exchange : Other error" 

 全角変換処理または、半角変換処理で予期せぬエラーが発生しました。 

 ⇒フィールド定義ファイルおよび編集オプションファイルを見直してください。 

-691 ･"Conflicting with input data" 

 変換指定内容と入力データが矛盾しているため、変換できませんでした。 

 ⇒入力データおよび編集オプションファイルを見直してください。 

-693 ･"Edit option file : Code exchange kind (Hankaku) error" 

 編集オプションファイルの 半角変換処理でコード変換種別の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-694 ･"Edit option file : 1byte code (Hankaku) error" 

 編集オプションファイルの 半角変換処理で1バイト未定義置換コードの値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-695 ･"Edit option file : Directory (Zenkaku) error" 

 編集オプションファイルの 全角変換処理でテーブル格納ディレクトリが未指定です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-696 ･"Edit option file : Directory (Hankaku) error" 

 編集オプションファイルの 半角変換処理でテーブル格納ディレクトリが未指定です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-697 ･"Edit option file : Information space error" 

 編集オプションファイルに情報がありません。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直して変換情報を設定してください。 

-698 ･"Field definition file : Information space error"  

 フィールド定義ファイルにフィールド情報がありません。 

 ⇒ フィールド定義ファイルを見直してフィールド情報を設定してください。 

-700 ･"Memory allocate error" 

 フィールド情報切り出し用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-701 ･"Edit option file : 1byte umeji (Zenkaku) error"  

 編集オプションファイルの 全角変換処理でフィールド充填コード半角が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-702 ･"Edit option file : 2byte umeji (Zenkaku) error"  

 編集オプションファイルの 全角変換処理でフィールド充填コード全角が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 
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-703 ･"Edit option file : 1byte umeji (Hankaku) error"  

 編集オプションファイルの 半角変換処理でフィールド充填コード半角が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-704 ･"Edit option file : Exchange option exclusive error" 

 編集オプションファイルの変換モード指定が排他チェックエラーになりました。 

 ⇒ 編集オプションファイルの変換オプションを見直してください。 

-705 ･"Memory allocate error" 

 フィールド情報サブテーブル用ﾒﾓﾘの確保が失敗しました。 

 ⇒ HelpﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-706 ･"Field definition file : Too many data" 

 フィールド定義ファイルのサイズが大きすぎます。 

 ⇒ フィールド定義ファイルの行数をｺﾒﾝﾄも含め1000行以内にしてください。 

-707 ･"Edit option file : Too many data" 

 編集オプションファイルのサイズが大きすぎます。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。(”[]”が999行目以内に見つかりません) 

-708 ･"Edit option file : 1 line data over flow" 

 編集オプションファイルの1行の文字数が長すぎます。 

 ⇒1行127 ﾊﾞｲﾄ以内にしてください。 

-710 ･"Edit option file : Code exchange option kind (Hankaku) error" 
 編集オプションファイルの半角変換処理でコード変換モード指定の値が不正です。 
 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-720 ･"Field definition file : Delimiter or Padding error" 

 フィールド定義ファイルのデリミタまたはパディング指定が不正です。 

 ⇒ フィールド定義ファイルのデリミタまたはパディング指定を見直してください。 

-721 ･"Field define file : 1 line data over flow" 

 フィールド定義ファイルの1行の文字数が長すぎます。 

 ⇒1行127ﾊﾞｲﾄ以内にしてください。 

-722 ･"Field define file : Total field length unmatched" 

 フィールド定義ファイルの入力フィールド長の合計がﾃﾞｰﾀﾚｺｰﾄﾞ長に一致しません。 

 ⇒フィールド定義ファイルの入力フィールド長の合計を見直してください。 

    ・固定長の場合は、入力フィールド長の合計 = レコード長を確認する。 

    ・可変長の場合は、入力フィールド長の合計 <= レコード長を確認する。 

-723 ･"Field define file : Output field size error" 

 フィールド定義ファイルの出力フィールド長が不正です。 

 ⇒フィールド定義ファイルを見直してください。 

-724 ･"Field define file : Total output field length error" 

 フィールド定義ファイルの出力フィールド長の合計が不正です。 

 ⇒フィールド定義ファイルを見直してください。 

-725 ･"Field definition file : Padding cannot be specified (Un-supporting)" 
 フィールド定義ファイルの中で指定されたパディングはサポートされていません。 
 ⇒ FAL/FCUのバージョンを見直してください（Ver.01-01-45以降サポート）。 

-726 ･"Field definition file : UNICODE delimiter cannot be specified (Un-supporting)" 
 フィールド定義ファイルの中で指定されたUNICODEデリミタは、サポートされていません。 
 ⇒ FAL/FCUのバージョンを見直してください（Ver.01-01-49以降サポート）。 

-740 ･"otm : Delimiter check error" 

 フィールド定義ファイルのデリミタ指定が不正です。 

 ⇒ フィールド定義ファイルのデリミタ指定を見直してください。 

-745 ･”Log file close error” 

 ログファイルのクローズが失敗しました。 

 ⇒ Help ﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-749 ･"Edit option file : Non pack sign (Number) error" 

編集オプションファイルの数値変換指示パラメータで「パックデータの符号処置」の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 
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-750 ･"Edit option file : Code exchange kind (Number) error" 

 編集オプションファイルの数値変換処理でコード変換種別の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-751 ･"Edit option file : Sign position (Number) error" 

 編集オプションファイルの数値変換処理で符号位置の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-752 ･"Edit option file : Decimal point number (Number) error" 

 編集オプションファイルの数値変換処理で小数点以下の桁数の値（０～９）が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-753 ･"Edit option file : Zero suppress (Number) error" 

 編集オプションファイルの数値変換処理で０サプレス有無の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

 

 

-754 ･"Edit option file : Sign plus (Number) error" 

 編集オプションファイルの数値変換処理でプラス符号の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-755 ･"Edit option file : Sign minus (Number) error" 

 編集オプションファイルの数値変換処理でマイナス符号の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-756 ･"Edit option file : Zero suppress (TRAN_NON_SUPPRESS) error" 

 編集オプションファイルの数値変換処理で「０サプレスしない」が指定されています。 

 ⇒ 有効桁の前に符号を付ける（TRAN_SIGN_V）の場合、０サプレスしないは指定できません。 

-757 ･"Field define file : Input/Output field size error" 

 数値変換処理でフィールド定義ファイルの入出力フィールド長が短いため、変換できませんでした。 

 ⇒フィールド定義ファイルを見直してください。 

-758 ･"Number exchange : Sign position (Number) error with input data" 

 数値変換処理で編集オプションファイルの符号位置が入力データの該当する位置にないため、変換できませんでし

た。 

 ⇒入力データおよび編集オプションファイルを見直してください。 

-759 ･"Number exchange : Decimal point (Number) error with input data" 

 数値変換処理で編集オプションファイルの小数点桁数が入力データの該当する位置にないため、変換できませんで

した。 

 ⇒入力データおよび編集オプションファイルを見直してください。 

-760 ･"Number exchange : Input data (Number) error" 

 数値変換処理で入力データの内容が不正であるため、変換できませんでした。 

 ⇒入力データを見直してください。 

-761 ･"Edit option file : All space (Number) error" 

 編集オプションファイルの数値変換処理でオールスペースの処置の値が不正です。 

 ⇒ 編集オプションファイルを見直してください。 

-762 ･”Log file open error” 

 ログファイルのオープンが失敗しました。 

 ⇒ Help ﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-763 ･”Log file write error” 

 ログファイルへの書き込みが失敗しました。 

 ⇒ Help ﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 

-764 ･“Too Many undefined code” 

 ログファイルの容量が１ＭＢを超えました。 

 ⇒ Help ﾒﾆｭｰのErrorでｼｽﾃﾑｴﾗｰｺｰﾄﾞを表示し、OSのﾏﾆｭｱﾙによりｴﾗｰ内容をﾁｪｯｸしてください。 



6. Code Converter エラー情報 

 71 

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ エラーメッセージ 

-765 ･”Uoc object file : Kanji exchange object file error” 

 DB Loader連携機能オブジェクトが開けません。 

 ⇒ DB Loader連携機能はサポートしておりません。 

-766 ･"Log file : CODECHK option is not installed" 
 Code Converter-CODECHKオプション製品はインストールされていません。 
 ⇒ Code Converter-CODECHKオプション製品をインストールしてください。 

-767 ･"Data exchange：Omission of record data occurs" 

 OTMコード変換処理で、レコードデータの切り捨てが発生しました。 

 ⇒ ログファイルを参照し入力データおよび入力長を確認して、OTMコード変換をやり直すかチェック下さい。 

-780 ･"License of Code Converter : It does not have the license." 

 Code Converterのライセンスキーがありません。 

 ⇒ Code Converterのライセンスキーを入力してください。 

-781 ･"License of Code Converter : It expired." 

 Code Converterのライセンスキー期限が切れています。 

 ⇒ Code Converterのライセンスキーを入力してください。 

-784 ･"License of UNICODE option : It does not have the license." 

 Code Converter-UNICODEのライセンスキーがありません。 

 ⇒ Code Converter-UNICODEのライセンスキーを入力してください。 

-785 ･"License of UNICODE option : It expired." 

 Code Converter-UNICODEのライセンスキー期限が切れています。 

 ⇒ Code Converter-UNICODEのライセンスキーを入力してください。 

-788 ･"License of CODECHK option : It does not have the license." 

 Code Converter-CODECHKのライセンスキーがありません。 

 ⇒ Code Converter-CODECHKのライセンスキーを入力してください。 

-789 ･"License of CODECHK option : It expired. " 

 Code Converter-CODECHKのライセンスキー期限が切れています。 

 ⇒ Code Converter-CODECHKのライセンスキーを入力してください。 

-792 ･"License of EUC option : It does not have the license. " 

 Code Converter-EUCのライセンスキーがありません。 

 ⇒ Code Converter-EUCのライセンスキーを入力してください。 

-793 ･"License of EUC option : It expired. " 

 Code Converter-EUCのライセンスキー期限が切れています。 

 ⇒ Code Converter-EUCのライセンスキーを入力してください。 

-796 ･"License of ORALINK option : It does not have the license. " 

 Code Converter-ORALINKのライセンスキーがありません。 

 ⇒ DB Loader連携機能はサポートしておりません。 

-797 ･"License of ORALINK option : It expired. " 

 Code Converter-ORALINKのライセンスキー期限が切れています。 

 ⇒ DB Loader連携機能はサポートしておりません。 
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6.2. トラブル発生時の情報収集 
ﾄﾗﾌﾞﾙが発生し、原因が究明できない場合は以下の情報を収集して連絡してください。 

 

[Unix系の場合] 

① ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

② ﾊﾟﾗﾒﾀ定義ﾌｧｲﾙ 

③ ﾎﾞﾘｭｰﾑ定義ﾌｧｲﾙ 

④ ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ 

⑤ 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ 

⑥ libuoc.ver 

⇒/usr/libに格納されています。 

⑦ libuoc*.ver ﾌｧｲﾙ 

⇒Code Converter ｲﾝｽﾄｰﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに格納されています。 

⑧ 可能であれば、ﾃﾞｰﾀ変換前後のﾃﾞｰﾀ 

⑨ FAL/FCUのﾄﾗﾌﾞﾙ発生時の情報 

⇒採取方法はFAL/FCU ﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 

 

[Windows系の場合] 

① ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 

② ﾊﾟﾗﾒﾀ定義ﾌｧｲﾙ 

③ ﾎﾞﾘｭｰﾑ定義ﾌｧｲﾙ 

④ ﾌｨｰﾙﾄﾞ定義ﾌｧｲﾙ 

⑤ 編集ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｧｲﾙ 

⑥ libuoc.ver 

⇒C:\WINDOWSに格納されています。 

⑦ libuoc*.ver ﾌｧｲﾙ 

⇒Code Converter ｲﾝｽﾄｰﾙﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに格納されています。 

⑧ 可能であれば、ﾃﾞｰﾀ変換前後のﾃﾞｰﾀ 

⑨ FAL/FCUのﾄﾗﾌﾞﾙ発生時の情報 

⇒採取方法はFAL/FCU ﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 
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7. メインフレーム環境からオープン環境への文字コード変換（ｍｔｏ） 
この章では、メインフレーム環境からオープン環境への文字コード変換（ｍｔｏ）について説明します。 

 

7.1. ＩＢＭメインフレームコードからシフトＪＩＳコードへの変換 

7.1.1. 文字コード変換の概要 

ＩＢＭメインフレームでは、１バイトコードについては、ＥＢＣＤＩＣ（英小文字、カナ）コード及びＥＢ

ＣＤＩＫ（カナ）コードで表現されています。また、２バイトコードについては、ＩＢＭ漢字コードで表現さ

れています。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 7.1.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 7.1.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

EBCDICコード EBCDICからJIS8コードへ変換 CHAR:OP14 

EBCDIKコード EBCDIKからJIS8コードへ変換 CHAR:OP15 

IBM漢字コード IBM漢字コードからシフトJISコードへ変換 KANJI:OP11 

EBCDICコードとIBM漢字コード EBCDICとIBM漢字コードの混在したデータを、JIS8

とシフトJISコードに変換 

KANJI:OP12 

EBCDIKコードとIBM漢字コード EBCDIKとIBM漢字コードの混在したデータを、JIS8

とシフトJISコードに変換 

KANJI:OP13 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。ＩＢＭ漢字コードは、図 7.1.1に示すように
シフトＪＩＳコード（マイクロソフト標準キャラクタセットを標準としています：注１）のコード領域に変換
します。 

 

注１：シフトＪＩＳコードは、様々なＵＮＩＸワークステーション及びＰＣに搭載されていますが、メーカ

により搭載文字が異なります。基本的には、ＪＩＳ Ｘ０２０８規格に準拠していますが、装置により対応し

ている規格年度の違いや、メーカが独自に搭載した文字があり必ずしも統一されていません。このため Code 

Converter では、データの表示がもっとも頻繁に行われるＰＣ（マイクロソフト標準キャラクタセット：JIS 

x0208-1990 に準拠）を対象としたシフトＪＩＳコードへの変換を標準として提供しています。マイクロソフト

標準キャラクタセットの搭載文字については、一般資料「日本語入力ガイド<MS IME for Windows>」を参照くだ

さい。 
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 第１バイト 第２バイト 

 
 X'40’---------X'7E’,X'80’--------X'FC’ 

X'81' JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 
  ｜  

X'86'  

X'87’ Windows特殊文字 

X'88’ JIS X0208-1990 
  ｜  第１、第 2水準（漢字） 

X'9F’  

X'E0'  

  ｜  

X'EA'  

X'ED' NEC選定 IBM拡張文字 
  ｜  

X'EF'  

X'F0' ユーザ定義文字 
  ｜                    （外字：1880字） 

X'F9'  

X'FA' ＩＢＭ拡張文字 
  ｜  

X'FC'  

 

第１バイト 第２バイト 

 
 X'41’---------------------X'FE' 

X'41’ 拡張非漢字セット       (134 字） 

X'42'                英数字  （94 字） 

X'43' 基本非漢字セットカタカナ (99 字） 

X'44'                  ひらがな (153 字） 

X'45' 基本漢字セット       （3226 字） 
  ｜     ＜使用頻度順＞ 

X'55'  

X'56' 拡張漢字セット       （3483 字） 
  ｜     ＜部首画数順＞ 

X'68'  

X'69' ユーザ自由領域       （4370 字） 
  ｜     ＜ユーザ外字＞ 

X'7F'  

 

IBM漢字コードは、JIS X0208-1978で規定

された文字に加え、IBM社が選定した文字で

構成されています。 

また、全角の空白は X'4040'となります。 ： 一部の文字を除き標準で変換できます。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが

必要です。  

図 7.1.1 ＩＢＭ漢字コードからシフトＪＩＳコードへの変換 

 

7.1.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OP14,OP15） 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２） シフトコードの扱い 

シフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，X'0F'： １バイトコード開始）については、未定義コードと

同じ扱いとなります。 
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7.1.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP11) 
漢字フィールド変換(OP11)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード変

換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'41'≦第１バイト≦X'7F'かつ X'41'≦第２バイト≦X'FE'の範囲にない文

字コード）については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字コード（X'40'）は除きます。 

 

（３）シフトコードの扱い 

シフトコード（X'OE'：２バイトコード開始，X'0F'：１バイトコード開始）についても２バイトコードと

して扱いますので、シフトコードとシフトコードに続くデータの２バイトでコード変換を行うため、不当文

字コードとして扱います。このため、シフトコード以降のデータは正しいコード変換が行われません。 

 

（４）空白文字コードの扱い 

空白文字コード（X'40'）の扱いについては、通常は、偶数バイトの X'40'が連続する場合は全角の空白文

字として、シフトＪＩＳの全角の空白文字コード（X'8140'）に変換し、１バイト X'40'については半角の空

白文字としてＪＩＳ８の半角の空白文字コード（X'20'）に変換します。 

編集オプションファイルに TRAN_SGLSPACEオプションを指定することにより、X'40'については、全てＪＩ

Ｓ８の半角の空白文字コード（X'20'）に変換することもできます。 
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7.1.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OP12,OP13) 
漢字フィールド変換(OP12,OP13)では、フィールドデータ中のシフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，

X'0F'：１バイトコード開始）により、１バイトコード変換と２バイトコード変換を切り替えてコード変換を行

います。 

漢字フィールド変換(OP12,OP13)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイ

トコード変換については、漢字フィールド変換(OP11) に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの扱い 

シフトＪＩＳコードではシフトコードがないため、シフトコードは１バイトコード変換、２バイトコード

変換の切り替えに使用しますがコード変換の対象としません。 

シフトコードがデータ中にある場合のコード変換結果は、データ長が変換前より短くなりますので、左詰

めにコード変換の結果を設定し、残りバイト(シフトコードのバイト数分)にはX'FF'を設定します。 

なお、編集オプションファイルにフィールド充填コードを指定することにより、残りバイトに設定する値

を、任意の１バイト文字に置き換えることもできます。 

 

（２）シフトコードの仮定 

フィールドデータの先頭に、シフトコードが含まれない場合は、１バイトコードとして変換を行います。 

先頭が２バイトコードで始まる場合は、編集オプションファイルのコード変換モードに

TRAN_START_DOUBLEを指定することにより、２バイトコード変換を仮定するよう変更できます。 
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7.1.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
ＩＢＭメインフレームコードからシフトＪＩＳコードへ変換を行う場合、表 7.1.2 に示す標準提供のコード

変換テーブルを使用します。 

外字コードを使用する場合や、マイクロソフト標準キャラクタセット以外のシフトＪＩＳコードにコード変

換を行う場合、コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 7.1.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

IBMSJIS EBCDIK/EBCDICコード，IBM漢字コードから JIS8，シフト JISコードへの変換

情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ）ＥＢＣＤＩＣコードからＪＩＳ８へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＪＩＳ８では規定されていない文字￠(X'4A')，￢（X'5F'）および

￡（X'B1'）は未定義文字の定義に、また＼（X'E0'）は￥（X'5C':JIS8）に代替えておりますので、他の文

字に代替えする場合、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｂ）ＥＢＣＤＩＫコードからＪＩＳ８へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＪＩＳ８では規定されていない文字￡（X'4A'）は未定義文字の定義

になっております。また￢（X'5F'）については＾（X'5E':JIS8）で代替えていますので、変更する場合は、

コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｃ）ＩＢＭ漢字コードからシフトＪＩＳコードへの変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ユーザ定義文字領域（外字コード）については変換の定義を行って

いません。 

また、ユーザ定義文字領域（外字コード）をシフトＪＩＳコードに変換する場合は、シフトＪＩＳでは、

装置により使用できる外字の文字数が異なります。 

Code Converterで想定しているＰＣの場合、外字に使用できる文字数は最大１，８８０文字となりますの

で、使用する外字を選定するとともに、使用できない文字の扱いを検討（例えば、未使用文字を表す外字を

１文字決定し、使用できない文字は全て未使用文字に変換する等）する必要があります。 
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7.2. 日立メインフレームコードからシフトＪＩＳコードへの変換 

7.2.1. 文字コード変換の概要 
日立メインフレームでは、１バイトコードについては、ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コード及び 

ＥＢＣＤＩＫ（英小文字、カナ）コードで表現されています。また、２バイトコードについては、 

ＫＥＩＳコードで表現されています。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 7.2.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 7.2.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

EBCDICコード EBCDICからJIS8コードへ変換 CHAR:OP24,OP34 

EBCDIKコード EBCDIKからJIS8コードへ変換 CHAR:OP25,OP35 

KEIS78コード KEIS78コードからシフトJISコードへ変換 KANJI:OP21 

KEIS83/KEIS90コード KEIS83/90コードからシフトJISコードへ変換 KANJI:OP31 

EBCDICコードとKEIS78コード EBCDICとKEIS78コードの混在したデータを、

JIS8とシフトJISコードに変換 

KANJI:OP22 

EBCDICコードとKEIS83/90コード EBCDICとKEIS83/90コードの混在したデータを、

JIS8とシフトJISコードに変換 

KANJI:OP32 

EBCDIKコードとKEIS78コード EBCDIKとKEIS78コードの混在したデータを、

JIS8とシフトJISコードに変換 

KANJI:OP23 

EBCDIKコードとKEIS83/90コード EBCDIKとKEIS83/90コードの混在したデータを、

JIS8とシフトJISコードに変換 

KANJI:OP33 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。ＫＥＩＳコードは、図 7.2.1 に示すようにシ
フトＪＩＳコード（マイクロソフト標準キャラクタセットを標準としています）のコード領域に変換します。 
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 第１バイト 第２バイト 

 

 X'A1’----------------------X'F

E' X'59

’ 

拡張文字セット３ 

  ｜  

X'80'  

X'81' ユーザ定義文字 

  ｜  

X'A0'  

X'A1' 基本文字セット（非漢字） 

  ｜  

X'AC'  

X'AD' システムユース文字、 

  ｜ 書式制御文字 

X'AF'  

X'B0' 基本文字セット（漢字） 

  ｜  ＜ＪＩＳ第１水準互換＞ 

X'CF'  

X'D0' 拡張文字セット１（漢字） 

  ｜  ＜ＪＩＳ第２水準互換＞ 

X'FE'  

 

第１バイト 第２バイト 

 

 X'40’---------X'7E’ ､

X'80’--------X'FC’ X'81' JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 

  ｜  

X'86'  

X'87

’ 

Windows特殊文字 

X'88

’ 

JIS X0208-1990 

  ｜  第１、第 2水準（漢字） 

X'9F

’ 

 

X'E0'  

  ｜  

X'EA'  

X'ED' NEC選定 IBM拡張文字 

  ｜  

X'EF'  

X'F0' ユーザ定義文字 

  ｜                    （外字：1880字） 

X'F9'  

X'FA' ＩＢＭ拡張文字 

  ｜  

X'FC'  

 
KEIS コードは、JIS X0208-1978 で規定された文字と日立が選定した拡張文字セット３からなる

KEIS78，JIS X0208-1983/90 で規定された文字と日立が選定した拡張文字セット３からなる

KEIS83/90で構成されています。 

また、全角スペースは、X'4040'及び X'A1A1' ： 一部の文字を除き標準で変換できます。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが        

必要です。  

図 7.2.1 ＫＥＩＳコードからシフトＪＩＳコードへの変換 
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7.2.2. 英数文字フィールド変換（CHAR:OP24,OP34,OP25,OP35） 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２） シフトコードの扱い 

シフトコード（X'0A42'：２バイトコード開始，X'0A41'： １バイトコード開始）については、未定義コー

ドと同じ扱いとなります。 

 

7.2.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP21,OP31） 
漢字フィールド変換(OP21,OP31) では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコ

ード変換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'59'≦第１バイト≦X'FE'かつ X'A1'≦第２バイト≦X'FE'の範囲でない）

については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字コード（X'40'）は除きます。 

 

（３）シフトコードの扱い 

シフトコード(X'0A42':２バイトコード開始，X'0A41':１バイトコード開始)についても２バイトコードし

て扱いますので、不当文字コードとして扱います。このため、シフトコード以降のデータは正しいコード変

換が行われません。 

 

（４）空白文字コードの扱い 

偶数バイトのX'40'及びX'A1A1'は、全角の空白文字として、シフトＪＩＳの全角の空白文字コード 

（X'8140'）に変換し、１バイトX'40'については半角の空白文字としてＪＩＳ８の半角の空白文字コード 

（X'20'）に変換します。 

編集オプションファイルに TRAN_SGLSPACE オプションを指定することにより、全てＪＩＳ８の半角の空白

文字コード（X'20'）に変換することもできます。 

また、編集オプションファイルにTRAN_MIXED_SPACE オプションを指定することにより、X'A1A1'全角の空

白文字はシフトＪＩＳの全角の空白文字コード（X'8140'）に変換し、１バイト X'40'については半角の空白

文字としてＪＩＳ８の半角の空白文字コード（X'20'）に変換します。 
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7.2.4. 漢字フィールド変換（KANJI:OP22,OP32,OP23,OP33） 
漢字フィールド変換（OP22,OP32,OP23,OP33）では、フィールドデータ中のシフトコード（X'0A42'：２バイ

トコード開始，X'0A41'： １バイトコード開始）により、１バイトコード変換と２バイトコード変換を切り替

えてコード変換を行います。 

１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイトコード変換については、漢字フィー

ルド変換（OP21,OP31）に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの扱い 

シフトＪＩＳコードではシフトコードがないため、シフトコードは１バイトコード変換、２バイトコード

変換の切り替えに使用しますがコード変換の対象としません。 

シフトコードがデータ中にある場合のコード変換結果は、データ長が短くなりますので、左詰めにコード

変換の結果を設定し、残りバイト（シフトコードのバイト数分）にはX'FF'を設定します。 

なお、編集オプションファイルにフィールド充填コードを指定することにより、残りバイトに設定する値

を、任意の１バイト文字に置き換えることもできます。 

 

（２）シフトコードの仮定 

フィールドデータの先頭に、シフトコードが含まれない場合は、1バイトコードとして変換を行います。 

先頭が２バイトコードで始まる場合は、編集オプションファイルのコード変換モードに

TRAN_START_DOUBLEを指定することにより、２バイトコード変換を仮定するよう変更できます。 
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7.2.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
日立メインフレームコードからシフトＪＩＳコードへ変換を行う場合、表 7.2.2 に示す標準提供のコード変

換テーブルを使用します。 

外字コード及び拡張文字セット３を使用する場合や、マイクロソフト標準キャラクタセット以外のシフトＪ

ＩＳコードにコード変換を行う場合、コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 7.2.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

KS78SJIS EBCDIK/EBCDIC コード、ＫＥＩＳ７８コードからＪＩＳ８、シフトＪＩＳコー

ドへの変換情報を格納しています。 

KS90SJIS EBCDIK/EBCDIC コード、ＫＥＩＳ８３／９０コードからＪＩＳ８、シフトＪＩ

Ｓコードへの変換情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ）システムユース文字の扱い 

ＫＥＩＳコードでは、コード領域が X'AD'≦第１バイト≦X'AF'かつ X'A1'≦第２バイト≦X'FE'の中にシス

テムユース文字（システムが使用する文字として規定）として丸付き数字等があり、データとして使用して

いる場合があります。 

ご使用の場合は、外字コード等に変換するようコード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

（ｂ）拡張文字セット３、ユーザ定義文字領域の定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、拡張文字セット３、ユーザ定義文字領域（外字コード）については

変換の定義を行っていません。 

また、シフトＪＩＳコードに変換する場合は、拡張文字セット３、ユーザ定義文字領域の文字は全て外字

コードとして扱うことになります。シフトＪＩＳでは、装置により使用できる外字の文字数が異なります。 

Code Converter で想定しているＰＣの場合、外字に使用できる文字数は最大１,８８０文字となりますの

で、使用する外字を選定するとともに、使用できない文字の扱いを検討(例えば、未使用文字を表す外字を１

文字決定し、使用できない文字は全て未使用文字に変換する等)する必要があります。 
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7.3. 富士通メインフレームコードからシフトＪＩＳコードへの変換 

7.3.1. 文字コード変換の概要 
富士通メインフレームコードでは、１バイトコードについては、ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コード、 

ＥＢＣＤＩＣ（カナ）コード（本書ではＥＢＣＤＩＫと表記しています）及びＥＢＣＤＩＣ 

（ＡＳＣＩＩ）コードで表現されています。また、２バイトコードについては、ＪＥＦコードで表現されてい

ます。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 7.3.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 7.3.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

EBCDICコード EBCDICからJIS8コードへ変換 CHAR:OP44 

EBCDIKコード EBCDIKからJIS8コードへ変換 CHAR:OP45 

JEFコード JEFコードからシフトJISコードへ変換 KANJI:OP41 

EBCDICコードとJEFコード EBCDICとJEFコードの混在したデータを、JIS8とシ

フトJISコードに変換 

KANJI:OP42 

EBCDIKコードとJEFコード EBCDIKとJEFコードの混在したデータを、JIS8とシ

フトJISコードに変換 

KANJI:OP43 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。ＪＥＦコードは、図 7.3.1 に示すようにシフ
トＪＩＳコード（マイクロソフト標準キャラクタセットを標準としています）のコード領域に変換します。 
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第１バイト 第２バイト 

 

 X'A1’----------------------X'F

E' X'41' ＪＥＦ拡張非漢字    （1010字） 
  ｜ ＪＥＦ拡張漢字     （4039字） 

X'7F'  

X'80' ユーザ定義文字     （3102字） 
  ｜  

X'A0'  

X'A1' ＪＩＳ非漢字       （453字） 
  ｜ ＪＩＳ第１水準     （2965字） 

X'CF'  

X'D0' ＪＩＳ第２水準     （3384字） 
  ｜  

X'FE'  

 

第１バイト 第２バイト 

 

 X'40’---------X'7E’ ､

X'80’--------X'FC’ X'81' JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 
  

X'86'  

X'87

’ 

Windows特殊文字 

X'88

’ 

JIS X0208-1990 
  ｜  第１、第 2水準（漢字） 

X'9F

’ 

 

X'E0'  

  ｜  

X'EA'  

X'ED' NEC選定 IBM拡張文字 
  ｜  

X'EF'  

X'F0' ユーザ定義文字 
  ｜                    （外字：1880字） 

X'F9'  

X'FA' ＩＢＭ拡張文字 
  ｜  

X'FC'  

 

ＪＥＦコードは、JIS X0208-1978で規定された文

字と、富士通が選定したＪＥＦ拡張漢字、ＪＥＦ拡張

非漢字、ユーザ定義文字から構成されています。 

また、全角スペースは,X'4040'となります。 

：一部の文字を除き標準で変換できます。 

：コード変換テーブルのカスタマイズが必要です。 
 

図 7.3.1 ＪＥＦコードからシフトＪＩＳコードへの変換 

 

7.3.2. 英数文字フィールド変換（CHAR:OP44,OP45） 

英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２） シフトコードの扱い 

シフトコード（X'28':１２ポイント２バイトコード開始，X'38'：９ポイント２バイトコード開始，

X'29'：１バイトコード開始）については、 未定義コードと同じ扱いとなります。 
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7.3.3. 漢字フィールド変換（KANJI:OP41） 
漢字フィールド変換（OP41）では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード

変換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'41' ≦第１バイト≦X'FE'かつ X'A1' ≦第２バイト≦X'FE'の範囲でな

い）については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字コード（X'40'）は除きます。 

 

（３）シフトコードの扱い 

シフトコード（X'28':12ポイント2バイトコード開始，X'38':9ポイント2バイトコード開始,X'29': 

１バイトコード開始）についても 2 バイトコードして扱いますので、シフトコードとシフトコードに続くデ

ータの 2 バイトでコード変換を行うため、不当文字コードとして扱います。このため、シフトコード以降の

データは、正しいコード変換が行われません。 

 

（４）空白文字コードの扱い 

偶数バイトのX'40'及びX'A1A1'は、全角の空白文字として、シフトＪＩＳの全角の空白文字コード 

（X'8140'）に変換し、１バイト X'40'については半角の空白文字としてＪＩＳ８の半角の空白文字コード

（X'20'）に変換します。 

編集オプションファイルにTRAN_SGLSPACEオプションを指定することにより、X'40'については、全て 

ＪＩＳ８の半角の空白文字コード（X'20'）に変換することもできます。 
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7.3.4. 漢字フィールド変換（KANJI:OP42,OP43） 
漢字フィールド変換（OP42,OP43）では、フィールドデータ中のシフトコード（X'28':１２ポイント２バイト

コード開始，X'38'：９ポイント２バイトコード開始，X'29'：１バイトコード開始）により、１バイトコード

変換と２バイトコード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換（OP42,OP43）では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バ

イトコード変換については、漢字フィールド変換（KANJI:OP41）に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの扱い 

シフトＪＩＳコードではシフトコードがないため、シフトコードは１バイトコード変換、２バイトコード

変換の切り替えに使用しますがコード変換の対象としません。 

シフトコードがデータ中にある場合のコード変換結果は、データ長が変換前より短くなりますので、左詰

めにコード変換の結果を設定し、残りバイト(シフトコードのバイト数分)にはX'FF'を設定します。 

なお、編集オプションファイルにフィールド充填コードを指定することにより、残りバイトに設定する値

を、任意の１バイト文字に置き換えることもできます。 

 

（２） シフトコードの仮定値 

フィールドデータの先頭に、シフトコードが含まれない場合は、１バイトコードとして変換を行います。 

先頭が２バイトコードで始まる場合は、編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_START_DOUBLE

を指定することにより、２バイトコード変換を仮定するよう変更できます。 
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7.3.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
富士通メインフレームコードからシフトＪＩＳコードへ変換を行う場合、通常、表 7.3.2 に示す標準提供し

ているコード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コード、ＪＥＦ拡張非漢字／漢字を使用

する場合や、マイクロソフト標準キャラクタセット以外のシフトＪＩＳコードにコード変換を行う場合、コー

ド変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 7.3.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

JEFSJIS EBCDIK/EBCDIC コード、ＪＥＦコードからＪＩＳ８、シフトＪＩＳコードへの

変換情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ）ＥＢＣＤＩＣコードからＪＩＳ８へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＪＩＳ８では規定されていない文字￢（X'5F'），￡（X'B1'）は未

定義文字の定義になっておりますので、他の文字に代替えする場合、コード変換テーブルのカスタマイズを

行ってください。 

 

（ｂ）ＥＢＣＤＩＫコードからＪＩＳ８へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＪＩＳ８では規定されていない文字￡（X'4A'）は未定義文字の定義

になっております。また￢（X'5F'）については＾（X'5E':JIS8）で代替えていますので、変更する場合は、

コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｃ）ＪＥＦ拡張漢字，ＪＥＦ拡張非漢字，ユーザ定義文字領域の定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＪＥＦ拡張漢字、ＪＥＦ拡張非漢字、ユーザ定義文字領域（外字コ

ード）については変換の定義を行っていません。 

また、シフトＪＩＳコードに変換する場合は、ＪＥＦ拡張漢字、ＪＥＦ拡張非漢字、ユーザ定義文字領域

の文字は全て外字コードとして扱うことになります。シフトＪＩＳでは、装置により使用できる外字の文字

数が異なります。 

Code Converter で想定しているＰＣの場合、外字に使用できる文字数は最大１,８８０文字となりますの

で、使用する外字を選定するとともに、使用できない文字の扱いを検討(例えば、未使用文字を表す外字を１

文字決定し、使用できない文字は全て未使用文字に変換する等)する必要があります。 
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7.4. ＩＢＭメインフレームコードからＥＵＣコードへの変換 

7.4.1. 文字コード変換の概要 
ＩＢＭメインフレームでは、１バイトコードについては、ＥＢＣＤＩＣ（英小文字、カナ）コード及び 

ＥＢＣＤＩＫ（カナ）コードで表現されています。また、２バイトコードについては、ＩＢＭ漢字コード 

で表現されています。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 7.4.1に示す種類の文字コード変換を提供して 

います。 

 

表 7.4.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

EBCDICコード EBCDICからEUCコードセット0/2へ変換 CHAR:OPC4 

EBCDIKコード EBCDIKからEUCコードセット0/2へ変換 CHAR:OPC5 

IBM漢字コード IBM漢字コードからEUCコードセット1へ変換 KANJI:OPC1 

EBCDICコードとIBM漢字コード EBCDICとIBM漢字コードの混在したデータを、EUC

コードセット0/1/2/3に変換 

KANJI:OPC2 

EBCDIKコードとIBM漢字コード EBCDIKとIBM漢字コードの混在したデータを、EUC

コードセット0/1/2/3に変換 

KANJI:OPC3 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。ＩＢＭ漢字コードは、図 7.4.1に示すように 

ＥＵＣコード（ＪＩＳ Ｘ０２０８－１９９０：注１）のコード領域に変換します。 

 

注１：ＥＵＣコードは、様々なＵＮＩＸワークステーションに搭載されていますが、メーカや装置により対応

している規格年度の違いや、メーカーが独自に搭載した文字があり必ずしも統一されていません。このため

Code Converter では、ＪＩＳ Ｘ０２０８－１９９０規格を対象としたＥＵＣコードへの変換を標準として提

供しています。 
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 第１バイト 第２バイト 

 

 X’A1’--------------------------X’

FE’ X’A1

’ 

JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 
  

X’AF

’ 

JIS X0208-1990  第１水準（漢字） 
  

X’D0

’ 

JIS X0208-1990  第 2水準（漢字） 
  

X’F5

’ 

ユーザ定義文字 
X’FE

’ 

 

 EUCコードセット１ 
第１バイト 第２バイト 第３バイト 

X’8F’ 

 X’A1’--------------------------X’

FE’ X’A1

’ 

 
| ユーザ定義文字 

|  

|  

|  

X’FE

’ 

 

 EUCコードセット３ 
 

 

第１バイト 第２バイト 

 

 X’41’---------------------X’

FE’ X’41

’ 

拡張非漢字セット       (134字） 

X’42

’ 

               英数字  （94字） 

X’43

’ 

基本非漢字セットカタカナ (99字） 

X’44

’ 

               ひらがな (153字） 

X’45

’ 

基本漢字セット       （3226字） 
  ｜     ＜使用頻度順＞ 

X’55

’ 

 

X’56

’ 

拡張漢字セット       （3483字） 
  ｜     ＜部首画数順＞ 

X’68

’ 

 

X’69

’ 

ユーザ自由領域       （4370字） 
  ｜     ＜ユーザ外字＞ 

X’7F

’ 

 

 

IBM 漢字コードは、JIS X0208-1978 で規定さ

れた文字に加え、IBM 社が選定した文字で構成

されています。 

また、全角の空白は X'4040'となります。 
： 一部の文字を除き標準で変換できます。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが必要

です。 
 

図 7.4.1 ＩＢＭ漢字コードからＥＵＣコードへの変換 

 

7.4.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OPC4,OPC5） 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード） 

については、X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２） シフトコードの扱い 

シフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，X'0F'： １バイトコード開始）については、未定義コードと

同じ扱いとなります。 
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7.4.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OPC1) 
漢字フィールド変換(OPC1)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード変

換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'41'≦第１バイト≦X'7F'かつ X'41'≦第２バイト≦X'FE'の範囲にない文

字コード）については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字コード（X'40'）は除きます。 

 

（３）シフトコードの扱い 

シフトコード（X'OE'：２バイトコード開始，X'0F'：１バイトコード開始）についても２バイトコードと

して扱いますので、シフトコードとシフトコードに続くデータの２バイトでコード変換を行うため、不当文

字コードとして扱います。このため、シフトコード以降のデータは正しいコード変換が行われません。 

 

（４）空白文字コードの扱い 

空白文字コード（X'40'）の扱いについては、通常は、偶数バイトの X'40'が連続する場合は全角の空白文

字として、ＥＵＣコードセット１の全角の空白文字コード（X'A1A1'）に変換し、１バイト X'40'については

半角の空白文字としてＥＵＣコードセット０の半角の空白文字コード（X'20'）に変換します。 

編集オプションファイルに TRAN_SGLSPACEオプションを指定することにより、X'40'については、全てＥＵ

Ｃコードセット０の半角の空白文字コード（X'20'）に変換することもできます。 

 

7.4.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OPC2,OPC3) 

漢字フィールド変換(OPC2,OPC3)では、フィールドデータ中のシフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，

X'0F'：１バイトコード開始）により、１バイトコード変換と２バイトコード変換を切り替えてコード変換を行

います。 

漢字フィールド変換(OPC2,OPC3)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイ

トコード変換については、漢字フィールド変換(OPC1) に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１） シフトコードの扱い 

シフトコードは１バイトコード変換、２バイトコード変換の切り替えに使用しますが、ＥＵＣコードではシ

フトコードがないため、コード変換の対象としません。 

シフトコードがデータ中にある場合のコード変換結果は、データ長が変換前と一致しない場合があります。

そのためコード変換の結果がフィールド長より短くなる場合は、左詰めにコード変換の結果を設定し、更にフ

ィールドの残りバイトには X'FF'を設定します。また、コード変換の結果がフィールド長を超える場合は、変

換可能な範囲までを変換しあふれる部分については変換しません。 

なお、編集オプションファイルにフィールド充填コードを指定することにより、残りバイトに設定する値を、

任意の１バイト文字に置き換えることもできます。 

 

（２）シフトコードの仮定 

フィールドデータの先頭に、シフトコードが含まれない場合は、１バイトコードとして変換を行います。 

先頭が２バイトコードで始まる場合は、編集オプションファイルのコード変換モードに 

TRAN_START_DOUBLEを指定することにより、２バイトコード変換を仮定するよう変更できます。 
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7.4.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
ＩＢＭメインフレームコードからＥＵＣコードへ変換を行う場合、表 7.4.2 に示す標準提供のコード変換テ

ーブルを使用します。 

外字コードを使用する場合や、ＪＩＳ  Ｘ０２０８－１９９０規格の文字セット以外のＥＵＣコードにコー

ド変換を行う場合、コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 7.4.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

IBMEUC EBCDIK/EBCDICコード，IBM漢字コードからJIS X0208-1990規格の 

文字セットに対応したEUCコードセット0/1/2/3への変換情報を格納 

しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ）ＥＢＣＤＩＣコードからＥＵＣコードセット０／２へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＥＵＣコードセット０では規定されていない文字￠(X'4A')，￢

（X'5F'）および￡（X'B1'）は未定義文字の定義に、また＼（X'E0'）は￥（X'5C':EUC コードセット 0）に

代替えておりますので、他の文字に代替えする場合、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｂ）ＥＢＣＤＩＫコードからＥＵＣコードセット０／２へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＥＵＣコードセット０では規定されていない文字￡（X'4A'）は未定

義文字の定義になっております。また￢（X'5F'）については＾（X'5E':EUC コードセット 0）で代替えてい

ますので、変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｃ）ＩＢＭ漢字コードからＥＵＣコードセット１／３へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ユーザ定義文字領域（外字コード）と、一部のＪＩＳ  Ｘ０２０８

－１９９０規格に存在しない文字については変換の定義を行っていません。 

また、ユーザ定義文字領域（外字コード）をＥＵＣコードに変換する場合は、装置により使用できる外字

の文字数が異なります。 

Code Converterで想定しているＥＵＣコードの場合、外字に使用できる文字数は最大９，７７６（８，８

３６：コードセット３＋９４０：コードセット１）文字となりますが、使用するＥＵＣコードによっては、

この文字数以下となる場合があります。使用できる文字数が足りない場合は、使用する外字を選定するとと

もに、使用できない文字の扱いを検討（例えば、未使用文字を表す外字を１文字決定し、使用できない文字

は全て未使用文字に変換する等）をする必要があります。 
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7.5. ＩＢＭメインフレームコードからＵｎｉｃｏｄｅへの変換 

7.5.1. 文字コード変換の概要 
ＩＢＭメインフレームでは、１バイトコードについては、ＥＢＣＤＩＣ（英小文字、カナ）コード及びＥＢ

ＣＤＩＫ（カナ）コードで表現されています。また、２バイトコードについては、ＩＢＭ漢字コードで表現さ

れています。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 7.4.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 7.5.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

EBCDICコード EBCDICからUNICODEへ変換 CHAR:OP64 

EBCDIKコード EBCDIKからUNICODEへ変換 CHAR:OP65 

IBM漢字コード IBM漢字コードからUNICODEへ変換 KANJI:OP61 

EBCDICコードとIBM漢字コード EBCDICとIBM漢字コードの混在したデータを、

UNICODEに変換 

KANJI:OP62 

EBCDIKコードとIBM漢字コード EBCDIKとIBM漢字コードの混在したデータを、

UNICODEに変換 

KANJI:OP63 

 

注１：ＵＮＩＣＯＤＥは、様々なＵＮＩＸワークステーション及びＰＣに搭載されていますが、メーカや装

置により対応している規格年度の違いや、メーカが独自に搭載した文字があり必ずしも統一されていません。

このためCode Converterでは、 ＪＩＳ Ｘ０２０８－１９９０規格を対象としたＵＮＩＣＯＤＥへの変換を標

準として提供しています。 

 

 

7.5.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OP64,OP65） 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'00FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、1 バイト置換文字コードの前

に0x00を付加したコードに置き換えることもできます。 

但し、半角カナ文字は、ＵＮＩＣＯＤＥでは、２バイトコードになるため指定出来ません。 

（２） シフトコードの扱い 

シフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，X'0F'： １バイトコード開始）については、未定義コードと

同じ扱いとなります。 



7. メインフレーム環境からオープン環境への文字コード変換（ｍｔｏ） 

93 

7.5.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP61) 
漢字フィールド変換(OP61)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード変

換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'41'≦第１バイト≦X'7F'かつ X'41'≦第２バイト≦X'FE'の範囲にない文

字コード）については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字コード（X'40'）は除きます。 

 

（３）シフトコードの扱い 

シフトコード（X'OE'：２バイトコード開始，X'0F'：１バイトコード開始）についても２バイトコードと

して扱いますので、シフトコードとシフトコードに続くデータの２バイトでコード変換を行うため、不当文

字コードとして扱います。このため、シフトコード以降のデータは正しいコード変換が行われません。 

 

（４）空白文字コードの扱い 

空白文字コード（X'40'）の扱いについては、通常は、偶数バイトの X'40'が連続する場合は全角の空白文

字として、ＵＮＩＣＯＤＥの全角の空白文字コード（X'3000'）に変換し、１バイト X'40'については半角の

空白文字としての半角の空白文字コード（X'0020'）に変換します。 

編集オプションファイルに TRAN_SGLSPACEオプションを指定することにより、X'40'については、全てＵＮ

ＩＣＯＤＥの半角の空白文字コード（X'0020'）に変換することもできます。 
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7.5.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OP62,OP63) 
漢字フィールド変換(OP62,OP63)では、フィールドデータ中のシフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，

X'0F'：１バイトコード開始）により、１バイトコード変換と２バイトコード変換を切り替えてコード変換を行

います。 

漢字フィールド変換(OP62,OP63)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイ

トコード変換については、漢字フィールド変換(OP61) に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの扱い 

ＵＮＩＣＯＤＥではシフトコードがないため、シフトコードは１バイトコード変換、２バイトコード変換

の切り替えに使用しますがコード変換の対象としません。 

シフトコードがデータ中にある場合のコード変換結果は、データ長が変換前より短くなりますので、左詰

めにコード変換の結果を設定し、残りバイト(シフトコードのバイト数分)にはX'00FF'を設定します。 

なお、編集オプションファイルにフィールド充填コード半角を指定することにより、残りバイトに設定す

る値を、任意の１バイト文字（フィールド充填コード半角の前に 0x00 を付加したコード）に置き換えるこ

ともできます。 

但し、半角カナ文字は、ＵＮＩＣＯＤＥでは、２バイトコードになるため指定出来ません。 

（２）シフトコードの仮定 

フィールドデータの先頭に、シフトコードコードが含まれない場合は、１バイトコードとして変換を行い

ます。 

先頭が２バイトコードで始まる場合は、編集オプションファイルのコード変換モードに

TRAN_START_DOUBLEを指定することにより、２バイトコード変換を仮定するよう変更できます。 
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7.5.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
ＩＢＭメインフレームコードからＵＮＩＣＯＤＥへ変換を行う場合、表 7.4.2 に示す標準提供のコード変換

テーブルを使用します。 

外字コードを使用する場合や、 ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８－１９９０規格の文字セット以外のＵＮＩＣＯＤＥに

コード変換を行う場合、コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 7.5.2 Code Converterの標準提供コード変換 

ファイル名 テーブルの内容 

IBMUNI EBCDIK/EBCDIC コード，IBM 漢字コードから UNICODE への変換情報を格納して

います。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ）ＥＢＣＤＩＣコードからＵＮＩＣＯＤＥへのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＵＮＩＣＯＤＥでは規定されていない文字￠(X'4A')，￢（X'5F'）

および￡（X'B1'）は未定義文字の定義に、また＼（X'E0'）は￥（X'005C':UNICODE）に代替えておりますの

で、他の文字に代替えする場合、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｂ）ＥＢＣＤＩＫコードからＵＮＩＣＯＤＥへのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＵＮＩＣＯＤＥでは規定されていない文字￡（X'B1'）は未定義文字

の定義になっております。また￢（X'5F'）については＾（X'005E':UNICODE）で代替えていますので、変更

する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｃ）ＩＢＭ漢字コードからＵＮＩＣＯＤＥへの変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ユーザ定義文字領域（外字コード）については変換の定義を行って

いません。 

また、ユーザ定義文字領域（外字コード）をＵＮＩＣＯＤＥに変換する場合は、ＵＮＩＣＯＤＥでは、装

置により使用できる外字の文字数が異なります。 

Code Converterで想定しているＰＣの場合、外字に使用できる文字数は最大６，４００文字となりますの

で、使用する外字を選定するとともに、使用できない文字の扱いを検討（例えば、未使用文字を表す外字を

１文字決定し、使用できない文字は全て未使用文字に変換する等）する必要があります。 
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7.6. 日立メインフレームコードからＵＮＩＣＯＤＥへの変換 

7.6.1. 文字コード変換の概要 
日立メインフレームでは、１バイトコードについては、ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コード及び 

ＥＢＣＤＩＫ（英小文字、カナ）コードで表現されています。また、２バイトコードについては、 

ＫＥＩＳコードで表現されています。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 7.5.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 7.6.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

EBCDICコード EBCDICからUNICODEへ変換 CHAR:OP74,OP84 

EBCDIKコード EBCDIKからUNICODEへ変換 CHAR:OP75,OP85 

KEIS78コード KEIS78コードからUNICODEへ変換 KANJI:OP71 

KEIS83/KEIS90コード KEIS83/90コードからUNICODEへ変換 KANJI:OP81 

EBCDICコードとKEIS78コード EBCDICとKEIS78コードの混在したデータを、

UNICODEに変換 

KANJI:OP72 

EBCDICコードとKEIS83/90コード EBCDICとKEIS83/90コードの混在したデータを、

UNICODEに変換 

KANJI:OP82 

EBCDIKコードとKEIS78コード EBCDIKとKEIS78コードの混在したデータを、

UNICODEに変換 

KANJI:OP73 

EBCDIKコードとKEIS83/90コード EBCDIKとKEIS83/90コードの混在したデータを、

UNICODEに変換 

KANJI:OP83 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行い、ＵＮＩＣＯＤＥは、ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８－１９９

０規格を想定しています。 

 

7.6.2. 英数文字フィールド変換（CHAR:OP74,OP84,OP75,OP85） 

英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'00FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、1 バイト置換文字コードの前

に0x00を付加したコードに置き換えることもできます。 

但し、半角カナ文字は、ＵＮＩＣＯＤＥでは、２バイトコードになるため指定出来ません。 

（２） シフトコードの扱い 

シフトコード（X'0A42'：２バイトコード開始，X'0A41'： １バイトコード開始）については、未定義コー

ドと同じ扱いとなります。 
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7.6.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP71,OP81） 
漢字フィールド変換(KANJI:OP71,OP81) では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに

従いコード変換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'59'≦第１バイト≦X'FE'かつ X'A1'≦第２バイト≦X'FE'の範囲でない）

については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字コード（X'40'）は除きます。 

 

（３）シフトコードの扱い 

シフトコード(X'0A42':２バイトコード開始，X'0A41':１バイトコード開始)についても２バイトコードし

て扱いますので、不当文字コードとして扱います。このため、シフトコード以降のデータは正しいコード変

換が行われません。 

 

（４）空白文字コードの扱い 

偶数バイトのX'40'及びX'A1A1'は、全角の空白文字として、ＵＮＩＣＯＤＥの全角の空白文字コード 

（X'3000'）に変換し、１バイト X'40'については半角の空白文字としてＵＮＩＣＯＤＥの半角の空白文字コ

ード（X'0020'）に変換します。 

編集オプションファイルに TRAN_SGLSPACE オプションを指定することにより、全てＵＮＩＣＯＤＥの半角

の空白文字コード（X'0020'）に変換することもできます。 

 

7.6.4. 漢字フィールド変換（KANJI:OP72,OP82,OP73,OP83） 

漢字フィールド変換（OP72,OP82,OP73,OP83）では、フィールドデータ中のシフトコード（X'0A42'：２バイ

トコード開始，X'0A41'： １バイトコード開始）により、１バイトコード変換と２バイトコード変換を切り替

えてコード変換を行います。 

１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイトコード変換については、漢字フィー

ルド変換（OP72,OP73）に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの扱い 

ＵＮＩＣＯＤＥではシフトコードがないため、シフトコードは１バイトコード変換、２バイトコード変換

の切り替えに使用しますがコード変換の対象としません。 

シフトコードがデータ中にある場合のコード変換結果は、データ長が短くなりますので、左詰めにコード

変換の結果を設定し、残りバイト（シフトコードのバイト数分）にはX'00FF'を設定します。 

なお、編集オプションファイルにフィールド充填コード半角を指定することにより、残りバイトに設定す

る値を、任意の１バイト文字（フィールド充填コード半角の前に 0x00 を付加したコード）に置き換えるこ

ともできます。 

但し、半角カナ文字は、ＵＮＩＣＯＤＥでは、２バイトコードになるため指定出来ません。 

 

（２）シフトコードの仮定 

フィールドデータの先頭に、シフトコードコードが含まれない場合は、1 バイトコードとして変換を行い

ます。 

先頭が２バイトコードで始まる場合は、編集オプションファイルのコード変換モードにTRAN_START_DOUBLE

を指定することにより、２バイトコード変換を仮定するよう変更できます。 
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7.6.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
日立メインフレームコードからＵＮＩＣＯＤＥへ変換を行う場合、表 7.5.2 に示す標準提供のコード変換テ

ーブルを使用します。 

外字コード及び拡張文字セット３を使用する場合や、 ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８－１９９０規格の文字セット以

外のＵＮＩＣＯＤＥにコード変換を行う場合、コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 7.6.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

KS78UNI EBCDIK/EBCDICコード、ＫＥＩＳ７８コードから UNICODEへの変換情報を格納

しています。 

KS90UNI EBCDIK/EBCDICコード、ＫＥＩＳ８３／９０コードから UNICODEへの変換情報

を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ）システムユース文字の扱い 

ＫＥＩＳコードでは、コード領域が X'AD'≦第１バイト≦X'AF'かつ X'A1'≦第２バイト≦X'FE'の中にシス

テムユース文字（システムが使用する文字として規定）として丸付き数字等があり、データとして使用して

いる場合があります。 

ご使用の場合は、外字コード等に変換するようコード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

（ｂ）拡張文字セット３、ユーザ定義文字領域の定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、拡張文字セット３、ユーザ定義文字領域（外字コード）については

変換の定義を行っていません。 

また、ＵＮＩＣＯＤＥに変換する場合は、拡張文字セット３、ユーザ定義文字領域の文字は全て外字コー

ドとして扱うことになります。ＵＮＩＣＯＤＥでは、装置により使用できる外字の文字数が異なります。 

Code Converterで想定しているＰＣの場合、外字に使用できる文字数は最大６，４００文字となりますの

で、使用する外字を選定するとともに、使用できない文字の扱いを検討(例えば、未使用文字を表す外字を１

文字決定し、使用できない文字は全て未使用文字に変換する等)する必要があります。 
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7.7. 富士通メインフレームコードからＵＮＩＣＯＤＥへの変換 

7.7.1. 文字コード変換の概要 
富士通メインフレームコードでは、１バイトコードについては、ＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コード、 

ＥＢＣＤＩＣ（カナ）コード（本書ではＥＢＣＤＩＫと表記しています）及びＥＢＣＤＩＣ（ＡＳＣＩＩ） 

コードで表現されています。また、２バイトコードについては、ＪＥＦコードで表現されています。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 7.6.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 7.7.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

EBCDICコード EBCDICからUNICODEへ変換 CHAR:OP94 

EBCDIKコード EBCDIKからUNICODEへ変換 CHAR:OP95 

JEFコード JEFコードからUNICODEへ変換 KANJI:OP91 

EBCDICコードとJEFコード EBCDICとJEFコードの混在したデータを、UNICODEに変

換 

KANJI:OP92 

EBCDIKコードとJEFコード EBCDIKとJEFコードの混在したデータを、UNICODEに変

換 

KANJI:OP93 

 コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行い、ＵＮＩＣＯＤＥは、ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８－１９

９０規格を想定しています。 

 

7.7.2. 英数文字フィールド変換（CHAR:OP94,OP95） 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'00FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、1 バイト置換文字コードの前

に0x00を付加したコードに置き換えることもできます。 

但し、半角カナ文字は、ＵＮＩＣＯＤＥでは、２バイトコードになるため指定出来ません。 

 

（２） シフトコードの扱い 

シフトコード（X'28':１２ポイント２バイトコード開始，X'38'：９ポイント２バイトコード開始，

X'29'：１バイトコード開始）については、 未定義コードと同じ扱いとなります。 
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7.7.3. 漢字フィールド変換（KANJI:OP91） 
漢字フィールド変換（OP91）では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード

変換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'41' ≦第１バイト≦X'FE'かつ X'A1' ≦第２バイト≦X'FE'の範囲でな

い）については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字コード（X'40'）は除きます。 

 

（３）シフトコードの扱い 

シフトコード（X'28':12ポイント2バイトコード開始，X'38':9ポイント2バイトコード開始,X'29': 

１バイトコード開始）についても2バイトコードして扱いますので、シフトコードとシフトコードに続く 

データの 2 バイトでコード変換を行うため、不当文字コードとして扱います。このため、シフトコード以降

のデータは、正しいコード変換が行われません。 

 

（４）空白文字コードの扱い 

偶数バイトのX'40'及びX'A1A1'は、全角の空白文字として、ＵＮＩＣＯＤＥの全角の空白文字コード 

（X'3000'）に変換し、１バイトX'40'については半角の空白文字としてＵＮＩＣＯＤＥの半角の空白文字 

コード（X'0020'）に変換します。 

編集オプションファイルにTRAN_SGLSPACEオプションを指定することにより、X'40'については、全てＵＮ

ＩＣＯＤＥの半角の空白文字コード（X'0020'）に変換することもできます。 

 

7.7.4. 漢字フィールド変換（KANJI:OP92,OP93） 
漢字フィールド変換（OP92,OP93）では、フィールドデータ中のシフトコード（X'28':１２ポイント２バイト

コード開始，X'38'：９ポイント２バイトコード開始，X'29'：１バイトコード開始）により、１バイトコード

変換と２バイトコード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換（OP92,OP93）では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バ

イトコード変換については、漢字フィールド変換（OP91）に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの扱い 

ＵＮＩＣＯＤＥではシフトコードがないため、シフトコードは１バイトコード変換、２バイトコード変換

の切り替えに使用しますがコード変換の対象としません。 

シフトコードがデータ中にある場合のコード変換結果は、データ長が変換前より短くなりますので、左詰

めにコード変換の結果を設定し、残りバイト(シフトコードのバイト数分)にはX'FF'を設定します。 

なお、編集オプションファイルにフィールド充填コード半角を指定することにより、残りバイトに設定す

る値を、任意の１バイト文字（フィールド充填コード半角の前に 0x00 を付加したコード）に置き換えるこ

ともできます。 

但し、半角カナ文字は、ＵＮＩＣＯＤＥでは、２バイトコードになるため指定出来ません。 

 

（２） シフトコードの仮定値 

フィールドデータの先頭に、シフトコードコードが含まれない場合は、１バイトコードとして変換を行い

ます。 

先頭が２バイトコードで始まる場合は、編集オプションファイルのコード変換モードに

TRAN_START_DOUBLEを指定することにより、２バイトコード変換を仮定するよう変更できます。 
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7.7.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
富士通メインフレームコードからＵＮＩＣＯＤＥへ変換を行う場合、通常、表 7.6.5 に示す標準提供してい

るコード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コード、ＪＥＦ拡張非漢字／漢字を使用する

場合や、 ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８－１９９０規格の文字セット以外のＵＮＩＣＯＤＥにコード変換を行う場合、

コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 7.7.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

JEFUNI EBCDIK/EBCDICコード、ＪＥＦコードから UNICODE への変換情報を格納してい

ます。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ）ＥＢＣＤＩＣコードからＵＮＩＣＯＤＥへのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＵＮＩＣＯＤＥで規定されていない文字￡（X'4A')，縦線（X'6A')

は、未定義文字の定義になっております。また￢(X'5F')は^(X'005E':Unicode）で、￣（X'A1')は

~(X'007E':Unicode)で代替えていますので、変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行って

ください。 

 

（ｂ）ＥＢＣＤＩＫコードからＵＮＩＣＯＤＥへのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＵＮＩＣＯＤＥで規定されていない文字￡（X'4A'），縦線（X'6A')

は未定義文字の定義になっております。また￢(X'5F')は^(X'005E':Unicode）で、￣（X'A1')は

~(X'007E':Unicode)で代替えていますので、変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行って

ください。 

また、英小文字ついては、本来 EBCDIK に含まれませんが、Unicode とのコード変換を行う際、情報の欠落

を防ぐため、未使用の部分に割り当てています。 

（ｃ）ＪＥＦ拡張漢字，ＪＥＦ拡張非漢字，ユーザ定義文字領域の定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＪＥＦ拡張漢字、ＪＥＦ拡張非漢字、ユーザ定義文字領域（外字コ

ード）については変換の定義を行っていません。 

また、ＵＮＩＣＯＤＥに変換する場合は、ＪＥＦ拡張漢字、ＪＥＦ拡張非漢字、ユーザ定義文字領域の文

字は全て外字コードとして扱うことになります。ＵＮＩＣＯＤＥでは、装置により使用できる外字の文字数

が異なります。 

Code Converterで想定しているＰＣの場合、外字に使用できる文字数は最大６，４００文字となりますの

で、使用する外字を選定するとともに、使用できない文字の扱いを検討(例えば、未使用文字を表す外字を１

文字決定し、使用できない文字は全て未使用文字に変換する等)する必要があります。 
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7.8. 日立メインフレームからＥＵＣコードへの変換 

7.8.1. 文字コード変換の概要 
日立メインフレームでは、１バイトコードについては、ＥＢＣＤＩＣ（英小文字、カナ）コード及びＥＢＣ

ＤＩＫ（カナ）コードで表現されています。また、２バイトコードについては、日立漢字コードで表現されて

います。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 7.8.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 7.8.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 
フィールド種別と 
変換オプション 

EBCDICコード EBCDICからEUCコードセット0/2へ変換 CHAR:OPD4,OPE4 

EBCDIKコード EBCDIKからEUCコードセット0/2へ変換 CHAR:OPD5,OPE5 

KEIS漢字コード KEIS漢字コードからEUCコードセット1へ変換 KANJI:OPD1,OPE1 

EBCDICコードとKEIS漢字コード EBCDIC と KEIS 漢字コードの混在したデータを､EUC コー
ドセット0/1/2/3に変換 

KANJI:OPD2,OPE2 

EBCDIKコードとKEIS漢字コード EBCDIK と KEIS 漢字コードの混在したデータを､EUC コー
ドセット0/1/2/3に変換 

KANJI:OPD3,OPE3 

 

 コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。ＫＥＩＳ漢字コードは、図 7.8.1 に示すよう

にＥＵＣコード（ＪＩＳ Ｘ０２０８－１９９０規格：注1）のコード領域に変換します。 

 

注１：ＥＵＣコードは、様々なＵＮＩＸワークステーションに搭載されていますが、メーカや装置により対応

している規格年度の違いや、メーカーが独自に搭載した文字があり必ずしも統一されていません。このため

Code Converter では、ＪＩＳ Ｘ０２０８－１９９０規格を対象としたＥＵＣコードへの変換を標準として提

供しています。 
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 第１バイト 第２バイト 

 

 X'A1'---------------------X'FE' 

X'41' ユーザ定義文字 

  

X'59' 拡張文字セット３ 

  

X'81' ユーザ定義文字 

  

X'A1' 基本文字セット（非漢字） 

  ｜  

X'AC'  

X'AD' システムユース文字、 

  ｜ 書式制御文字 

X'AF'  

X'B0' 基本文字セット（漢字） 

  ｜  ＜ＪＩＳ第１水準互換＞ 

X'CF'  

X'D0' 拡張文字セット１（漢字） 

  ｜  ＜ＪＩＳ第２水準互換＞ 

X'FE'  

 

KEIS 漢字コードは、JIS X0208-1978 で規定された文字と日立が選定した拡張文字セット３から

なる KEIS78，JIS X0208-1983/90 で規定された文字と日立が選定した拡張文字セット３からなる

KEIS83/90から構成されています。 

また、全角スペースは、X'4040'及び X'A1A1' ： 一部の文字を除き標準で変換できます。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが 

必要です。 

第１バイト 第２バイト 

 

 X'A1'--------------------------X'FE' 

X'A1'

’ 

JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 

  

X'AF'

’ 

JIS X0208-1990  第１水準（漢字） 

  

X'D0'

’ 

JIS X0208-1990  第 2水準（漢字） 

  

X'F5'

’ 

ユーザ定義文字 

X'FE'

’ 

 

 EUCコードセット１ 

第１バイト 第２バイト 第３バイト 

X’8F’ 

 X'A1'--------------------------X'FE' 

X'A1'

’ 

 

| ユーザ定義文字 

|  

|  

|  

X'FE'

’ 

 

 EUCコードセット３ 

 

 

 
 

図 7.8.1 ＫＥＩＳ漢字コードからＥＵＣコードへの変換 

 

7.8.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OPD4,OPE4,OPD5,OPE5) 

英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、コード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

 未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２） シフトコードの扱い 

シフトコード（X'0A42'：２バイトコード開始，X'0A41'： １バイトコード開始）については、未定義コー

ドと同じ扱いとなります。 
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7.8.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OPD1,OPE1) 
漢字フィールド変換(OPD1,OPE1)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコー

ド変換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

 未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

 なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'41'≦第１バイト≦X'FE'かつ X'A1'≦第２バイト≦X'FE'の範囲にない文

字コード）については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字コード（X'40'）は除きます。 

 

（３）シフトコードの扱い 

 シフトコード（X'0A42'：２バイトコード開始，X'0A41'：１バイトコード開始）についても２バイトコー

ドとして扱いますので､シフトコードとシフトコードに続くデータの２バイトでコード変換を行うため、不当

文字コードとして扱います。このため、シフトコード以降のデータは正しいコード変換が行われません。 

 

（４）空白文字コードの扱い 

空白文字コード（X'40'）の扱いについては、通常は、偶数バイトの X'40'が連続する場合は全角の空白文

字として、ＥＵＣコードセット１の全角の空白文字コード（X'A1A1'）に変換し、１バイト X'40'については

半角の空白文字としてＥＵＣコードセット０の半角の空白文字コード（X'20'）に変換します。 

編集オプションファイルに TRAN_SGLSPACEオプションを指定することにより、X'40'については、全てＥＵ

Ｃコードセット０の半角の空白文字コード（X'20'）に変換することもできます。 

 

7.8.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OPD2,OPE2,OPD3,OPE3) 

漢字フィールド変換(OPD2,OPE2,OPD3,OPE3)では、フィールドデータ中のシフトコード（X'0A42'：２バイト

コード開始，X'0A41'：１バイトコード開始）により、１バイトコード変換と２バイトコード変換を切り替えて

コード変換を行います。 

 漢字フィールド変換(OPD2,OPE2,OPD3,OPE3)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換

に、２バイトコード変換については、漢字フィールド変換(OPD1,OPE1) に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの扱い 

ＥＵＣコードでは１バイトコードと２バイトコードのモードを切り替えるシフトコードがないため､シフト

コードは１バイトコード変換､２バイトコード変換の切り替えに使用しますがコード変換の対象としません。 

シフトコードがデータ中にある場合のコード変換結果は、データ長が変換前と一致しない場合があります。

そのためコード変換の結果がフィールド長より短くなる場合は、左詰めにコード変換の結果を設定し、更に

フィールドの残りバイトにはX'FF'を設定します。また、コード変換の結果がフィールド長を超える場合は、

変換可能な範囲までを変換しあふれる部分については変換しません。 

なお、編集オプションファイルにフィールド充填コードを指定することにより、残りバイトに設定する値

を、任意の１バイト文字に置き換えることもできます。 

（２）シフトコードの仮定 

フィールドデータの先頭に、シフトコードが含まれない場合は、１バイトコードとして変換を行います。 

先頭が２バイトコードで始まる場合は、編集オプションファイルのコード変換モードにTRAN_START_DOUBLE

を指定することにより、２バイトコード変換を仮定するよう変更できます。 
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7.8.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
日立メインフレームコードからＥＵＣコードへ変換を行う場合､表 7.8.2に示す標準提供のコード変換テーブ

ルを使用します。 

外字コードを使用する場合や、ＪＩＳ  Ｘ０２０８－１９９０規格の文字セット以外のＥＵＣコードにコー

ド変換を行う場合、コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 7.8.2  Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

KS78EUC.tbl 
KS90EUC.tbl 

EBCDIK/EBCDICコード，KEIS漢字コードから JIS X0208-1990規格の文字セッ
トに対応したEUCコードセット0/1/2/3への変換情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ）ＥＢＣＤＩＣコードからＥＵＣコードセット０／２へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＥＵＣコードセット０では規定されていない文字￠(X'4A')，￢

（X'5F'）および￡（X'B1'）は未定義文字の定義に､また＼（X'E0'）は￥（X'5C':EUCコードセット 0）に代

替えておりますので、他の文字に代替えする場合､コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｂ）ＥＢＣＤＩＫコードからＥＵＣコードセット０／２へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは、ＥＵＣコードセット０では規定されていない文字￡（X'4A'）は未定

義文字の定義になっております。また￢（X'5F'）については＾（X'5E':EUC コードセット 0）で代替えてい

ますので、変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｃ）ＫＥＩＳ漢字コードからＥＵＣコードセット１／３へのコード変換 

標準提供のコード変換テーブルでは､ユーザ定義文字領域（外字コード）と、一部のＪＩＳ  Ｘ０２０８－

１９９０規格に存在しない文字については変換の定義を行っていません。 

また、ユーザ定義文字領域（外字コード）をＥＵＣコードに変換する場合は、装置により使用できる外字

の文字数が異なります。 

 Code Converter で想定しているＥＵＣコードの場合、外字に使用できる文字数は最大９，７７６（８，８

３６：コードセット３＋９４０：コードセット１）文字となりますが、使用するＥＵＣコードによっては、

この文字数以下となる場合があります。使用できる文字数が足りない場合は、使用する外字を選定するとと

もに、使用できない文字の扱いを検討（例えば、未使用文字を表す外字を１文字決定し､使用できない文字は

全て未使用文字に変換する等）をする必要があります。 
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8. オープン環境からメインフレーム環境への文字コード変換（ｏｔｍ） 
この章では、オープン環境からメインフレーム環境への文字コード変換（ｏｔｍ）について説明します。 

 

8.1. シフトＪＩＳコードからＩＢＭメインフレームコードへの変換 

8.1.1. 文字コード変換の概要 

シフトＪＩＳコードからＩＢＭメインフレームコードへのコード変換では、１バイトコードについては、Ｊ

ＩＳ８コードをＥＢＣＤＩＣ（英小文字、カナ）コード及びＥＢＣＤＩＫ（カナ）コードへ、また、２バイト

コードについては、シフトＪＩＳコードをＩＢＭ漢字コードへ変換します。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 8.1.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 8.1.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

JIS8コード JIS8からEBCDICコードへ変換 CHAR:OP19 

 JIS8からEBCDIKコードへ変換 CHAR:OP1A 

シフトJISコード シフトJISコードからIBM漢字コードへ変換 KANJI:OP16 

JIS8とシフトJISコード JIS8とシフトJISコードの混在したデータを、

EBCDICとIBM漢字コードに変換 

KANJI:OP17 

 JIS8とシフトJISコードの混在したデータを、 

EBCDIKとIBM漢字コードに変換 

KANJI:OP18 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。シフトＪＩＳコード(マイクロソフト標準キャ
ラクタセットを標準としています)は、図 8.1.1に示すようにＩＢＭ漢字コード領域に変換します。 
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  第１バイト 第２バイト 

 

 X’40’---------X’7E’ 、

X’80’--------X’FC’ X'81' JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 
  ｜  

X'86'  

X'87

’ 

Windows特殊文字 

X'88

’ 

JIS X0208-1990 
  ｜ 第１,第 2水準（漢字） 

X'9F

’ 

 

X'E0'  

  ｜  

X'EA'  

X'ED' NEC選定 IBM拡張文字 
  ｜  

X'EF'  

X'F0' ユーザ定義文字 
  ｜                    （外字：1880字） 

X'F9'  

X'FA' ＩＢＭ拡張文字 
  ｜  

X'FC'  

 

第１バイト 第２バイト 

 

 X’41’-----------------------X'F

E' X'41

’ 

拡張非漢字セット        （134字） 
X'42'                英数字     （94字） 

X'43' 基本非漢字セット カタカナ （99字） 

X'44'                  ひらがな（153字） 

X'45' 基本漢字セット         （3226字） 
  ｜ ＜使用頻度順＞ 

X'55'  

X'56' 拡張漢字セット        （3483字） 
  ｜ ＜部首画数順＞ 

X'68'  

X'69' ユーザ自由領域        （4370字） 
  ｜ ＜ユーザ外字＞ 

X'7F'  

 

： 1部の文字を除き標準で変換できます。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが必要

です。  

図 8.1.1 シフトＪＩＳコードからＩＢＭ漢字コードへの変換 

 

8.1.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OP19,OP1A） 

英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 
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8.1.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP16) 
漢字フィールド変換(OP16)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード変

換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'81'≦第１バイト≦X'9F'または X'E0' ≦第１バイト≦X'FC'かつ X'40'

≦第２バイト≦X'7E'またはX'80'≦第２バイト≦X'FC'の範囲でない）については、未定義文字コードと同じ

扱いとなります。 

ただし、空白文字（X'20'）は除きます。 

 

8.1.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OP17,OP18) 
漢字フィールド変換(OP17,OP18)では、変換前の文字コードの内容により、１バイトコード変換と２バイトコ

ード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換(OP17,OP18)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイ

トコード変換については漢字フィールド変換(OP16)に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの挿入 

ＩＢＭ漢字コードではシフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，X'0F'：１バイトコード開始）により

１バイトコード、２バイトコードの切り替えを行なうため、変換時にシフトコードを挿入しますので、デー

タ長が長くなります。このため、コード変換の結果がレコード長を超える場合、エラーとなります。 

また、編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_SHIFT_NO を指定することにより、シフトコー

ドを挿入しない変換も指定できます。 
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8.1.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
シフトＪＩＳコードからＩＢＭメインフレームコードへ変換を行う場合、通常、表 8.1.2 に示す標準提供し

ているコード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コードを使用する場合や、マイクロソフ

ト標準キャラクタセットの独自文字であるＷｉｎｄｏｗｓ特殊文字をＩＢＭ漢字コードにコード変換を行う場

合、コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 8.1.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

SJISIBM ＪＩＳ８、シフトＪＩＳコードからEBCDIK/EBCDICコード、ＩＢＭ漢字コード

への変換情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ） ＥＢＣＤＩＫコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＫコードへのコード変換テーブルでは、英小文字については未定義文字扱いとなり

ます。英小文字の扱いを変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

（ｂ） ユーザ定義文字領域の定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、Ｗｉｎｄｏｗｓ特殊文字及び外字コードについては変換の定義を行

っていませんので、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 
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8.2. シフトＪＩＳコードから日立メインフレームコードへの変換 

8.2.1. 文字コード変換の概要 
シフトＪＩＳコードから日立メインフレームコードへのコード変換では、１バイトコードについては、ＪＩ

Ｓ８コードをＥＢＣＤＩＣ(英小文字)コード及びＥＢＣＤＩＫ(英小文字、カナ)コードへ、また、２バイトコ

ードについては、シフトＪＩＳコードをＫＥＩＳコードへ変換します。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 8.2.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 8.2.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

JIS8コード JIS8からEBCDICコードへ変換 CHAR:OP29,OP39 

 JIS8からEBCDIKコードへ変換 CHAR:OP2A,OP3A 

シフトＪＩＳコード シフトJISコードからKEIS78コードへ変換 KANJI:OP26 

 シフトJISコードからKEIS83/90コードへ変換 KANJI:OP36 

JIS8とシフトJISコード JIS8とシフトJISコードの混在したデータを、

EBCDICとKEIS78コードに変換 

KANJI:OP27 

 JIS8とシフトJISコードの混在したデータを、

EBCDICとKEIS83/90コードに変換 

KANJI:OP37 

 JIS8とシフトJISコードの混在したデータを、

EBCDIKとKEIS78コードに変換 

KANJI:OP28 

 JIS8とシフトJISコードの混在したデータを、

EBCDIKとKEIS83/90コードに変換 

KANJI:OP38 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。シフトＪＩＳコード（マイクロソフト標準キャ
ラクタセットを標準としています）は、図 8.2.1に示すようにＫＥＩＳ漢字コード領域に変換します。 
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 第１バイト 第２バイト 

 

 X’A1’----------------------X'FE' 

X'59’ 拡張文字セット３ 

  ｜  

X'80'  

X'81' ユーザ定義文字 

  ｜  

X'A0'  

X'A1' 基本文字セット（非漢字） 

  ｜  

X'AC'  

X'AD' システムユース文字、 

  ｜ 書式制御文字 

X'AF'  

X'B0' 基本文字セット（漢字） 

  ｜  ＜ＪＩＳ第１水準互換＞ 

X'CF'  

X'D0' 拡張文字セット１（漢字） 

  ｜  ＜ＪＩＳ第２水準互換＞ 

X'FE'  

 

 第１バイト 第２バイト 

 

 X’40’---------X’7E’ 、

X’80’--------X’FC’ X'81' JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 

  ｜  

X'86'  

X'87

’ 

Windows特殊文字 

X'88

’ 

JIS X0208-1990 

  ｜ 第１,第 2水準（漢字） 

X'9F

’ 

 

X'E0'  

  ｜  

X'EA'  

X'ED' NEC選定 IBM拡張文字 

  ｜  

X'EF'  

X'F0' ユーザ定義文字 

  ｜                    （外字：1880字） 

X'F9'  

X'FA' ＩＢＭ拡張文字 

  ｜  

X'FC'  

 ： 一部の文字を除き標準で変換できます。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが必要

です。 
 

図 8.2.1 シフトＪＩＳコードからＫＥＩＳコードへの変換 

 

8.2.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OP29,OP39,OP2A,OP3A） 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 
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8.2.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP26,OP36) 
漢字フィールド変換(OP26,OP36)では、データすべてを 2 バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコー

ド変換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに 2 バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の 2 バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'81'≦第１バイト≦X'9F'または X'E0' ≦第１バイト≦X'FC'かつ X'40'

≦第２バイト≦X'7E'またはX'80'≦第２バイト≦X'FC'の範囲でない）については、未定義文字コードと同じ

扱いとなります。 

ただし、空白文字（X'20'）は除きます。 

 

（３）空白文字コードの扱い 

全角の空白文字（X'8140'）及び偶数バイトの半角空白文字(X’20’)については、通常は、全角の空白文字と

して、X'A1A1'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに TRAN_SGLSPACEオプションを指定することにより、X'4040'にすることも

できます。 

また、編集オプションファイルに TRAN_MIXED_SPACE オプションを指定することにより、X'8140'全角の空

白文字はKEISの全角の空白文字コード（X'A1A1'）に変換し、１バイトX'20'については半角の空白文字とし

てKEISの半角の空白文字コード（X'40'）に変換します。 

 

8.2.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OP27,OP37,OP28,OP38) 

漢字フィールド変換(OP27,OP37,OP28,OP38)では、変換前の文字コードの内容により、1 バイトコード変換と

2バイトコード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換(OP27,OP37,OP28,OP38)では、1 バイトコードの変換については英数文字フィールド変換

に、2バイトコード変換については漢字フィールド変換(OP26,OP36)に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの挿入 

ＫＥＩＳコードではシフトコード（X'0A42':2 バイトコード開始，X'0A41':1 バイトコード開始）により 1

バイトコード、2バイトコードの切り替えを行なうため、変換時にシフトコードを挿入しますので、データ長

が長くなります。このため、コード変換の結果がフィールド長を超える場合、エラーとなります。 

また、編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_SHIFT_NO を指定することにより、シフトコー

ドを挿入しない変換も指定できます。 

 



8. オープン環境からメインフレーム環境への文字コード変換（ｏｔｍ） 

 113 

8.2.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
シフトＪＩＳコードから日立メインフレームコードへ変換を行う場合、通常 表 8.2.2に示す標準提供してい

るコード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コードを使用する場合や、マイクロソフト標

準キャラクタセットの独自文字であるＷｉｎｄｏｗｓ特殊文字をＩＢＭ漢字コードにコード変換を行う場合、

コード変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 8.2.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

SJISKS78 ＪＩＳ８、シフトＪＩＳコードから EBCDIK/EBCDIC コード、KEIS78 コードへ

の変換情報を格納しています。 

SJISKS90 ＪＩＳ８、シフトＪＩＳコードからEBCDIK/EBCDICコード、 

KEIS83/90コードへの変換情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

 

（ａ） ＥＢＣＤＩＫコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＫコードへのコード変換テーブルでは、英小文字については JIS8コードとのコード

変換を行う際、情報の欠落を防ぐために未使用の部分に割り当てています。英小文字の扱いを変更する場合

は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｂ）ＫＥＩＳコードの定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、Ｗｉｎｄｏｗｓ特殊文字及び外字コードについては変換の定義を行

っていませんので、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 
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8.3. シフトＪＩＳコードから富士通メインフレームコードへの変換 

8.3.1. 文字コード変換の概要 
シフトＪＩＳコードから富士通メインフレームコードへの文字コード変換では、1バイトコードについては、

ＪＩＳ８コードをＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コード及びＥＢＣＤＩＫ（カナ）コードへ、また、2 バイトコード

については、シフトＪＩＳコードをＪＥＦコードへ変換します。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 8.3.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 8.3.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

JIS8コード JIS8からEBCDIC（英小文字）コードへ変換 CHAR:OP49 

 JIS8からEBCDIK（カナ）コードへ変換 CHAR:OP4A 

シフトJISコード シフトJISコードからJEFコードへ変換 KANJI:OP46 

JIS8とシフトJISコード JIS8とシフトJISコードの混在したデータを、

EBCDIC（英小文字）とJEFコードに変換 

KANJI:OP47 

 JIS8とシフトJISコードの混在したデータを、 

EBCDIK（カナ）とJEFコードに変換 

KANJI:OP48 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。シフトＪＩＳコード（マイクロソフト標準キャ
ラクタセットを標準としています）は、図 8.3.1に示すようにＪＥＦコード領域に変換します。 
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第１バイト 第２バイト 

 

 X’A1’----------------------X'

FE' X'41' ＪＥＦ拡張非漢字    （1010字） 

  ｜ ＪＥＦ拡張漢字     （4039字） 

X'7F'  

X'80' ユーザ定義文字     （3102字） 

  ｜  

X'A0'  

X'A1' ＪＩＳ非漢字      （453字） 

  ｜ ＪＩＳ第１水準     （2965字） 

X'CF'  

X'D0' ＪＩＳ第２水準     （3384字） 

  ｜  

X'FE'  

 

 第１バイト 第２バイト 

 

 X’40’---------X’7E’ 、

X’80’--------X’FC’ X'81' JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 

  ｜  

X'86'  

X'87

’ 

Windows特殊文字 

X'88

’ 

JIS X0208-1990 

  ｜ 第１,第 2水準（漢字） 

X'9F

’ 

 

X'E0'  

  ｜  

X'EA'  

X'ED' NEC選定 IBM拡張文字 

  ｜  

X'EF'  

X'F0' ユーザ定義文字 

  ｜                    （外字：1880字） 

X'F9'  

X'FA' ＩＢＭ拡張文字 

  ｜  

X'FC'  

 

： 一部の文字を除き標準で変換できます。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが

必要です。 
 

図 8.3.1 シフトＪＩＳコードからＪＥＦコードへの変換 

 

8.3.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OP49,OP4A） 

英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 
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8.3.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP46) 
漢字フィールド変換(OP46)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード変

換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'81'≦第１バイト≦X'9F'または X'E0' ≦第１バイト≦X'FC'かつ X'40'

≦第２バイト≦X'7E'またはX'80'≦第２バイト≦X'FC'の範囲でない）については、未定義文字コードと同じ

扱いとなります。 

ただし、空白文字（X'20'）は除きます。 

 

（３）空白文字コードの扱い 

全角の空白文字（X'8140'）及び偶数バイトの半角空白文字(X’20’)については、通常は、全角の空白文字と

して、X'4040'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに TRAN_DBLSPACEオプションを指定することにより、X'A1A1'にすることも

できます。 

 

8.3.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OP47,OP48) 
漢字フィールド変換(OP47,OP48)では、変換前の文字コードの内容により、１バイトコード変換と２バイトコ

ード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換(OP47,OP48)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイ

トコード変換については漢字フィールド変換(OP46)に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの挿入 

ＪＥＦコードではシフトコード（X'28'：１２ポイント２バイトコード開始，X'29'：１バイトコード開始）

により１バイトコード、２バイトコードの切り替えを行なうため、変換時にシフトコードを挿入しますので、

データ長が長くなります。このため、コード変換の結果がレコード長を超える場合、エラーとなります。 

また、編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_SHIFT_NO を指定することにより、シフトコー

ドを挿入しない変換や、TRAN_SHIFT_38 を指定することにより、2 バイトのシフトコードを X'38'：９ポイン

ト２バイトコード開始にする変換もできます。 
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8.3.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
シフトＪＩＳコードから富士通メインフレームコードへ変換を行う場合、通常、表 8.3.2 に示す標準提供し

ているコード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コードを使用する場合や、マイクロソフ

ト標準キャラクタセットの独自文字であるＷｉｎｄｏｗｓ特殊文字をＪＥＦコードに変換を行う場合、コード

変換テーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 8.3.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

SJISJEF ＪＩＳ８、シフトＪＩＳコードから EBCDIK/EBCDIC コード、JEFコードへの変

換情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ） ＥＢＣＤＩＣコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＣコードへのコード変換テーブルでは、カナ文字については未定義文字扱いとなり

ます。カナ文字の扱いを変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｃ） ＥＢＣＤＩＫコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＫコードへのコード変換テーブルでは、英小文字については JIS8コードとのコード

変換を行う際、情報の欠落を防ぐために未使用の部分に割り当てています。英小文字の扱いを変更する場合

は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

 

（ｂ）ＪＥＦコードの定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、Ｗｉｎｄｏｗｓ特殊文字及び外字コードについては変換の定義を行

っていませんので、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 
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8.4. ＥＵＣコードからＩＢＭメインフレームコードへの変換 

8.4.1. 文字コード変換の概要 
ＥＵＣコードからＩＢＭメインフレームコードへのコード変換では、１バイトコードについては、ＥＵＣコ

ードセット０／２をＥＢＣＤＩＣ（英小文字、カナ）コード及びＥＢＣＤＩＫ（カナ）コードへ、また、２バ

イトコードについては、ＥＵＣコードセット１／３をＩＢＭ漢字コードへ変換します。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 8.4.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 8.4.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

EUCコードセット0/2 EUCコードセット0/2からEBCDICコードへ変換 CHAR:OPC9 

 EUCコードセット0/2からEBCDIKコードへ変換 CHAR:OPCA 

EUCコードセット1/3 EUCコードセット1/3からIBM漢字コードへ変換 KANJI:OPC6 

EUCコードセット0/1/2/3 EUCコードセット0/1/2/3の混在したデータを、

EBCDICとIBM漢字コードに変換 

KANJI:OPC7 

 EUCコードセット0/1/2/3の混在したデータを、 

EBCDIKとIBM漢字コードに変換 

KANJI:OPC8 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。ＥＵＣコード（ＪＩＳ  Ｘ０２０８－１９９

０規格を想定)は、図 8.4.1に示すようにＩＢＭ漢字コード領域に変換します。 
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第１バイト 第２バイト 

 

 X’41’-----------------------X'F

E' X'41

’ 

拡張非漢字セット        （134字） 

X'42'                英数字     （94字） 

X'43' 基本非漢字セット カタカナ （99字） 

X'44'                  ひらがな（153字） 

X'45' 基本漢字セット         （3226字） 

  ｜ ＜使用頻度順＞ 

X'55'  

X'56' 拡張漢字セット        （3483字） 

  ｜ ＜部首画数順＞ 

X'68'  

X'69' ユーザ自由領域        （4370字） 
  ｜ ＜ユーザ外字＞ 

X'7F'  

 

第１バイト 第２バイト 

 

 X’A1’--------------------------X’

FE’ X’A1

’ 

JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 

  

X’AF

’ 

JIS X0208-1990  第１水準（漢字） 

  

X’D0

’ 

JIS X0208-1990  第 2水準（漢字） 

  

X’F5

’ 

ユーザ定義文字 

X’FE

’ 

 

 EUCコードセット１ 

第１バイト 第２バイト 第３バイト 

X’8F’ 

 X’A1’--------------------------X’

FE’ X’A1

’ 

 

| ユーザ定義文字 

|  

|  

|  

X’FE

’ 

 

 EUCコードセット３ 

 

： 一部の文字を除き標準で変換できま

す。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが

必要です。  

図 8.4.1 ＥＵＣコードからＩＢＭ漢字コードへの変換 

 

8.4.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OPC9,OPCA） 

英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 
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8.4.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OPC6) 
漢字フィールド変換(OPC6)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード変

換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'A1'≦第１バイト≦X'FE'または X'A1'≦第２バイト≦X'FE'の範囲でない）

については、未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし、空白文字（X'20'）は除きます。 

 

8.4.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OPC7,OPC8) 
漢字フィールド変換(OPC7,OPC8)では、変換前の文字コードの内容により、１バイトコード変換と２バイトコ

ード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換(OPC7,OPC8)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイ

トコード変換については漢字フィールド変換(OPC6)に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの挿入 

ＩＢＭ漢字コードではシフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，X'0F'：１バイトコード開始）により

１バイトコード、２バイトコードの切り替えを行なうため、変換時にシフトコードを挿入しますので、デー

タ長が変換前と一致しない場合があります。そのためコード変換の結果がフィールド長より短くなる場合は、

左詰めにコード変換の結果を設定し、更にフィールドの残りバイトにはX'FF'を設定します。また、コード変

換の結果がフィールド長を超える場合は、変換可能な範囲までを変換しあふれる部分については変換しませ

ん。 

また、編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_SHIFT_NO を指定することにより、シフトコー

ドを挿入しない変換も指定できます。 
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8.4.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
ＥＵＣコードからＩＢＭメインフレームコードへ変換を行う場合、通常、表 8.4.2 に示す標準提供している

コード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コードを使用する場合や、ＪＩＳ  Ｘ０２０８

－１９９０規格にない文字をＩＢＭ漢字コードにコード変換を行う場合、コード変換テーブルをカスタマイズ

する必要があります。 

 

表 8.4.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

EUCIBM EUCコードセット0/1/2/3からEBCDIK/EBCDICコード、ＩＢＭ漢字 

コードへの変換情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ） ＥＢＣＤＩＫコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＫコードへのコード変換テーブルでは、英小文字については未定義文字扱いとなり

ます。英小文字の扱いを変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

（ｂ） ユーザ定義文字領域の定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、外字コードについては変換の定義を行っていませんので、コード変

換テーブルのカスタマイズを行ってください。 
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8.5. ＵＮＩＣＯＤＥからＩＢＭメインフレームコードへの変換 

8.5.1. 文字コード変換の概要 
ＵＮＩＣＯＤＥからＩＢＭメインフレームコードへのコード変換では、英数文字コードについては、 

ＵＮＩＣＯＤＥをＥＢＣＤＩＣ（英小文字、カナ）コード及びＥＢＣＤＩＫ（カナ）コードへ、また、 

漢字コードについては、ＵＮＩＣＯＤＥをＩＢＭ漢字コードへ変換します。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 8.5.1に示す種類の文字コード変換を提供 

しています。 

 

表 8.5.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

UNICODE 英数文字のUNICODEデータからEBCDICコードへ変換 CHAR:OP69 

 英数文字のUNICODEデータからEBCDIKコードへ変換 CHAR:OP6A 

UNICODE 漢字コードのUNICODEデータからIBM漢字コードへ変換 KANJI:OP66 

UNICODE 英数文字と漢字コードの混在したUNICODEデータを、EBCDIC

とIBM漢字コードに変換 

KANJI:OP67 

 英数文字と漢字コードの混在したUNICODEデータを、 EBCDIK

とIBM漢字コードに変換 

KANJI:OP68 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行い、ＵＮＩＣＯＤＥは、ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８－１９ 

９０規格を想定しています。 

 

8.5.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OP69,OP6A） 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の 1 バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

8.5.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP66) 

漢字フィールド変換(OP66)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード変

換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（0x0100～0x036F、0x03D0～0x03FF、0x0500～0x1FFF、0x2070～0x20FF、0x2400～0x24FF、

0x2700～0x2FFF、0x3100～0x31FF、0x3300～0x4DFF、0xA000～0xF8FF、0xFB00～0xFEFF）については、未定

義文字コードと同じ扱いとなります。 
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8.5.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OP67,OP68) 
漢字フィールド変換(OP67,OP68)では、変換前の文字コードの内容により、１バイトコード変換と２バイトコ

ード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換(OP67,OP68)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイ

トコード変換については漢字フィールド変換(OP66)に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの挿入 

ＩＢＭ漢字コードではシフトコード（X'0E'：２バイトコード開始，X'0F'：１バイトコード開始）により

１バイトコード、２バイトコードの切り替えを行なうため、変換時にシフトコードを挿入しますので、デー

タ長が長くなります。このため、コード変換の結果がフィールド長を超える場合、あふれる部分については

変換しません。 

また、編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_SHIFT_NO を指定することにより、シフトコー

ドを挿入しない変換も指定できます。 

 

8.5.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
ＵＮＩＣＯＤＥからＩＢＭメインフレームコードへ変換を行う場合、通常、表 8.5.2 に示す標準提供してい

るコード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コードを使用する場合や、 ＪＩＳ  Ｘ  ０２

０８－１９９０規格の文字セット以外の特殊文字をＩＢＭ漢字コードにコード変換を行う場合、コード変換テ

ーブルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 8.5.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

UNIIBM UNICODEから EBCDIK/EBCDICコード、ＩＢＭ漢字コードへの変換情報を格納し

ています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ） ＥＢＣＤＩＫコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＫコードへのコード変換テーブルでは、英小文字については未定義文字扱いとなり

ます。英小文字の扱いを変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

（ｂ） ユーザ定義文字領域の定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、外字コードについては変換の定義を行っていませんので、コード変

換テーブルのカスタマイズを行ってください。 
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8.6. ＵＮＩＣＯＤＥから日立メインフレームコードへの変換 

8.6.1. 文字コード変換の概要 
ＵＮＩＣＯＤＥから日立メインフレームコードへのコード変換では、英数文字コードについては、 

ＵＮＩＣＯＤＥをＥＢＣＤＩＣ(英小文字)コード及びＥＢＣＤＩＫ(英小文字、カナ)コードへ、また、 

漢字コードについては、ＵＮＩＣＯＤＥをＫＥＩＳコードへ変換します。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 8.6.1に示す種類の文字コード変換を提供 

しています。 

 

表 8.6.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

UNICODE 英数文字のUNICODEデータからEBCDICコードへ変換 CHAR:OP79,OP89 

 英数文字のUNICODEデータからEBCDIKコードへ変換 CHAR:OP7A,OP8A 

UNICODE 漢字コードの UNICODEデータからKEIS78コードへ変換 KANJI:OP76 

 漢字コードの UNICODEデータからKEIS83/90コードへ 

変換 

KANJI:OP86 

UNICODE 英数文字と漢字コードの混在したUNICODEデータを、EBCDIC

とKEIS78コードに変換 

KANJI:OP77 

 英数文字と漢字コードの混在したUNICODEデータを、EBCDIC

とKEIS83/90コードに変換 

KANJI:OP87 

 英数文字と漢字コードの混在したUNICODEデータを、EBCDIK

とKEIS78コードに変換 

KANJI:OP78 

 英数文字と漢字コードの混在したUNICODEデータを、EBCDIK

とKEIS83/90コードに変換 

KANJI:OP88 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行い、ＵＮＩＣＯＤＥは、ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８－１９ 
９０規格を想定しています。 

 

 

8.6.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OP79,OP89,OP7A,OP8A） 

英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の 1 バイト

文字に置き換えることもできます。 
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8.6.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP76,OP86) 
漢字フィールド変換(OP76,OP86)では、データすべてを 2 バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコー

ド変換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに 2 バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の 2 バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（0x0100～0x036F、0x03D0～0x03FF、0x0500～0x1FFF、0x2070～0x20FF、0x2700～0x2FFF、

0x3100～0x31FF、0x3300～0x4DFF(KEIS78 の場合)、0x33D0～0x4DFF(KEIS83/90 の場合)、0xA000～0xF8FF、

0xFA30～0xFEFF(KEIS78 の場合)、0xFB00～0xFEFF(KEIS83/90 の場合)）については、未定義文字コードと同

じ扱いとなります。 

 

（３）空白文字コードの扱い 

全角の空白文字（X'8140'）及び偶数バイトの半角空白文字(X’20’)については、通常は、全角の空白文字と

して、X'A1A1'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに TRAN_SGLSPACEオプションを指定することにより、X'4040'にすることも

できます。 

 

8.6.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OP77,OP87,OP78,OP88) 
漢字フィールド変換(OP77,OP87,OP78,OP88)では、変換前の文字コードの内容により、1 バイトコード変換と

2バイトコード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換(OP77,OP87,OP78,OP88)では、1 バイトコードの変換については英数文字フィールド変換

に、2バイトコード変換については漢字フィールド変換(OP76,OP77)に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの挿入 

ＫＥＩＳコードではシフトコード（X'0A42':2 バイトコード開始，X'0A41':1 バイトコード開始）により 1

バイトコード、2バイトコードの切り替えを行なうため、変換時にシフトコードを挿入しますので、データ長

が長くなります。このため、コード変換の結果がフィールド長を超える場合、あふれる部分については変換

しません。 

また、編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_SHIFT_NO を指定することにより、シフトコー

ドを挿入しない変換も指定できます。 
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8.6.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
ＵＮＩＣＯＤＥから日立メインフレームコードへ変換を行う場合、通常 表 8.6.2に示す標準提供しているコ

ード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コードを使用する場合や、 ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８

－１９９０規格の文字セット以外の特殊文字をＫＥＩＳコードにコード変換を行う場合、コード変換テーブル

をカスタマイズする必要があります。 

 

表 8.6.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

UNIKS78 UNICODEからEBCDIK/EBCDICコード、KEIS78コードへの変換 

情報を格納しています。 

UNIKS90 UNICODEからEBCDIK/EBCDICコード、KEIS83/90コードへの 

変換情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ） ＥＢＣＤＩＫコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＫコードへのコード変換テーブルでは、英小文字については UNICODE とのコード変

換を行う際、情報の欠落を防ぐために未使用の部分に割り当てています。英小文字の扱いを変更する場合は、

コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

（ｂ）ＫＥＩＳコードの定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、外字コードについては変換の定義を行っていませんので、コード変

換テーブルのカスタマイズを行ってください。 
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8.7. ＵＮＩＣＯＤＥから富士通メインフレームコードへの変換 

8.7.1. 文字コード変換の概要 
ＵＮＩＣＯＤＥから富士通メインフレームコードへの文字コード変換では、英数文字コードについては、 

ＵＮＩＣＯＤＥをＥＢＣＤＩＣ（英小文字）コード及びＥＢＣＤＩＫ（カナ）コードへ、また、漢字コード 

については、ＵＮＩＣＯＤＥをＪＥＦコードへ変換します。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 8.7.1に示す種類の文字コード変換を提供して 

います。 

 

表 8.7.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

UNICODE 英数文字のUNICODEデータからEBCDICコードへ変換 CHAR:OP99 

 英数文字のUNICODEデータからEBCDIKコードへ変換 CHAR:OP9A 

UNICODE 漢字コードの UNICODEデータからJEFコードへ変換 KANJI:OP96 

UNICODE 英数文字と漢字コードの混在した UNICODE データを、EBCDIC

とJEFコードに変換 

KANJI:OP97 

 英数文字と漢字コードの混在したデータを、 EBCDIKとJEFコ

ードに変換 

KANJI:OP98 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行い、ＵＮＩＣＯＤＥは、ＪＩＳ  Ｘ  ０２０８－１９
９０規格を想定しています。 

 

 

8.7.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OP99,OP9A） 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 
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8.7.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OP96) 
漢字フィールド変換(OP96) では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコード変

換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

未定義文字コード（0x0100～0x036F、0x03D0～0x03FF、0x0500～0x1FFF、0x2070～0x20FF、 

0x2400～0x24FF、0x2700～0x2FFF、0x3100～0x31FF、0x3300～0x4DFF、0xA000～0xF8FF、0xFB00～0xFEFF）

については、X'FFFF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'81'≦第１バイト≦X'9F'または X'E0' ≦第１バイト≦X'FC'かつ X'40'

≦第２バイト≦X'7E'またはX'80'≦第２バイト≦X'FC'の範囲でない）については、未定義文字コードと同じ

扱いとなります。 

ただし、空白文字（X'20'）は除きます。 

 

（３）空白文字コードの扱い 

全角の空白文字（X'8140'）及び偶数バイトの半角空白文字(X’20’)については、通常は、全角の空白文字と

して、X'4040'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに TRAN_DBLSPACEオプションを指定することにより、X'A1A1'にすることも

できます。 

 

8.7.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OP97,OP98) 
漢字フィールド変換(OP97,OP98)では、変換前の文字コードの内容により、１バイトコード変換と２バイトコ

ード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換(OP97,OP98)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換に、２バイ

トコード変換については漢字フィールド変換(OP96)に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの挿入 

ＪＥＦコードではシフトコード（X'28'：１２ポイント２バイトコード開始，X'29'：１バイトコード開始）

により１バイトコード、２バイトコードの切り替えを行なうため、変換時にシフトコードを挿入しますので、

データ長が長くなります。このため、コード変換の結果がフィールド長を超える場合、あふれる部分につい

ては変換しません。 

また、編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_SHIFT_NO を指定することにより、シフトコー

ドを挿入しない変換や、TRAN_SHIFT_38 を指定することにより、2 バイトのシフトコードを X'38'：９ポイン

ト２バイトコード開始にする変換もできます。 
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8.7.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 
ＵＮＩＣＯＤＥから富士通メインフレームコードへ変換を行う場合、通常、表 8.7.2 に示す標準提供してい

るコード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コードを使用する場合や、 ＪＩＳ  Ｘ  ０２

０８－１９９０規格の文字セット以外の特殊文字をＪＥＦコードにコード変換を行う場合、コード変換テーブ

ルをカスタマイズする必要があります。 

 

表 8.7.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

UNIJEF UNICODE から EBCDIK/EBCDIC コード、JEF コードへの変換情報を格納していま

す。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ） ＥＢＣＤＩＣコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＣコードへのコード変換テーブルでは、カナ文字については未定義文字扱いとなり

ます。カナ文字の扱いを変更する場合は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

（ｂ） ＥＢＣＤＩＫコードの定義 

標準提供のＥＢＣＤＩＫコードへのコード変換テーブルでは、英小文字については UNICODE とのコード変

換を行う際、情報の欠落を防ぐために未使用の部分に割り当てています。英小文字の扱いを変更する場合は、

コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

（ｃ） ＪＥＦコードの定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、外字コードについては変換の定義を行っていませんので、コード変

換テーブルのカスタマイズを行ってください。 
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8.8. ＥＵＣコードから日立メインフレームコードへの変換 

8.8.1. 文字コード変換の概要 
ＥＵＣコードから日立メインフレームコードへのコード変換では､１バイトコードについては､ＥＵＣコード

セット０／２をＥＢＣＤＩＣ（英小文字、カナ）コード及びＥＢＣＤＩＫ（カナ）コードへ、また、２バイト

コードについては、ＥＵＣコードセット１／３をＫＥＩＳ漢字コードへ変換します。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 8.8.1に示す種類の文字コード変換を提供していま

す。 

 

表 8.8.1 コード変換の種類 

入力フィールド内容 コード変換の内容 
フィールド種別と 
変換オプション 

EUCコードセット0/2 EUCコードセット0/2からEBCDICコードへ変換 CHAR:OPD9,OPE9 

 EUCコードセット0/2からEBCDIKコードへ変換 CHAR:OPDA,OPEA 

EUCコードセット1/3 EUCコードセット1/3からKEIS漢字コードへ変換 KANJI:OPD6,OPE6 

EUCコードセット0/1/2/3 EUCコードセット0/1/2/3の混在したデータを、EBCDICとKEIS
漢字コードに変換 

KANJI:OPD7,OPE7 

 EUC コードセット 0/1/2/3 の混在したデータを、 EBCDIK と
KEIS漢字コードに変換 

KANJI:OPD8,OPE8 

 

コード変換はすべて、コード変換テーブルを用いて行います。ＥＵＣコード（JIS X0208-1990 規格）は、図 

8.1.1に示すようにＫＥＩＳ漢字コードのコード領域に変換します。 

 

 第１バイト 第２バイト 

 

 X’A1’-----------------------X'FE' 

X'41’ ユーザ定義文字 

    

X'59' 拡張文字セット３ 

  

X'80' ユーザ定義文字 

  

X'A1' 基本文字セット（非漢字） 

  ｜  

X'AC'  

X'AD' システムユース文字、 

  ｜ 書式制御文字 

X'AF'  

X'B0' 基本文字セット（漢字） 

  ｜  ＜ＪＩＳ第１水準互換＞ 

X'CF'  

X'D0' 拡張文字セット１（漢字） 

  ｜  ＜ＪＩＳ第２水準互換＞ 

X'FE'  

 
： 1部の文字を除き標準で変換できます。 

： コード変換テーブルのカスタマイズが 

必要です。 

第１バイト 第２バイト 

 

 X'A1'-----------------------------X'FE' 

X'A1' JIS X0208-1990  第１水準（非漢字） 

  

X'AF' JIS X0208-1990  第１水準（漢字） 

  

X'D0' JIS X0208-1990  第 2水準（漢字） 

  

X'F5' ユーザ定義文字 

X'FE'  

 EUCコードセット１ 

第１バイト 第２バイト 第３バイト 

X'8F' 

 X'A1'----------------------------X'FE' 

X'A1'  

 | ユーザ定義文字 

 |  

 |  

 |  

X'FE'  

 EUCコードセット３ 

 

 

 

図 8.8.1 ＥＵＣコードからＫＥＩＳ漢字コードへの変換 
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8.8.2. 英数文字フィールド変換(CHAR:OPD9,OPE9,OPDA,OPEA) 
英数文字フィールド変換では、指定されたフィールドのデータすべてを１バイトコードとして変換します。 

コード変換は、付録に示すコード変換テーブルに従い行いますが、以下のデータについては扱いが異なりま

す。 

 

（１） 未定義文字コードの扱い 

 未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FF'に変換します。 

なお、編集オプションファイルに１バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の１バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

8.8.3. 漢字フィールド変換(KANJI:OPD6,OPE6) 

漢字フィールド変換(OPD6,OPE6)では、データすべてを２バイトコードとしてコード変換テーブルに従いコー

ド変換を行いますが、以下のデータについては扱いが異なります。 

 

（１）未定義文字コード 

 未定義文字コード（コード変換テーブルに変換する文字コードが定義されていないコード）については、

X'FFFF'に変換します。 

 なお、編集オプションファイルに２バイト置換文字を指定することにより、未定義文字を任意の２バイト

文字に置き換えることもできます。 

 

（２）不当文字コードの扱い 

不当文字コード（コードの値が X'A1'≦第１バイト≦X'FE'または X'A1'≦第２バイト≦X'FE'の範囲でない）

については､未定義文字コードと同じ扱いとなります。 

ただし､空白文字（X'20'）は除きます。 

 

8.8.4. 漢字フィールド変換(KANJI:OPD7,OPE7,OPD8,OPE8) 
漢字フィールド変換(OPD7,OPE7,OPD8,OPE8)では、変換前の文字コードの内容により、１バイトコード変換と

２バイトコード変換を切り替えてコード変換を行います。 

漢字フィールド変換(OPD7,OPE7,OPD8,OPE8)では、１バイトコードの変換については英数文字フィールド変換

に、２バイトコード変換については漢字フィールド変換(OPE6)に準じますが、以下の点が異なります。 

 

（１）シフトコードの挿入 

ＫＥＩＳ漢字コードではシフトコード（X'0A42'：２バイトコード開始，X'0a41'：１バイトコード開始）

により１バイトコード、２バイトコードの切り替えを行うため、変換時にシフトコードを挿入しますので、

データ長が変換前と一致しない場合があります。そのためコード変換の結果がフィールド長より短くなる場

合は、左詰めにコード変換の結果を設定し、更にフィールドの残りバイトにはX'FF'を設定します。また、コ

ード変換の結果がフィールド長を超える場合は、変換可能な範囲までを変換しあふれる部分については変換

しません。 

また､編集オプションファイルのコード変換モードに TRAN_SHIFT_NO を指定することにより､シフトコード

を挿入しない変換も指定できます。 
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8.8.5. コード変換テーブルのカスタマイズ 

ＥＵＣコードから日立メインフレームコードへ変換を行う場合、通常、表 8.8.2 に示す標準提供しているコ

ード変換テーブルを使用しますが、お客様の定義された外字コードを使用する場合や、ＪＩＳ  Ｘ０２０８－

１９９０規格にない文字をＫＥＩＳ漢字コードにコード変換を行う場合、コード変換テーブルをカスタマイズ

する必要があります。 

 

表 8.8.2 Code Converterの標準提供コード変換テーブル 

ファイル名 テーブルの内容 

EUCKS78.tbl 
EUCKS90.tbl 

EUCコードセット 0/1/2/3から EBCDIK/EBCDICコード、ＫＥＩＳ漢字コードへの変換
情報を格納しています。 

 

（１）カスタマイズのポイント 

（ａ） ＥＢＣＤＩＫコードの定義 

 標準提供のＥＢＣＤＩＫコードへのコード変換テーブルでは、英小文字については EUC コードとのコード

変換を行う際、情報の欠落を防ぐために未使用の部分に割り当てています。英小文字の扱いを変更する場合

は、コード変換テーブルのカスタマイズを行ってください。 

（ｂ） ユーザ定義文字領域の定義 

標準提供のコード変換テーブルでは、外字コードについては変換の定義を行っていませんので、コード変

換テーブルのカスタマイズを行ってください。 
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9. 数値変換機能について 
この章では、数値変換機能について説明します。 

 

9.1. メインフレーム環境からオープン環境への数値変換（ｍｔｏ） 

9.1.1. 数値変換の概要 

メインフレーム上の数値には、パック形式データ及びゾーン形式データがあります。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 9.1.1に示す種類の数値変換を提供しています。 

 

表 9.1.1 数値変換の種類 

入力フィールド内容 数値変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

パック形式データ パック形式の数値データを文字形式データへ変換 NUM:OPA1 

ゾーン形式データ ゾーン形式の数値データを文字形式データへ変換 NUM:OPA2 

 

数値変換は、出力先フィールドに対して、右詰めに変換します。 

数値変換によって、出力先フィールドが不足している（変換したフィールド有効長の方が長い）場合はエラ

ー（エラーコード：７５７）と判定します。 

逆に、余っている（変換したフィールド有効長の方が短い）場合は、フィールド有効長より前に０もしくは

スペースを埋めます。 

 

9.1.2. パック形式変換(NUM:OPA1） 
パック形式変換は、指定されたフィールドの１バイトの数値（パック形式）データを、上位４ビットと下位

４ビットに分割し、それぞれ１バイトずつ、計２バイトの文字形式データに変換します。 

１バイトのパック形式データにおいて、範囲外（上位／下位４ビット：Ｘ’Ａ’～Ｘ’Ｆ’）の場合は、データ不
正（エラーコード：７６０）と判定します。 
 

パック形式変換は、編集オプションファイルの指定に従い変換します。 

 

（１） 符号の扱い 

パック形式データの最後の１バイトの下位４ビットが符号ビットです。符号ビットは以下のように判定し

ます。 

・ 符号ビットがＡ、Ｃ、Ｅ、Ｆの場合、プラス。 

・ 符号ビットがＢ、Ｄの場合、マイナス。 

・ 上記以外（０～９）の場合、データ不正。（エラーコード：７６０） 

そして、編集オプションファイルに指定した「符号位置」に従い、符号を付けます。 

なお、「符号位置」に「符号なし」を指定した場合、実際のデータが負の値（符号ビットがＢ、Ｄの場合）

であっても、マイナス符号を付けませんのでご注意願います。 

ただし、「パックデータの符号処置」に「符号なしパック変換(TRAN_PACK_SIGN_NON)」を指定した場合、

パックデータの符号は無条件にプラスとします。そして、符号ビットは以下のように判定します。 

・ 符号ビットが０～９の場合、数値データ。 

・ 上記以外（Ａ～Ｆ）の場合、データ不正。（エラーコード：７６０） 

 

・「符号位置が先頭」の場合 

 

パック形式データ 変換 文字形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 C  + 1 2 3 4 5 6 7 
 

図 9.1.1 符号位置が先頭の変換概要 
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・「符号位置が終端」の場合 

 

パック形式データ 変換 文字形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 D  1 2 3 4 5 6 7 — 
 

図 9.1.2 符号位置が終端の変換概要 

 

・「有効桁の前に符号を付ける」の場合 

 

パック形式データ 変換 文字形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 C  (SP) (SP) (SP) + 1 2 3 4 5 6 7 
 

図 9.1.3 符号位置が有効桁の前の変換概要 

 

・「符号位置なし」の場合 

 

パック形式データ 変換 文字形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 D  1 2 3 4 5 6 7 
 

図 9.1.4 符号なしの変換概要 

 

・「符号なしパックデータ」、「符号なし」の場合 

 

符号なしパックデータ 変換 文字形式データ 

0 1 2 3 4 5 6 7  ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 
 

 

図 9.1.5 符号なしパックデータの変換概要 

 

（２）０サプレスの扱い 

０サプレスとは、出力先フィールド長に対して、変換したフィールド有効長より前の０をスペースに置き

換えることです。０サプレスの扱いは編集オプションファイルに指定した「０サプレスの処置」に従います。 

０サプレスと符号位置の関連については、次のようになります。 

 

・「０サプレス無し」、「符号位置が先頭」の場合 

 

パック形式データ 変換 文字形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 C  + 0 0 1 2 3 4 5 6 7 

 
フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ無し 

 

図 9.1.6 ０サプレス無し、符号位置が先頭の変換概要 
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・「０サプレス有り」、「符号位置が終端」の場合 

 

パック形式データ 変換 文字形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 D  (SP) (SP) 1 2 3 4 5 6 7 － 

 
フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ有り  

図 9.1.7 ０サプレス有り、符号位置が終端の変換概要 

 

（３）小数点の扱い 

編集オプションファイルに指定した「小数点桁数」に従い、小数点を付けます。小数点桁数が０の場合

は、小数点無しと判定し、小数点は付けません。 

 

・「小数点桁数：３」、「０サプレス有り」、「有効桁の前に符号を付ける」の場合 

 
パック形式データ 変換 文字形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 C  (SP) (SP) + 1 2 3 4 . 5 6 7 

 
フィールド有効長         0 ｻﾌﾟﾚｽ有り  

図 9.1.8 小数点桁数３、０サプレス有り、符号位置が有効桁の前の変換概要 

 

・「小数点桁数：０」、「０サプレス無し」、「符号なし」の場合 

 

パック形式データ 変換 文字形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 D  0 0 0 1 2 3 4 5 6 7 

 
フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ無し  

図 9.1.9 小数点桁数０、０サプレス無し、符号なしの変換概要 

 

（４）オール０の扱い 

指定されたフィールドがオール０の場合、編集オプションファイルに指定した「オールスペースの 

処置」に従います。 

「オール０はそのまま０に変換する（TRAN_ALLSPACE_NORMAL）」を指定した場合、通常の数値変換 

どおりに０に変換します。 

「オール０はオールスペースに変換する（TRAN_ALLSPACE_ZERO）」を指定した場合は、図 9.1.10に 

示すように、オールスペース（全てＸ’20’）に変換します。その際、編集オプションファイルに指定 

した「符号位置」「０サプレスの処置」「小数点桁数」ならびに入力データの符号は無視します。 

 
パック形式データ 変換 文字形式データ 

0 0 0 0 0 0 0 C  (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) 
 

図 9.1.10 オール０をオールスペースに変換する場合の概要 
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9.1.3. ゾーン形式変換(NUM:OPA2） 
ゾーン形式変換は、指定されたフィールドの１バイトの数値（ゾーン形式）データの下位４ビットを、１バ

イトの文字形式データに変換します。 

１バイトのゾーン形式データにおいて、範囲外（下位４ビット：Ｘ’Ａ’～Ｘ’Ｆ’）の場合はデータ不正 
（エラーコード：７６０）と判定します。 
 

ゾーン形式変換は、編集オプションファイルの指定に従い変換します。 

 

（１） 符号の扱い 

ゾーン形式の数値データの最後の１バイトの上位４ビットが符号ビットです。符号ビットは以下のように

判定します。 

・ 符号ビットがＡ、Ｃ、Ｅ、Ｆの場合、プラス。 

・ 符号ビットがＢ、Ｄの場合、マイナス。 

・ 上記以外（０～９）の場合、データ不正。（エラーコード：７６０） 

そして、編集オプションファイルに指定した「符号位置」に従い、符号を付けます。 

なお、「符号位置」に「符号なし」を指定した場合、実際のデータが負の値（符号ビットがＢ、Ｄの場合）

であっても、マイナス符号を付けませんのでご注意願います。 

また、「パックデータの符号処置」に「符号なし変換（TRAN_PACK_SIGN_NON）」を指定した場合は、その

指示パラメータを無効とし符号付きと判定します。 

 

・ 「符号位置が先頭」の場合 

 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6  + 1 2 3 4 5 6 

 

図 9.1.11 符号位置が先頭の変換概要 

 

・「符号位置が終端」の場合 

 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 D 6  1 2 3 4 5 6 － 

 

図 9.1.12 符号位置が終端の変換概要 

 

・「有効桁の前に符号を付ける」の場合 

 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6  (SP) (SP) (SP) + 1 2 3 4 5 6 

 

図 9.1.13 符号位置が有効桁の前の変換概要 
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・「符号なし」の場合 

 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 D 6  1 2 3 4 5 6 

 

図 9.1.14 符号なしの変換概要 

 

（２）０サプレスの扱い 

０サプレスとは出力先フィールド長に対して、変換したフィールド有効長より前の０をスペースに置き換

えることです。０サプレスの扱いは編集オプションファイルに指定した「０サプレスの処置」に従います。 

０サプレスと符号位置の関連については、次のようになります。 

 

・「０サプレス無し」、「符号位置が先頭」の場合 

 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6  + 0 0 1 2 3 4 5 6 

 
フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ無し  

図 9.1.15 ０サプレス無し、符号位置が先頭の変換概要 

 

・「０サプレス有り」、「符号位置が終端」の場合 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 D 6  (SP) (SP) 1 2 3 4 5 6 － 

 
フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ有り 

 
図 9.1.16 ０サプレス有り、符号位置が終端の変換概要 

 

（３）小数点の扱い 

編集オプションファイルに指定した「小数点桁数」に従い、小数点を付けます。小数点桁数が０の場合

は、小数点無しと判定し、小数点は付けません。 

 

・「小数点桁数：３」、「０サプレス有り」、「有効桁の前に符号を付ける」の場合 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6  (SP) (SP) + 1 2 3 . 4 5 6 

 フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ有り  

図 9.1.17 小数点桁数３、０サプレス無し、符号位置が有効桁の前の変換概要 
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・「小数点桁数：０」、「０サプレス無し」、「符号なし」の場合 

 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 D 6  0 0 0 1 2 3 4 5 6 

 フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ無し  

図 9.1.18 小数点桁数０、０サプレス無し、符号なしの変換概要 

 

（４）オール０の扱い 

指定されたフィールドがオール０の場合、編集オプションファイルに指定した「オールスペースの 

処置」に従います。 

「オール０はそのまま０に変換する（TRAN_ALLSPACE_NORMAL）」を指定した場合、通常の数値変換 

どおりに０に変換します。 

「オール０はオールスペースに変換する（TRAN_ALLSPACE_ZERO）」を指定した場合は、図 9.1.19 

に示すように、オールスペース（全てＸ’20’）に変換します。その際、編集オプションファイルに指定 

した「符号位置」「０サプレスの処置」「小数点桁数」ならびに入力データの符号は無視します。 

 

ゾーン形式データ 変換 文字形式データ 

F 0 F 0 F 0 F 0 F 0 C 0  (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) 

 

図 9.1.19 オール０をオールスペースに変換する場合の概要 
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9.2. オープン環境からメインフレーム環境への数値変換（ｏｔｍ） 

9.2.1. 数値変換の概要 
オープン上の数値は、文字形式データです。 

Code Converterでは、フィールドの内容に合わせて、表 9.2.1に示す種類の数値変換を提供しています。 

表 9.2.1 数値変換の種類 

入力フィールド内容 数値変換の内容 フィールド種別と 

変換オプション 

文字形式データ 文字形式データをパック形式の数値データへ変換 NUM:OPA6 

 文字形式データをゾーン形式の数値データへ変換 NUM:OPA7 

 

数値変換は、出力先フィールドに対して、右詰めに変換します。 

数値変換によって、出力先フィールドが不足している（変換したフィールド有効長の方が長い）場合はエラ

ー（エラーコード：７５７）と判定します。 

逆に、余っている（変換したフィールド有効長の方が短い）場合は、フィールド有効長より前に０を埋めま

す。 

 

9.2.2. パック形式変換(NUM:OPA6） 
パック形式変換は、指定されたフィールドの２バイトの文字形式データについて、第１バイト目を上位４ビ

ット、第２バイト目を下位４ビットに変換し、１バイトの数値（パック形式）データに結合します。 

２バイトの文字形式データにおいて、範囲外（第１／第２バイト：Ｘ’３０’ ～ Ｘ’３９’以外）の場合はデー
タ不正（エラーコード：７６０）と判定します。 
 

パック形式変換は、編集オプションファイルの指定に従い変換します。 

 

（１） 符号の扱い 

編集オプションファイルに指定した「符号位置」に従い、文字形式データの符号の判定を行います。指定

された位置にプラス／マイナスがない場合は、符号不正（エラーコード：７５８）と判定します。また「符

号なし（TRAN_SIGN_NON）」を指定した場合は、無条件にプラスとします。 

 

プラス／マイナスの符号は、パック形式データの最後の１バイトの下位４ビットに符号ビットとして変換

します。符号ビットは、編集オプションファイルの指定により、以下のような内容に変換します。 

・ 符号がプラスの場合、符号ビットは「プラス符号種別」で指定したパラメータ。 

・ 符号がマイナスの場合、符号ビットは「マイナス符号種別」で指定したパラメータ。 

ただし、「パックデータの符号処置」に「符号なしパック変換(TRAN_PACK_SIGN_NON)」を指定した場合、

パックデータの符号は無条件にプラスとします。そして、符号ビットは以下のように判定します。 

・ 符号ビットが０～９の場合、数値データ。 

・ 上記以外（Ａ～Ｆ）の場合、データ不正。（エラーコード：７６０） 

 

・ 「符号位置が先頭」の場合 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

+ 1 2 3 4 5 6 7  1 2 3 4 5 6 7 C 

 

図 9.2.1 符号位置が先頭の変換概要 
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・「符号位置が終端」の場合 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

1 2 3 4 5 6 7 －  1 2 3 4 5 6 7 D 

 

図 9.2.2 符号位置が終端の変換概要 

 

・「有効桁の前に符号を付ける」の場合 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

(SP) (SP) + 1 2 3 4 5 6 7  1 2 3 4 5 6 7 C 

 

図 9.2.3 符号位置が有効桁の前の変換概要 

 

・「符号なし」の場合 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

1 2 3 4 5 6 7  1 2 3 4 5 6 7 C 

 

図 9.2.4 符号なしの変換概要 

 

・「符号なしパックデータ」、「符号なし」の場合 

文字形式データ 変換 符号なしパックデータ 

０ 1 2 3 4 5 6 7  0 1 2 3 4 5 6 7 

 

図 9.2.5 符号なしパックデータの変換概要 

 

（２）０サプレスの扱い 

文字形式データが０サプレスされている（フィールド有効長より前はスペースである）場合は、スペース

を０に置き換える必要があるため、編集オプションファイルの「０サプレスの処置」に「０サプレスする

（TRAN_ZERO_SUPPRESS）」を指定してください。「０サプレスしない（TRAN_NON_SUPPRESS）」を指定した場

合は、データ不正（エラーコード：７６０）と判定します。 

文字形式データが０サプレスされていない（フィールド有効長より前は０である）場合、編集オプション

ファイルの「０サプレスの処置」の指定は関係ありません（無視します）。 

０サプレスと符号位置の関連については、次のようになります。 

 

・「０サプレス無し」、「符号位置が先頭」の場合 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

+ 0 0 1 2 3 4 5 6 7  0 0 1 2 3 4 5 6 7 C 

 フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ無し  

図 9.2.6 ０サプレス無し、符号位置が先頭の変換概要 
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・「０サプレス有り」、「符号位置が終端」の場合 

 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

(SP) (SP) 1 2 3 4 5 6 7 －  0 0 1 2 3 4 5 6 7 D 

 
フィールド有効長         0 ｻﾌﾟﾚｽ有り 

 

図 9.2.7 ０サプレス有り、符号位置が終端の変換概要 

 

（３）小数点の扱い 

編集オプションファイルに指定した「小数点桁数」に従い、文字形式データの小数点の判定を行います。

指定された位置に小数点がない場合は、小数点不正（エラーコード：７５９）と判定します。小数点桁数が

０の場合は、小数点無しと判定します。 

 

・「小数点桁数：３」、「０サプレス有り」、「有効桁の前に符号を付ける」の場合 

 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

(SP) (SP) + 1 2 3 4 . 5 6 7  0 0 1 2 3 4 5 6 7 C 

 フィールド有効長         0 ｻﾌﾟﾚｽ有り  

図 9.2.8 小数点桁数３、０サプレス有り、符号位置が有効桁の前の変換概要 

 

・「小数点桁数：０」、「０サプレス無し」、「符号なし」の場合 

 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

0 0 0 1 2 3 4 5 6 7  0 0 0 0 1 2 3 4 5 6 7 C 

 フィールド有効長         0ｻﾌﾟﾚｽ無し  

図 9.2.9 小数点桁数０、０サプレス無し、符号なしの変換概要 

 

（４） オールスペースの扱い 

指定されたフィールドがオールスペース（全てＸ’20’）の場合、編集オプションファイルに指定した

「オールスペースの処置」に従います。 

「オールスペースはエラーとする(TRAN_ALLSPACE_NORMAL)」を指定した場合は、データ不正(エラー 

コード：７６０)と判定します。 

「オールスペースは０に変換する（TRAN_ALLSPACE_ZERO）」を指定した場合は、図 9.2.10 に示すよう

に、オール０として変換します。その際、編集オプションファイルに指定した「符号位置」「０サプレス

の処置」「小数点桁数」は無視します。 

なお、符号は編集オプションファイルの「プラス符号種別」の指定に従います。 

 

文字形式データ 変換 パック形式データ 

(SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP)  0 0 0 0 0 0 0 0 0 C 

 

図 9.2.10 オールスペースをオール０に変換する場合の概要 

 

（５）オール０の扱い 

指定されたフィールドがオール０の場合は、通常の数値変換どおりに０に変換します。 
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9.2.3. ゾーン形式変換(NUM:OPA7） 
ゾーン形式変換は、指定されたフィールドの１バイトの文字形式データを下位４ビットに変換し上位４ビッ

トにＸ’Ｆ’を結合して、１バイトの数値（ゾーン形式）データに変換します。 

１バイトの文字形式データにおいて、範囲外（Ｘ’３０’～ Ｘ’３９’以外）の場合はデータ不正（エラーコー
ド：７６０）と判定します。 
 

ゾーン形式変換は、編集オプションファイルの指定に従い変換します。 

 

（１） 符号の扱い 

編集オプションファイルに指定した「符号位置」に従い、文字形式データの符号の判定を行います。指定

された位置にプラス／マイナスがない場合は、符号不正（エラーコード：７５８）と判定します。また「符

号なし（TRAN_SIGN_NON）」を指定した場合は、無条件にプラスとします。 

なお、「パックデータの符号処置」に「符号なし変換（TRAN_PACK_SIGN_NON）」を指定した場合は、その

指示パラメータを無効とし符号付きと判定します。 

 

プラス／マイナスの符号は、ゾーン形式データの最後の１バイトの上位４ビットに符号ビットとして変換

します。符号ビットは、編集オプションファイルの指定により、以下のような内容に変換します。 

・ 符号がプラスの場合、符号ビットは「プラス符号種別」で指定したパラメータ。 

・ 符号がマイナスの場合、符号ビットは「マイナス符号種別」で指定したパラメータ。 

 

・ 「符号位置が先頭」の場合 

 

文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

+ 1 2 3 4 5 6  F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6 
 

図 9.2.11 符号位置が先頭の変換概要 

 

・「符号位置が終端」の場合 

文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

1 2 3 4 5 6 －  F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 D 6 
 

図 9.2.12 符号位置が終端の変換概要 

 

・「有効桁の前に符号を付ける」の場合 

文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

(SP) (SP) + 1 2 3 4 5 6  F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6 
 

図 9.2.13 符号位置が有効桁の前の変換概要 

 

・「符号位置なし」の場合 

 

文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

1 2 3 4 5 6  F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6 
 

図 9.2.14 符号なしの変換概要 
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（２）０サプレスの扱い 

文字形式データが０サプレスされている（フィールド有効長より前はスペースである）場合は、スペース

を０に置き換える必要があるため、編集オプションファイルの「０サプレスの処置」に「０サプレスする

（TRAN_ZERO_SUPPRESS）」を指定してください。「０サプレスしない（TRAN_NON_SUPPRESS）」を指定した場

合は、データ不正（エラーコード：７６０）と判定します。 

文字形式データが０サプレスされていない（フィールド有効長より前は０である）場合、編集オプション

ファイルの「０サプレスの処置」の指定は関係ありません（無視します）。 

０サプレスと符号位置の関連については、次のようになります。 

 

・「０サプレス無し」、「符号位置が先頭」の場合 

 

文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

+ 0 0 1 2 3 4 5 6  F 0 F 0 F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6 

 フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ無し  

図 9.2.15 ０サプレス無し、符号位置が先頭の変換概要 

 

・ 「０サプレス有り」、「符号位置が終端」の場合 

文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

(SP) (SP) 1 2 3 4 5 6 －  F 0 F 0 F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 D 6 

 
フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ有り 

 

図 9.2.16 ０サプレス有り、符号位置が終端の変換概要 

 

（３）小数点の扱い 

編集オプションファイルに指定した「小数点桁数」に従い、文字形式データの小数点の判定を行います。

指定された位置に小数点がない場合は、小数点不正（エラーコード：７５９）と判定します。小数点桁数が

０の場合は、小数点無しと判定します。 

 

・「小数点桁数：３」、「０サプレス有り」、「有効桁の前に符号を付ける」の場合 

文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

(SP) (SP) + 1 2 3 . 4 5 6  F 0 F 0 F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6 

 フィールド有効長  0 ｻﾌﾟﾚｽ有り  

図 9.2.17 小数点桁数３、０サプレス有り、符号位置が有効桁の前の変換概要 

 

・「小数点桁数：０」、「０サプレス無し」、「符号なし」の場合 

文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

0 0 1 2 3 4 5 6  F 0 F 0 F 1 F 2 F 3 F 4 F 5 C 6 

 フィールド有効長 0 ｻﾌﾟﾚｽ無し  

図 9.2.18 小数点桁数０、０サプレス無し、符号なしの変換概要 
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（４） オールスペースの扱い 

指定されたフィールドがオールスペース（全てＸ’20’）の場合、編集オプションファイルに指定した

「オールスペースの処置」に従います。 

「オールスペースはエラーとする(TRAN_ALLSPACE_NORMAL)」を指定した場合は、データ不正(エラー 

コード：７６０)と判定します。 

「オールスペースは０に変換する（TRAN_ALLSPACE_ZERO）」を指定した場合は、図 9.2.19に示すよう

に、オール０として変換します。その際、編集オプションファイルに指定した「符号位置」「０サプレス

の処置」「小数点桁数」は無視します。 

なお、符号は編集オプションファイルの「プラス符号種別」の指定に従います。 

 
文字形式データ 変換 ゾーン形式データ 

(SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP) (SP)  F 0 F 0 F 0 F 0 F 0 F 0 F 0 C 0  

図 9.2.19 オールスペースをオール０に変換する場合の概要 

 

（５）オール０の扱い 

指定されたフィールドがオール０の場合は、通常の数値変換どおりに０に変換します。 
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10. コード変換テーブルのカスタマイズ 
ここでは、コード変換テーブルを実際にカスタマイズする方法について説明します。 

 

10.1. テーブルカスタマイズの概要 
ユティリティを使用する際のユーザの処理手順を図 10.1.1を例に説明します。 

 

 ワークステーション 

 

 ④ 実行 

 ｃｃｎｖコマンド 

 

カスタマイズ 

ユティリティ 定義文 

コード変換 

テーブル 

ＮＡＭＥ＝ｘｘｘｘ 

ＣＯＤＥ＝ｘｘｘｘ 

ｘｘｘｘ：ｘｘｘｘ 

ｘｘｘｘ：ｘｘｘｘ 

ｘｘｘｘ：ｘｘｘｘ 

 

 ③ 

⑤ 

カスタマイズ 

対象コードの 

選定 

① 

標準提供の 

変換テーブルを用意 

ユーザカスタマイズされた 

コード変換テーブルをユーザ 

環境へ準備 

コード変換 

テーブル 

② 定義文の作成 

処理手順 

① ユーザの使用環境により、カスタマイズをする変換種別、コードを選定します。 

② ワークステーション上のエディタ(ｖｉ等)により、カスタマイズ方法(定義文)を

記述します。 

③ カスタマイズユティリティを使用するディレクトリに、カスタマイズの元となる

コード変換テーブルを用意します。 

④ ユティリティコマンド（ｃｃｎｖ）により、カスタマイズを実行します。 

⑤ ユティリティコマンドを実行したディレクトリ（オプションで吐き出し先ディレ

クトリの変更可）に生成されたカスタマイズ後のコード変換テーブルをユーザの

使用環境に移動します。 

⑥ Code Converterのテーブルのディレクトリ及び、テーブル名称を変更します。 
 

図 10.1.1 ユティリティ概要 
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10.2. ユティリティの機能 
ユティリティでは、変換テーブルをカスタマイズするために必要な、いくつかの機能を提供しています。 

以下にこれらの機能について説明します。 

 

（１）テーブルカスタマイズ機能 

ユーザが指定するカスタマイズ情報（定義文）に基づいて指定されたコード変換テーブルのカスタマイズ

する機能です。ただし、標準提供の変換テーブルの修正を行うことはできません。また、外字変換もこの機

能を使用します。詳細は、10.6節の実行例を参照してください。 

 

（２）テーブル情報出力機能 

コード変換テーブルの種別、作成日時、変更履歴等のコード変換テーブル情報を標準出力に出力する機能

です。 

 

（３）テーブルダンプ出力機能 

変換テーブルのダンプ結果をファイルへ出力する機能です。ダンプ出力される内容は、コードについての

みであり、変換テーブルが持つヘッダ情報等の内部的な情報は出力されません。また、出力形式は変換テー

ブル名（拡張子なし）に拡張子“．ｄｍｐ”を付加したファイル名で生成されます。 

 

（４）標準提供テーブル生成機能 

標準で提供している変換テーブルの再作成を行う機能です。何らかの手違いまたは、ハードディスクの障

害等により標準提供の変換テーブルを変更及び、削除してしまった場合に使用します。 

 

 

10.3. 実行環境の設定 
ユティリティでは、実行環境のロケールとしてシフトＪＩＳ／ＥＵＣを指定することができます。 

ＥＵＣの場合、ユティリティが出力するメッセージに日本語を表示する方法は、実行環境のロケールに合わせ

て、環境変数ＣＣＮＶ＿ＬＡＮＧに以下の設定を行ってください。 

 

     CCNV_LANG=EUC 

 

なお、ロケール設定の詳細／環境変数の設定方法については、使用するＯＳのマニュアルを参照してくださ

い。 
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10.4. 定義文の文法 
コード変換テーブルをカスタマイズするために、ユティリティコマンドに指定する定義文の形式を以下に説

明します。 

 

（１） 定義文指定規則 

定義文の記述は、コメント文字以外は半角英数字で指定してください。 

（ａ）定義文の種類 

表 10.4.1にコード変換テーブルのカスタマイズに使用する定義文の種類を示します。 

 

表 10.4.1 定義文の種類 

定義文の種類 用途 

ＮＡＭＥ文 カスタマイズを行うコード変換テーブルの名称を指定します。 

ＴＹＰＥ文 カスタマイズを行うコード変換の種別を指定します。 

ＣＯＤＥ文 カスタマイズする文字コードの種別を指定します。 

コードカスタマイズ文 コード変換の対応を変更する文字コードを指定します。 

コメント文 コメントを記述します。 

 

（ｂ）定義文開始位置 

文の開始位置に決まりはありませんが、１行に１文で１２０カラム以内に収めてください。 

（ｃ）定義文の指定順序 

定義文は、図 10.4.1に順序で定義する必要があります。 

 

 ＮＡＭＥ文 ……… １文のみ指定 

ＴＹＰＥ文 ……… １文のみ指定 

ＣＯＤＥ文 ……… カスタマイズする文字コード種別に１文指定 

コードカスタマイズ文 

： カスタマイズする文字コード文指定 

コードカスタマイズ文 

ＣＯＤＥ文 

コードカスタマイズ文 

： カスタマイズする文字コード文指定 

コードカスタマイズ文 

定義順序 

 

図 10.4.1 定義文の指定順序 

 

（２）定義文詳細 

（ａ）ＮＡＭＥ文 

⚫ 記述形式 

 

ＮＡＭＥ＝生成するコード変換テーブル名称 
 

 

⚫ パラメータの説明 

生成するコード変換テーブル名称： 

生成するコード変換テーブルの名称を、英字で始まる２５５桁以内の英数字で指定します。新規に

コード変換テーブルを生成せずに、コード変換テーブルの変更のみを行う場合は、‘＊’を指定しま

す。 
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（ｂ）ＴＹＰＥ文 

⚫ 記述形式 

 

ＴＹＰＥ＝コード変換種別 
 

 

 

⚫ パラメータの説明 

コード変換種別： 

カスタマイズを行う、コード変換の種別を指定します。表 10.4.2に指定できる値を示します。 

 

表 10.4.2 ＴＹＰＥキーワードに指定できるパラメータの内容 

パラメータ 内    容 

IBMtoSJIS IBM漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

SJIStoIBM ｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞからIBM漢字ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

JEFtoSJIS JEF漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

SJIStoJEF ｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞからJEF漢字ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

KS90toSJIS KEIS83/90 ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

SJIStoKS90 ｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞからKEIS83/90 ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

KS78toSJIS KEIS78 ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

SJIStoKS78 ｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞからKEIS78 ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

IBMtoEUC IBM漢字ｺｰﾄﾞからEUC ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

EUCtoIBM EUC ｺｰﾄﾞからIBM漢字ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

KS78toEUC KEIS78 ｺｰﾄﾞからEUC ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

EUCtoKS78 EUC ｺｰﾄﾞからKEIS78 ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

KS90toEUC KEIS83/90 ｺｰﾄﾞからEUC ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

EUCtoKS90 EUC ｺｰﾄﾞからKEIS83/90 ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

IBMtoUNI IBM漢字ｺｰﾄﾞからUNICODEへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

UNItoIBM UNICODEからIBM漢字ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

JEFtoUNI JEF漢字ｺｰﾄﾞからUNICODEへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

UNItoJEF UNICODEからJEF漢字ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

KS90toUNI KEIS83/90 ｺｰﾄﾞからUNICODEへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

UNItoKS90 UNICODEからKEIS83/90 ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

KS78toUNI KEIS78 ｺｰﾄﾞからUNICODEへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

UNItoKS78 UNICODEからKEIS78 ｺｰﾄﾞへの変換用ﾃｰﾌﾞﾙをｶｽﾀﾏｲｽﾞの対象とする 

※：ＥＢＣＤＩＣ／ＫコードからＪＩＳ８／ＥＵＣコードへの変換を含みます。 

 

 （ｃ）ＣＯＤＥ文 

⚫ 記述形式 

 

ＣＯＤＥ＝コード種別 
 

 

⚫ パラメータの説明 

コード種別： 

カスタマイズの対象となるコード種別を指定します。省略時は、ユティリティコマンドの－ｔオプ

ションで渡された変換テーブルの変換種別ごとに仮定されます。表 10.4.3 にＣＯＤＥキーワードに

指定できる値を示します。 
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表 10.4.3 ＣＯＤＥキーワードに指定できるパラメータの内容 

コード変換種別 パラメータ 意味 

IBMtoSJIS IBM IBM漢字ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

 EBCDIC EBCDIC ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

 EBCDIK EBCDIK ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

KS90toSJIS, KEIS KEIS78 KEIS83/90 ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

KS78toSJIS EBCDIC EBCDIC ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

 EBCDIK EBCDIK ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

JEFtoSJIS JEF JEF ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

 EBCDIC EBCDIC ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

 EBCDIK EBCDIK ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

SJIStoIBM, SJIS ｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

SJIStoJEF,   

SJIStoKS90, JIS8 JIS8 ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

SJIStoKS78   

IBMtoEUC IBM IBM漢字ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

 EBCDIC EBCDIC ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

 EBCDIK EBCDIK ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

KS78toEUC KEIS  KEIS78 KEIS83/90 ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

KS90toEUC EBCDIC EBCDIC ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

 EBCDIK EBCDIK ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

EUCtoIBM EUC1 EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 1をｶｽﾀﾏｲｽﾞする 

EUCtoKS78 EUC0 EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 0をｶｽﾀﾏｲｽﾞする 

EUCtoKS90 EUC2 EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 2をｶｽﾀﾏｲｽﾞする 

 EUC3 EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 3をｶｽﾀﾏｲｽﾞする 

IBMtoUNI IBM IBM漢字ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

EBCDIC EBCDIC ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

EBCDIK EBCDIK ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

KS90toUNI, 

KS78toUNI 

KEIS KEIS78 KEIS83/90 ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

EBCDIC EBCDIC ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

EBCDIK EBCDIK ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

JEFtoUNI JEF JEF ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

EBCDIC EBCDIC ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

EBCDIK EBCDIK ｺｰﾄﾞをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

UNItoIBM, UNI UNICODEをｶｽﾀﾏｲｽﾞ対象とする 

UNItoJEF,   

UNItoKS90,   

UNItoKS78   
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（ｄ）コードカスタマイズ文 

⚫ 記述形式 

 

変換するコード：変換後コード 
 

複数指定する場合は、カンマ(‘，’)で区切ります。 

各キーワードを定義するカラムは自由ですが、各キーワードとキーワードの間はカンマ(‘，’)また

は、改行で必ず区切ってください。 

 

⚫ パラメータの説明 

変換するコード：変換後コード 

変換前コードは、コード変換テーブル中の変換前のコードを１６進数で指定します。 

変換後コードは、コード変換をすることにより得たいコードを１６進数で指定します。 

対象コード別に指定可能な範囲を表 10.4.4～表 10.4.9に示します。この範囲以外の値を指定する

とエラーとなるので注意してください。また、１バイト変換のカスタマイズを行う際、期待するコー

ドに０ｘＦＦを指定しないこと。指定した場合、実際にコード変換した後で得られるコードは、０ｘ

ＦＦとならずに１バイト未定義コードとなるので注意すること。 

 

 

表 10.4.4 シフトＪＩＳ⇒メインフレームコード変換での有効コード範囲 

対象コード 変換前有効範囲 変換後有効範囲 

JIS8 0x00～0xFF 0x00～0xFE 

SJIS 1 ﾊﾞｲﾄ目：0x81～0x9F， 

         0xE0～0xFC 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0x40～0x7E， 

         0x80～0xFC 

IBM漢字ｺｰﾄﾞ 

へ変換   

1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0x7F 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

JEF漢字ｺｰﾄﾞ 

へ変換   

1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0xA1～0xFE 

KEIS ｺｰﾄﾞへ変換 1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0xA1～0xFE 

 

表 10.4.5 メインフレームコード⇒シフトＪＩＳ変換での有効コード範囲 

対象コード 変換前有効範囲 変換後有効範囲 

EBCDIC 0x00～0xFF *1 0x00～0xFE 

EBCDIK 0x00～0xFF *1 0x00～0xFE 

IBM 第1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0x7F 

第2 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

1 ﾊﾞｲﾄ目：0x81～0x9F， 

         0xE0～0xFC 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0x40～0x7E， 

         0x80～0xFC 
KEIS 第1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

第2 ﾊﾞｲﾄ目：0xA1～0xFE 

JEF 第1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

第2 ﾊﾞｲﾄ目：0xA1～0xFE 

*1：シフトコードは除く 
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表 10.4.6 ＥＵＣコード⇒メインフレームコード変換での有効コード範囲 

対象コード 変換前有効範囲 変換後有効範囲 

EUC0 X’00～7F’ X’00～FF’ 

EUC1 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

IBM漢字ｺｰﾄﾞへ変

換 

1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～7F’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

JEF ｺｰﾄﾞへ変換 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

KEIS ｺｰﾄﾞへ変換 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

EUC2 2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～DF’ *1 X’00～FF’ 

EUC3 2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ *2 

3 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ *2 

IBM漢字ｺｰﾄﾞへ変

換 

1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～7F’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

JEF ｺｰﾄﾞへ変換 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

KEIS ｺｰﾄﾞへ変換 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

*1：１バイト目のＸ‘８Ｅ’は指定しない 

*2：１バイト目のＸ‘８Ｆ’は指定しない 

 

 

表 10.4.7 メインフレームコード⇒ＥＵＣコード変換での有効コード範囲 

対象コード 変換前有効範囲 変換後有効範囲 

EBCDIC X’00～FF’ *1 EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 0 X’00～7F’ 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 2 X’8EA1～8EDF’ 

EBCDIK X’00～FF’  *1 EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 0 X’00～7F’ 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 2 X’8EA1～8EDF’ 

IBM 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～7F’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 1 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 3 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’8F’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

3 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

JEF 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 1 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 3 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’8F’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

3 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

KEIS 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’41～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 1 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

EUC ｺｰﾄﾞｾｯﾄ 3 1 ﾊﾞｲﾄ目:X’8F’ 

2 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

3 ﾊﾞｲﾄ目:X’A1～FE’ 

*1：シフトコードを除く 
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表 10.4.8 ＵＮＩＣＯＤＥ⇒メインフレームコード変換での有効コード範囲 

対象コード 変換前有効範囲 変換後有効範囲 

UNICODE 0x0000～0x007Fまたは 

0xFF60～0xFF9F 

0x00～0xFE 

0x0100～FF5Fまたは 

0xFFA0～FFFF 

IBM漢字ｺｰﾄﾞ 

へ変換   

1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0x7F 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

JEF漢字ｺｰﾄﾞ 

へ変換   

1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0xA1～0xFE 

KEIS ｺｰﾄﾞへ変換   1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0xA1～0xFE 

 

表 10.4.9 メインフレームコード⇒ＵＮＩＣＯＤＥ変換での有効コード範囲 

対象コード 変換前有効範囲 変換後有効範囲 

EBCDIC 0x00～0xFF *1 0x0000～0x007F又は0xFF60～0xFF9F 

EBCDIK 0x00～0xFF *1 0x0000～0x007F又は0xFF60～0xFF9F 

IBM 1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0x7F 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

0x0100～FF5F又は0xFFA0～FFFE 

KEIS 1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0xA1～0xFE 

0x0100～FF5F又は0xFFA0～FFFE 

JEF 1 ﾊﾞｲﾄ目：0x41～0xFE 

2 ﾊﾞｲﾄ目：0xA1～0xFE 

0x0100～FF5F又は0xFFA0～FFFE 

*1：シフトコードを除く 

 

 

（ｅ）コメント文 

コメントを記述します。 

⚫ 記述形式 

 

＃コメント  
 

⚫ パラメータの説明 

‘＃’から改行まではコメントとなります。 
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10.5. コマンドの文法 
[Unix系の場合] 

 

ユーザがコード変換テーブルをカスタマイズするには、ｃｃｎｖコマンドを使用します。以下に 

ｃｃｎｖコマンドの文法を示します。 

 

（１）ｃｃｎｖコマンド 

（ａ）記述形式 

 

ｃｃｎｖ△[-D|-ddir]△[-L|-l]△定義文ファイル名 

ｃｃｎｖ△[-D|-ddir]△[-P|-p]△[-I|-i]△-T|-t△コード変換テーブル名 

 △：半角１バイトのスペースを表す。 
 

（ｂ）定義文ファイル名 

コード変換テーブルのカスタマイズ情報を定義した定義文ファイル名を指定します。 

ファイル名には、必ず拡張子“．ｔｘｔ”を付加します。付加しなかった場合は、定義文 

が無い旨を示すエラーが表示されます。 

 

（ｃ）コマンドオプション 

●－Ｄ｜－ｄ△ｄｉｒ 

コード変換テーブルの出力先ディレクトリをｄｉｒに指定します。また、ファイルを 

出力するこの他のオプションと組み合わせても使用できます。 

 

●－Ｌ｜－ｌ 

結果リストに指定した定義文を合わせて出力します。このオプションを指定すると、 

エラーとなった行がエラーメッセージの真上に出力されるため、エラーの修正が容易 

になります。 

 

●－P｜－ｐ 

生成したコード変換テーブルをキャラクタベースのファイルとしてダンプ出力します。 

出力先は、コード変換テーブルと同じディレクトリにコード変換テーブルの拡張子を 

“．ｄｍｐ”に変更したファイル名で出力されます。カスタマイズ後のテーブルを確認 

する時などに使用してください。 

 

●－T｜－ｔ 

処理の対象となるコード変換テーブル名を指定します。（テーブルカスタマイズ実行時 

は省略可能で、定義文中の変換種別に応じた標準のテーブルが仮定されます。） 

 

●－I｜－ｉ 

コード変換テーブルの生成日、変更歴等の情報を標準出力します。 
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[Windows系の場合] 

 

ユーザがコード変換テーブルをカスタマイズするには、ｶｽﾀﾏｲｽﾞﾕﾃｨﾘﾃｨ(ccnv.exe)を使用します。以下に 

ｶｽﾀﾏｲｽﾞﾕﾃｨﾘﾃｨの操作方法を示します。 

 

 
 

 

（１） ｶｽﾀﾏｲｽﾞ実行 

変換ﾃｰﾌﾞﾙ及び定義文を指定して[ｶｽﾀﾏｲｽﾞ実行]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙのｶｽﾀﾏｲｽﾞが実行されま

す。 

 

（２） ﾃｰﾌﾞﾙ情報出力 

[ﾃｰﾌﾞﾙ情報]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、画面下部にｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙの生成日、変更歴等の情報を出力します。 

 

（３） ﾃｰﾌﾞﾙﾀﾞﾝﾌﾟ 

[ﾃｰﾌﾞﾙﾀﾞﾝﾌﾟ]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾜｰﾄﾞﾊﾟｯﾄﾞを起動しｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙをｷｬﾗｸﾀﾍﾞｰｽのﾌｧｲﾙとしてﾀﾞﾝﾌﾟ出力し

ます。 

 

（４） 標準ﾃｰﾌﾞﾙ生成 

[標準ﾃｰﾌﾞﾙ生成]ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、標準で提供しているﾃｰﾌﾞﾙの再生成できます。標準で提供しているﾌｧｲ

ﾙを変更してしまうので、通常は使用しないでください。 
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10.6. 実行例 
実行例を以下に示します。 

 

（１）通常文字の変換方法をカスタマイズする 

ＥＢＣＤＩＣコードの X'00'をＪＩＳ８コードの X'31'に、ＥＢＣＤＩＫコードの X'00'をＪＩＳ８コード

の X'32'に、ＪＥＦ漢字コードの X'A5A2'をシフトＪＩＳコードの X'82A0'に、X'A5A4'を X'82A2'に、それぞ

れカスタマイズする場合。 

●定義文（ファイル名 = ｔｅｓｔ１．ｔｘｔ） 

 NAME=TEST1.tbl                      # 出力するテーブル名称 

TYPE=JEFtoSJIS                      # 変換種別 

CODE=EBCDIC                         # カスタマイズの対象となるコード 

00:31                               # X'００－＞X'３１ 

CODE=EBCDIK                         # カスタマイズの対象となるコード 

00:32                               # X'００－＞X'３２ 

CODE=JEF                            # カスタマイズの対象となるコード 

A5A2:82A0,                          # X'Ａ５Ａ２－＞X'８２Ａ０ 

A5A4:82A2                           # X'Ａ５Ａ４－＞X'８２Ａ２ 

  
 

 

●実行結果 

 $ ccnv test1.txt 

* ﾃｰﾌﾞﾙ情報 *  新規ﾃｰﾌﾞﾙ名：TEST1.tbl 

               変更ﾃｰﾌﾞﾙ名：JEFSJIS.tbl 

 

 変換種別     ﾃｰﾌﾞﾙ長  有効ｺｰﾄﾞ範囲  作成日時           変更日時 

 EBCDIC->JIS8  000256  0x00-0xFF     1998/03/13,09:29  0000/00/00,00:00 0 

 EBCDIK->JIS8  000256  0x00-0xFF     1998/03/13,09:29  0000/00/00,00:00 0 

 JEF->SJIS     036132  1 ﾊﾞｲﾄ:0x41-FE 1998/03/13,09:29  0000/00/00,00:00 0 

                       2 ﾊﾞｲﾄ:0xA1-FE 

 

CCNV-102I ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙを生成しました。  

CCNV-101I ﾕﾃｨﾘﾃｨは終了しました。終了ｺｰﾄﾞ=0。 

$ 
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（２）外字文字を変換する 

ＪＥＦ漢字コードからシフトＪＩＳコードへの変換で、外字変換を行う場合。メインフレーム上で登録し

た外字コード：X'80A1'，X'80A2'，X'80A3'ワークステーション上で登録した外字コード：X'F040'，X'F041'，

X'F042'に設定します。 

 

●定義文（ファイル名 = ｔｅｓｔ２．ｔｘｔ） 

 NAME=TEST2.tbl                      # 出力するテーブル名称 

TYPE=JEFtoSJIS                      # 変換種別 

CODE=JEF                            # カスタマイズの対象となるコード 

80A1:F040,                          # X'８０Ａ１－＞X'Ｆ０４０ 

80A2:F041,                          # X'８０Ａ２－＞X'Ｆ０４１ 

80A3:F042                           # X'８０Ａ３－＞X'Ｆ０４２ 

 
 

●実行結果 

 $ ccnv test2.txt 

* ﾃｰﾌﾞﾙ情報 *  新規ﾃｰﾌﾞﾙ名：TEST2.tbl 

               変更ﾃｰﾌﾞﾙ名：JEFSJIS.tbl 

 

 変換種別     ﾃｰﾌﾞﾙ長  有効ｺｰﾄﾞ範囲  作成日時           変更日時 

 EBCDIC->JIS8  000256  0x00-0xFF     1998/03/13,09:35  0000/00/00,00:00 0 

 EBCDIK->JIS8  000256  0x00-0xFF     1998/03/13,09:35  0000/00/00,00:00 0 

 JEF->SJIS     036132  1 ﾊﾞｲﾄ:0x41-FE 1998/03/13,09:35  0000/00/00,00:00 0 

                2 ﾊﾞｲﾄ:0xA1-FE 

 

CCNV-102I ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙを生成しました。  

CCNV-101I ﾕﾃｨﾘﾃｨは終了しました。終了ｺｰﾄﾞ=0。  

$ 
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（３）変換テーブル情報を出力する 

変換テーブルの情報を標準出力に出力する場合。コマンドラインから次のコマンドを入力します。 

 

 ｃｃｎｖ  －ｉ  －ｔ  ＪＥＦＳＪＩＳ．ｔｂｌ  
 

 

●実行結果 

 * ﾃｰﾌﾞﾙ情報 *  ﾃｰﾌﾞﾙ名：JEFSJIS.tbl 

 

 変換種別     ﾃｰﾌﾞﾙ長  有効ｺｰﾄﾞ範囲  作成日時           変更日時 

 EBCDIC->JIS8  000256  0x00-0xFF     1998/02/18,14:59  0000/00/00,00:00 0 

 EBCDIK->JIS8  000256  0x00-0xFF     1998/02/18,14:59  0000/00/00,00:00 0 

 JEF->SJIS     036132  1 ﾊﾞｲﾄ:0x41-FE 1998/02/18,14:59  0000/00/00,00:00 0 

                       2 ﾊﾞｲﾄ:0xA1-FE 

 

CCNV-10WI ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙ情報を出力しました。  

CCNV-101I ﾕﾃｨﾘﾃｨは終了しました。終了ｺｰﾄﾞ=0。  

 
 

 

（４）変換テーブルのダンプ情報をファイルへ出力する 

変換テーブルのダンプ情報をファイルへ出力する場合。コマンドラインから次のコマンドを入力します。 

 

 ｃｃｎｖ  －ｐ  －ｔ  ＪＥＦＳＪＩＳ．ｔｂｌ  
 

 

● 実行結果 

 *** EBCDIC ｺｰﾄﾞ変換 ﾃｰﾌﾞﾙ ***                              [JIS8] 

 [EBCDIC] +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +a +b +c +d +e +f  0123456789abcdef 

    0x00  00 01 02 03 9c 09 86 7f 97 8d 8e 0b 0c 0d 0e 0f  ................ 

    0x10  10 11 12 13 9d 0a 08 87 18 19 92 8f 1c 1d 1e 1f  ................ 

    0x20  80 81 82 83 84 85 17 1b 88 89 8a 8b 8c 05 06 07  ................ 

・ 

*** EBCDIK ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙ ***                               [JIS8] 

 [EBCDIK] +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +a +b +c +d +e +f  0123456789abcdef 

    0x00  00 01 02 03 9c 09 86 7f 97 8d 8e 0b 0c 0d 0e 0f  ................ 

    0x10  10 11 12 13 9d 0a 08 87 18 19 92 8f 1c 1d 1e 1f  ................ 

・ 

*** JEF ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙ ***                                  [SJIS] 

 [JEF]    +0    +1    +2    +3    +4    +5    +6    +7     0 1 2 3 4 5 6 7 

・ 

  0xb0a0  ----  889f  88a0  88a1  88a2  88a3  88a4  88a5     亜唖娃阿哀愛挨 

  0xb0a8  88a6  88a7  88a8  88a9  88aa  88ab  88ac  88ad   姶逢葵茜穐悪握渥 

  0xb0b0  88ae  88af  88b0  e9cb  88b2  88b3  88b4  88b5   旭葦芦鰺梓圧斡扱 

  0xb0b8  88b6  88b7  88b8  88b9  88ba  88bb  88bc  88bd   宛姐虻飴絢綾鮎或 

・ 
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10.7. ＣＣＮＶエラーメッセージ 

ユティリティを実行した結果、標準出力へ出力されるメッセージを示します。 

 

（ａ）  メッセージの形式 

 ＣＣＮＶｎ１ｎ２ｎ３－ｓ１ 

ｎ１ メッセージのプログラム種別を示す数字 

 １：ユティリティの出力メッセージ 

ｎ２ｎ３ メッセージ通し番号 

ｓ１ メッセージの対象を示す英字 

 Ｉ：使用者向けメッセージ 
 

 

（ｂ）  当該メッセージの見方 

出力されたメッセージについては、次の順序で説明されています。 

 

① メッセージを次の形式で表します。 

 ＣＣＮＶｎ１ｎ２ｎ３－ｓ１ 

日本語メッセージテキスト 
 

・ＣＣＮＶｎ１ｎ２ｎ３－ｓ１は、「（ａ）メッセージの形式」に同じ。 

・メッセージテキストは、そのメッセージの内容を表しています。また、出力する条件によって変化

する部分については、各部分固有の変数で太字で表示しています。 

 

② メッセージの説明 

メッセージの持つ意味、あるいは現象の説明を示します。 

 

③ システムの処置（Ｓ） 

メッセージを出力した後の主な処理を示します。 

 

④ 使用者の処置（Ｐ） 

メッセージを受け取った使用者が行う処置を示します。 
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（ｃ）メッセージ詳細 

 

 ＣＣＮＶ１０１－Ｉ 

ユティリティは終了しました。終了コード＝終了コード。 
 

ＣＣＮＶは終了しました。終了したときの終了コードを１０進数で示します。終了コード 

の意味は次の通りです。 

・終了コード 

  ００： 正常終了しました。 

  ０８： 定義文にエラーが発生したので、その定義文を無視して処理を実行しました。 

  １２： 定義文で実行できないエラーが発生したので、処理を中止しました。 

 終了コードが００以外の場合は、エラーの詳細を示すエラーメッセージがこのメッセージ 

以前に出力されます。 

（Ｓ）：処理を終了します。 

 

 ＣＣＮＶ１０２－Ｉ 

コード変換テーブルを生成しました。 
 

指定された名称で、コード変換テーブルを生成しました。 

（Ｓ）：処理を続行します。（終了コード００） 

 

 ＣＣＮＶ１０３－Ｉ 

エラーが発生したため、コード変換テーブルを生成できません。 
 

このメッセージを出力する前に表示したエラーメッセージの理由によって、コード変換テー 

ブルを生成することができません。 

（Ｓ）：次の定義文の処理を行います。（終了コード１２） 

（Ｐ）：前のエラーメッセージの内容を解析し誤りを直した後、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０４－Ｉ 

定義文が何も指定されていません。 
 

定義文が何も指定されていないので、ユティリティを実行することができません。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：定義文を指定して、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０５－Ｉ 

ＮＡＭＥキーワードに指定された値が正しくないか、指定されていません。 
 

ＮＡＭＥキーワードに指定した値が正しくないか、もしくは指定されていません。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：次の項目を確認後、再実行してください。 

・ テーブル名称として、英字で始まる２５５桁以内の英数字で指定しましたか？ 

・ ＮＡＭＥオペランドを指定し忘れていませんか？ 
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 ＣＣＮＶ１０６－Ｉ 

ＴＹＰＥキーワードに指定された値が正しくないか、指定されていません。 
 

ＴＹＰＥキーワードに指定した値が正しくないか、もしくは指定されていません。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：次の項目を確認後、再実行してください。 

・ ＴＹＰＥキーワードにＩＢＭｔｏＳＪＩＳ，ＳＪＩＳｔｏＩＢＭ，ＪＥＦｔｏ 

ＳＪＩＳ又は，ＳＪＩＳｔｏＪＥＦのいずれかを指定しましたか？ 

・ ＴＹＰＥキーワードを指定し忘れていませんか？ 

 

 ＣＣＮＶ１０８－Ｉ 

変更対象に指定したコード(コード)が、コード変換テーブル中に存在しません。 

Code (code) to customize does not exist in the code conversion table. 
 

変更対象に指定したコードが有効範囲外であるため、この文を無視します。 

（Ｓ）：次の定義文を実行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：変更対象のコードを見直して再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０９－Ｉ 

コード変換テーブルの入出力エラーが発生しました。 
 

コード変換テーブルの入出力中にエラーが発生しました。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：次の項目を確認し、再実行してください。 

・ カスタマイズ対象のコード変換テーブルのファイル属性が読み込み可能ですか？ 

・ カスタマイズ対象のコード変換テーブルが存在していますか？ 

・ 生成しようとしているテーブル名称と同じ名称のファイルが、同一ディレクトリ 

内で書き込み禁止で存在していませんか？ 

・ 生成しようとしているテーブルを出力するディレクトリが、書き込み禁止になって 

いませんか？ 

 

 ＣＣＮＶ１０Ａ－Ｉ 

コード変換テーブルを生成するために必要なメモリが不足しました。 
 

コード変換テーブルを生成するために必要なメモリが不足した。 

（Ｓ）：処理を終了。（終了コード１２） 

（Ｐ）：使用可能なメモリを拡大して再実行する。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｂ－Ｉ 

ＣＯＤＥキーワードにコード変換種別と排他的なパラメータが指定されています｡ 

 
ＣＯＤＥキーワードにコード変換種別と排他的なパラメータが指定されているため、ＣＯＤＥ 

キーワードを無視します。 

（Ｓ）：次の定義文を実行します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：ＴＹＰＥ及び、ＣＯＤＥキーワードを見直して再実行してください。 
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 ＣＣＮＶ１０Ｃ－Ｉ 

定義文ファイルが見つかりません。 
 

コマンドのパラメータに指定された定義文ファイルが、ユティリティを実行したディレクトリ 

内にありません。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：指定した定義文ファイルが存在するか確認し、なければ定義文ファイルを用意し 

た後再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｄ－Ｉ 

定義文ファイルの入出力エラーが発生しました。 
 

定義文ファイルの入出力中にエラーが起きました。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：指定した定義文ファイルの状態もしくは、システムの状態を確認し、再実行して 

ください。 

 

ユティリティコマンドの“－Ｔ”または、“－ｔ”パラメータで指定されたコード変換テーブル 

がユティリティを実行したディレクトリ中に見つかりません。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：指定したコード変換テーブルが存在するか確認し、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｆ－Ｉ 

ＣＯＤＥキーワードに指定された値が正しくありません。ＣＯＤＥ＝コードを仮

定します。 

 
ＣＯＤＥキーワードに指定された値が正しくありません。 

（Ｓ）：次の定義文を実行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：ＣＯＤＥキーワードの値が変換種別に対応したものか確認し、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｇ－Ｉ 

対象に指定したコード（コード）が、不正です。 
 

対象に指定したコードが正しくありません。 

（Ｓ）：次の定義文を実行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：以下のような項目で対象に指定したコードの値を再確認し、再実行してください。 

・ 対象に指定したコードはシフトコードではありませんか？ 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｈ－Ｉ 

コード変換テーブルは、生成されませんでした。 
 

コード変換テーブルは、何らかのエラーにより生成されませんでした。 

（Ｓ）：処理を続行します。（終了コード１２） 
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 ＣＣＮＶ１０Ｉ－Ｉ 

ＮＡＭＥキーワードを複数定義することはできません。 
 

ＮＡＭＥキーワードが複数定義されている。 

（Ｓ）：最初のＮＡＭＥキーワードを有効とし、処理を続行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：ＮＡＭＥキーワードを確認し、有効にしたいだけを残して再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｊ－Ｉ 

ＴＹＰＥキーワードを複数定義することはできません。 

Cannot specify more than one TYPE statement. 
 

ＴＹＰＥキーワードが複数定義されています。 

（Ｓ）：最初のＴＹＰＥキーワードを有効とし、処理を続行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：ＴＹＰＥキーワードを確認し、有効にしたいだけを残して再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｋ－Ｉ 

コード変換テーブルの生成で、ファイルのオープンに失敗しました。 
 

コード変換テーブルを生成する際に、ファイルのオープンでエラーになりました。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：コード変換テーブルを吐き出すディレクトリの状態を確認し、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｍ－Ｉ 

標準コード変換テーブルのオープンに失敗しました。 
 

標準のコード変換テーブルを作成する際に、ファイルのオープンでエラーになりました。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：標準コード変換テーブルを吐き出すディレクトリの状態を確認し、再実行してくだ 

さい。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｎ－Ｉ 

変更対象のコード（コード）が、ＣＯＤＥキーワードで指定したコード種別と一

致しません。  
変更対象に指定したコードが、ＣＯＤＥキーワードで指定したコードと一致しません。 

（変更対象コードに２バイトコードを指定したにもかかわらずＣＯＤＥキーワードにＥＢＣＤＩＣを 

指定した等） 

（Ｓ）：次の定義文を実行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：ＣＯＤＥキーワード及び、変更対象のコードを見直し、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｏ－Ｉ 

１行に指定できる桁数を超えました。この行を無視します。 
 

１行中に指定した定義文が１２０桁を超えました。 

（Ｓ）：次の定義文を実行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：１行中の定義文が１２０桁以内に収まるように修正し、再実行してください。 
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 ＣＣＮＶ１０Ｐ－Ｉ 

行番号行目に認識できない定義があります。その定義を無視します。 
 

エラーメッセージに表示した行中に指定した定義文に、認識できない文字列が現れました。 

（Ｓ）：次の定義文を実行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：エラー行中の定義文を見直し、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｑ－Ｉ 

コード変換テーブルのキャラクタ出力に失敗しました。 
 

コード変換テーブルをキャラクタ出力する際に、ファイルのオープンで失敗しました。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：キャラクタ出力するディレクトリを調査し、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｓ－Ｉ 

コード変換テーブルをキャラクタ出力しました。 
 

コード変換テーブルのキャラクタ出力が正常に終了しました。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード０） 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｔ－Ｉ 

エラーが発生したため、コード変換テーブルをキャラクタ出力できません。 
 

処理の途中で重大なエラーが発生したため、コード変換テーブルのキャラクタ出力が出来ません 

でした。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：このメッセージ以前に表示されたエラーメッセージで原因を調査し、再実行して 

ください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｕ－Ｉ 

標準提供のコード変換テーブルを生成しました。 
 

標準提供のコード変換テーブル出力が正常に終了しました。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード０） 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｖ－Ｉ 

エラーが発生したため、標準提供のコード変換テーブルを生成できません。 
 

処理の途中で重大なエラーが発生したため、標準提供のコード変換テーブルを出力することが 

出来ませんでした。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：このメッセージ以前に表示されたエラーの原因を調査し、再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｗ－Ｉ 

コード変換テーブル情報を出力しました。 
 

コード変換テーブル情報の出力が正常に終了しました。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード０） 
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 ＣＣＮＶ１０Ｙ－Ｉ 

標準提供のコード変換テーブルを変更することはできません。 
 

標準提供のコード変換テーブルは変更できません。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：コード変換テーブルのカスタマイズをする際は、ユーザ用として新規にテーブル 

を生成するようにしてください。 

 

 ＣＣＮＶ１０Ｚ－Ｉ 

コード変換テーブルのバージョンが不正です。 

Version of the code conversion table is wrong. 
 

コード変換テーブルが正しくありません。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：コード変換テーブルが正しいかを確認して再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１１０－Ｉ 

コード変換テーブルが不正です。 
 

コード変換テーブルが壊れている。または、コード変換テーブルとしてコード変換テーブル以外の 

ファイルを指定した。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：正しいコード変換テーブルを使用する。コード変換テーブルが何らかの理由により 

壊れていた場合は、標準提供の変換テーブルを再生成した後実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１１１－Ｉ 

処理の対象となるコード変換テーブルが指定されていません。 
 

－Ｉ（－ｉ）または－Ｐ（－ｐ）オプションで、コード変換テーブル情報やコード変換 

テーブルのダンプ出力を実行しようとしたが、処理の対象となるコード変換テーブルが指定 

されていない。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：－Ｉ（－ｉ）または－Ｐ（－ｐ）オプションの後に－Ｔ（－ｔ）オプションで 

処理の対象となるコード変換テーブル名称を、同時に指定して実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１１３－Ｉ 

予期せぬエラーが発生しました。 
 

ユティリティを実行中に、メモリ破壊等で必要な情報を参照できなくなった。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：システムの環境を調査し、再実行をしてください。 

 

 ＣＣＮＶ１１４－Ｉ 

変更対象のコードと変換後のコード範囲が一致しません。 
 

ＥＵＣコードとの変換を行うテーブルをカスタマイズしようとしたが、変更後のコードに指定した 

コードがＥＵＣコードの範囲に対応していない。 

（Ｓ）：処理を終了します。（終了コード１２） 

（Ｐ）：コード範囲をＥＵＣコードセット１または、３に対応させて再実行してください。 
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 ＣＣＮＶ１１５－Ｉ 

変更後のコードに指定したコード(コード) は変換先のコード体系にありません。 

Converted code (code) does not exist in the code conversion table. 
 

変更後のコードに指定したコードが有効範囲外であるため、この文を無視します。 

（Ｓ）：次の定義文を実行します。（終了コード０８） 

（Ｐ）：変更後のコードを見直して再実行してください。 

 

 ＣＣＮＶ１１６－Ｉ 

変換後のコードとして指定された値（コード）が正しくありません。 
 

変換後のコードが２バイトであるコード体系に対して、コードで示される２バイトより大きい値が 

指定された。 
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付録Ａ  編集オプションファイル 

A-1 

##################################### mto ###################################### 

[KANJI:OP11]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP11 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

IBMtoSJIS                 #…IBM 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

IBMSJIS                   #…IBMSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_DBLSPACE             #…ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_DOUBLE               #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

[KANJI:OP12]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP12 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

IBMtoSJIS                 #…IBM 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する((英小文字を含 

                          #  む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

IBMSJIS                   #…IBMSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIC|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIC ｺｰﾄﾞ(英小文字を 

                          #  含む)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは半角に変換する｡ 

                          #  ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 

 

[KANJI:OP13]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP13 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

IBMtoSJIS                 #…IBM 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する(英小文字を含 

                          #  まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

IBMSJIS                   #…IBMSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIK|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE  

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIK ｺｰﾄﾞ(英小文字を含 

                          #  まない)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは半角に変換する｡ 

                          #  ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 



付録Ａ  編集オプションファイル 

A-2 

[KANJI:OP21]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP21 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

KS78toSJIS                #…KS78 漢ｺｰﾄﾞ字からｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS78SJIS                  #…KS78SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_DBLSPACE             #…ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_DOUBLE               #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

[KANJI:OP22]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP22 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

KS78toSJIS                #…KS78 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS78SJIS                  #…KS78SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIC|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIC ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含まな 

                          #  い)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは半角に変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 

 

[KANJI:OP23]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP23 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

KS78toSJIS                #…KS78 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS78SJIS                  #…KS78SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIK|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIK ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含む) 

                          #  である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは半角に変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 
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[KANJI:OP31]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP31 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

KS90toSJIS                #…KS90 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS90SJIS                  #…KS90SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_DBLSPACE             #…ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_DOUBLE               #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

[KANJI:OP32]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP32 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

KS90toSJIS                #…KS90 漢字からｺｰﾄﾞｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS90SJIS                  #…KS90SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIC|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIC ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含まな 

                          #  い)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは半角に変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 

 

[KANJI:OP33]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP33 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

KS90toSJIS                #…KS90 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS90SJIS                  #…KS90SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIK|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIK ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含む) 

                          #  である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは半角に変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 
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[KANJI:OP41]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP41 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JEFtoSJIS                 #…JEF 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

JEFSJIS                   #…JEFSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_DBLSPACE             #…ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_DOUBLE               #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

[KANJI:OP42]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP42 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JEFtoSJIS                 #…JEF 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含ま 

                          #  ない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

JEFSJIS                   #…JEFSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIC|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIC ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含まな 

                          #  い)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは半角に変換する｡ｽﾍﾟ 

                          #  ｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 

 

[KANJI:OP43]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP43 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JEFtoSJIS                 #…JEF 漢字ｺｰﾄﾞからｼﾌﾄ JIS ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

JEFSJIS                   #…JEFSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIK|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIK ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含む) 

                          #  である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは半角に変換する｡ｽﾍﾟｰｽ 

                          #  文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

8140                      #…全角未定義文字は X'8140'に置換する 

20                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'20'で充填する 

8140                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'8140'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 
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[CHAR:OP1]                #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP1 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBCJEFtoJIS8              #…EBCDIC ｺｰﾄﾞから ASCII ｺｰﾄﾞに変換する 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

EBCASCII                  #…EBCASCII.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

FF                        #…未定義文字は X'FF'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 

 

[CHAR:OP14]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP14 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBCIBMtoJIS8              #…EBCDIC ｺｰﾄﾞ(IBM 系)から JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する(英小文字を 

                          #  含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

IBMSJIS                   #…IBMSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 

 

[CHAR:OP15]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP15 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBKIBMtoJIS8              #…EBCDIK ｺｰﾄﾞ(IBM 系)から JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する(英小文字を 

                          #  含まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

IBMSJIS                   #…IBMSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 

 

[CHAR:OP24]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP24 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBCKS78toJIS8             #…EBCKS78 漢字ｺｰﾄﾞから JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含 

                          #  まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS78SJIS                  #…KS78SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 

 

[CHAR:OP25]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP25 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBKKS78toJIS8             #…EBKKS78 漢字からｺｰﾄﾞ JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS78SJIS                  #…KS78SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 
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[CHAR:OP34]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP34 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBCKS90toJIS8             #…EBCKS90 漢字ｺｰﾄﾞから JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含 

                          #  まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS90SJIS                  #…KS90SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 

 

[CHAR:OP35]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP35 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBKKS90toJIS8             #…EBKKS90 漢字ｺｰﾄﾞから JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

KS90SJIS                  #…KS90SJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 

 

[CHAR:OP44]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP44 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBCJEFtoJIS8              #…EBCDIC ｺｰﾄﾞ(JEF 系)から JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含ま 

                          #  ない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

JEFSJIS                   #…JEFSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 

  

[CHAR:OP45]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP45 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

EBKJEFtoJIS8              #…EBCDIK ｺｰﾄﾞ(JEF 系)から JIS8 ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

JEFSJIS                   #…JEFSJIS.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

20                        #…半角未定義文字は X'20'に置換する 

20                        #…変換先領域が余れば X'20'で充填する 

 

[NUM:OPA1]                #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = NUM:OPA1 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

PACKtoCHAR                #…パック形式の数値データから文字形式に変換する 

TRAN_SIGN_F               #…符号は先頭に位置付ける 

0                         #…小数点の桁数を指定する 

TRAN_NON_SUPPRESS         #…先頭からの０はそのまま０にする 

TRAN_SIGN_PLUS_C          #…プラス符号はＣである 

TRAN_SIGN_MINUS_D         #…マイナス符号はＤである 

TRAN_ALLSPACE_NORMAL      #…入力データのオール０はそのまま０に変換する 

 

[NUM:OPA2]                #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = NUM:OPA2 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

ZONEtoCHAR                #…ゾーン形式の数値データから文字形式に変換する 

TRAN_SIGN_F               #…符号は先頭に位置付ける 

0                         #…小数点の桁数を指定する 

TRAN_NON_SUPPRESS         #…先頭からの０はそのまま０にする 

TRAN_SIGN_PLUS_C          #…プラス符号はＣである 

TRAN_SIGN_MINUS_D         #…マイナス符号はＤである 

TRAN_ALLSPACE_NORMAL      #…入力データのオール０はそのまま０に変換する 
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##################################### otm ###################################### 

[KANJI:OP16]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP16 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoIBM                 #…SJIS ｺｰﾄﾞから IBM 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISIBM                   #…SJISIBM.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_DBLSPACE             #…ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

4040                      #…全角未定義文字は X'4040'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

4040                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'4040'で充填する 

TRAN_DOUBLE               #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

[KANJI:OP17]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP17 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoIBM                 #…SJIS ｺｰﾄﾞから IBM 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(英小文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISIBM                   #…SJISIBM.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIC|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIC ｺｰﾄﾞ(英小文字を 

                          #  含む)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは全角に変換する｡ 

                          #  ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

4040                      #…全角未定義文字は X'4040'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

4040                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'4040'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 

 

[KANJI:OP18]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP18 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoIBM                 #…SJIS ｺｰﾄﾞから IBM 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(英小文字を含ま 

                          #  ない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISIBM                   #…SJISIBM.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIK|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIK ｺｰﾄﾞ(英小文字を含 

                          #  まない)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは全角に変換する｡ 

                          #  ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

4040                      #…全角未定義文字は X'4040'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

4040                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'4040'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 
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[KANJI:OP26]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP26 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoKS78                #…SJIS ｺｰﾄﾞから KS78 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS78                  #…SJISKS78.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_DBLSPACE             #…ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

A1A1                      #…全角未定義文字は X'A1A1'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

A1A1                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'A1A1'で充填する 

TRAN_DOUBLE               #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

[KANJI:OP27]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP27 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoKS78                #…SJIS ｺｰﾄﾞから KS78 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含まな 

                          #  い) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS78                  #…SJISKS78.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIC|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIC ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含まな 

                          #  い)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは全角に変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

A1A1                      #…全角未定義文字は X'A1A1'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

A1A1                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'A1A1'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 

 

[KANJI:OP28]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP28 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoKS78                #…SJIS ｺｰﾄﾞから KS78 ｺｰﾄﾞ漢字に変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS78                  #…SJISKS78.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIK|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIK ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含む) 

                          #  である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは全角に変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

A1A1                      #…全角未定義文字は X'A1A1'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

A1A1                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'A1A1'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 
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[KANJI:OP36]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP36 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoKS90                #…SJIS ｺｰﾄﾞから KS90 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS90                  #…SJISKS90.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_DBLSPACE             #…ｽﾍﾟｰｽ文字は全角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

A1A1                      #…全角未定義文字は X'A1A1'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

A1A1                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'A1A1'で充填する 

TRAN_DOUBLE               #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

[KANJI:OP37]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP37 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoKS90                #…SJIS ｺｰﾄﾞから KS90 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含まな 

                          #  い) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS90                  #…SJISKS90.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIC|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIC ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含まな 

                          #  い)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは全角に変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

A1A1                      #…全角未定義文字は X'A1A1'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

A1A1                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'A1A1'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 

 

[KANJI:OP38]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP38 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJISKS90                  #…SJIS ｺｰﾄﾞから KS90 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS90                  #…SJISKS90.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIK|TRAN_START_SINGLE|TRAN_DBLSPACE # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIK ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含む) 

                          #  である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは全角に変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

A1A1                      #…全角未定義文字は X'A1A1'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

A1A1                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'A1A1'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 
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[KANJI:OP46]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP46 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoJEF                 #…SJIS ｺｰﾄﾞから JEF 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISJEF                   #…SJISJEF.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_SGLSPACE             #…ｽﾍﾟｰｽ文字は半角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

4040                      #…全角未定義文字は X'4040'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

4040                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'4040'で充填する 

TRAN_DOUBLE               #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)のみのﾌｨｰﾙﾄﾞである 

 

[KANJI:OP47]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP47 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoJEF                 #…SJIS ｺｰﾄﾞから JEF 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISJEF                   #…SJISJEF.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIC|TRAN_START_SINGLE|TRAN_SGLSPACE|TRAN_SHIFT_28 # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIC ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含まな 

                          #  い)である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは全角に変換する｡ｽﾍﾟ 

                          #  ｰｽ文字は半角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

4040                      #…全角未定義文字は X'4040'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

4040                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'4040'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 

 

[KANJI:OP48]              #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = KANJI:OP48 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

SJIStoJEF                 #…SJIS ｺｰﾄﾞから JEF 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISJEF                   #…SJISJEF.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

TRAN_EBCDIK|TRAN_START_SINGLE|TRAN_SGLSPACE|TRAN_SHIFT_28 # 

                          #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞ内の半角文字ｺｰﾄﾞは EBCDIK ｺｰﾄﾞ(ｶﾅを含む) 

                          #  である。先頭からｼﾌﾄｺｰﾄﾞまでは全角に変換する｡ｽﾍﾟｰｽ 

                          #  文字は半角ｽﾍﾟｰｽｺｰﾄﾞに変換する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

4040                      #…全角未定義文字は X'4040'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

4040                      #…全角のみの時､変換先領域が余れば X'4040'で充填する 

TRAN_MIX                  #…当該ﾌｨｰﾙﾄﾞは 2 ﾊﾞｲﾄ文字(漢字)､1 ﾊﾞｲﾄ文字の混合ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

                          #  である 
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[CHAR:OP6]                #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP6 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBCJEF              #…ASCII ｺｰﾄﾞから EBCDIC ｺｰﾄﾞに変換する 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

ASCIIEBC                  #…ASCIIEBC.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

FF                        #…半角未定義文字は X'FF'に置換する 

40                        #…半角/全角混在時､変換先領域が余れば X'40'で充填する 

 

[CHAR:OP19]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP19 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBCIBM              #…JIS8 ｺｰﾄﾞから EBCIBM 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(英小文字を含 

                          #  む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISIBM                   #…SJISIBM.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

40                        #…変換先領域が余れば X'40'で充填する 

 

[CHAR:OP1A]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP1A の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBKIBM              #…JIS8 ｺｰﾄﾞから EBKIBM 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(英小文字を含 

                          #  まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISIBM                   #…SJISIBM.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

40                        #…変換先領域が余れば X'40'で充填する 

 

[CHAR:OP29]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP29 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBCKS78             #…JIS8 ｺｰﾄﾞから EBCKS78 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含 

                          #  まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS78                  #…SJISKS78.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

40                        #…変換先領域が余れば X'40'で充填する 

 

[CHAR:OP2A]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP2A の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBKKS78             #…JIS8 ｺｰﾄﾞから EBKKS78 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含 

                          #  む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS78                  #…SJISKS78.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

40                        #…変換先領域が余れば X'40'で充填する 

 

[CHAR:OP39]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP39 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBCKS90             #…JIS8 ｺｰﾄﾞから EBCKS90 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含  

                          #  まない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS90                  #…SJISKS90.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

40                        #…変換先領域が余れば X'40'で充填する 
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 [CHAR:OP3A]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP3A の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBKKS90             #…JIS8 ｺｰﾄﾞから EBKKS90 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含む) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISKS90                  #…SJISKS90.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

40                        #…変換先領域が余れば X'40'で充填する 

 

[CHAR:OP49]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP49 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBCJEF              #…JIS8 ｺｰﾄﾞから EBCJEF 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含ま  

                          #  ない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISJEF                   #…SJISJEF.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

40                        #…変換先領域が余れば X'40'で充填する 

  

[CHAR:OP4A]               #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = CHAR:OP4A の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

JIS8toEBKJEF              #…JIS8 ｺｰﾄﾞから EBKJEF 漢字ｺｰﾄﾞに変換する(ｶﾅ文字を含ま  

                          #  ない) 

./                        #…ｺｰﾄﾞ変換ﾃｰﾌﾞﾙは ./ ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘに存在する 

SJISJEF                   #…SJISJEF.tbl という変換ﾃｰﾌﾞﾙを使用する 

40                        #…半角未定義文字は X'40'に置換する 

40                        #…変換先領域が余れば X'40'で充填する 

 

[NUM:OPA6]                #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = NUM:OPA6 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

CHARtoPACK                #…文字形式データをパック形式の数値データに変換する 

TRAN_SIGN_F               #…入力データの符号が先頭にある 

0                         #…入力データの小数点の桁数を指定する 

TRAN_NON_SUPPRESS         #…先頭からの０はそのまま０にする 

TRAN_SIGN_PLUS_C          #…プラス符号をＣにする 

TRAN_SIGN_MINUS_D         #…マイナス符号をＤにする 

TRAN_ALLSPACE_NORMAL      #…入力データのオールスペースはエラーとする 

 

[NUM:OPA7]                #…変換ﾓｰﾄﾞ指示 = NUM:OPA7 の定義ﾗﾍﾞﾙﾍｯﾀﾞ 

CHARtoZONE                #…文字形式データをゾーン形式の数値データに変換する 

TRAN_SIGN_F               #…入力データの符号が先頭にある 

0                         #…入力データの小数点の桁数を指定する 

TRAN_NON_SUPPRESS         #…先頭からの０はそのまま０にする 

TRAN_SIGN_PLUS_C          #…プラス符号をＣにする 

TRAN_SIGN_MINUS_D         #…マイナス符号をＤにする 

TRAN_ALLSPACE_NORMAL      #…入力データのオールスペースはエラーとする 

 

[]                        #…終了記述子 

 


